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1.

I.事 業概要

本事業の目的

認知症高齢者グループホームは、認知症高齢者の増加に伴い、著しく増加 しており、

ゴール ドプラン21における当初の見込み数である3,200か所を大幅に上回り、10月末

現在で 5,815か所となつている。

当センターにおいては、これまで外部評価を実施してきた中で、蓄えてきた評価実施

のノウハウを、評価調査員養成テキス トやビデオなどの普及啓発媒体、シンポジウムや

会議等を通じ、各道府県に伝達してきた。

本事業において、これまで蓄えてきたノウハウを活かし、平成 17年 度以降の各道府

県の完全実施に向けて、公開を行 う際の評価結果内容を分析 ・検証し、速やかにこれを

公開することにより、各道府県に対し、標準的な評価結果内容の普及を図ることとする。

2。 事業内容

本事業においては、平成 16年 12月末に公開が終了した 1995か所のグループホ
ーム

を対象に、自己評価、外部評価それぞれの項目毎の達成率についてデータとして集約、

分析 ・検証を行 う。さらに、道府県別に同様の分析を実施し、今後、道府県が評価を推

進するにあたつての基礎資料とする。

また、評価結果の公開に向けて、評価結果内容を集中的に集約 ・分析を行い、分析さ

れた評価結果内容を検証部会において、検証し、標準的な評価結果内容を作成する。

これらを評価判定に係る評価実施手法として取りまとめ、各道府県担当者、外部評価

機関 (予定)者 、事業者を対象に伝達会議を実施する。
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正.事 業の実施

1.サ ービス評価結果のデータ分析、活用

1 ) オ3 ら い

本事業では、認知症高齢者グループホームの良質なサ
ービス水準の確保 ・向上のため

の基礎的な現状把握として、自己評価と外部評価結果とを比較し総合的に分析する。こ

れらを通して、グループホームが現在達成できているケアサ
ービス状況を明らかにする

と同時に、グループホームが有している課題を検討した。

また、全国的の評価結果データのみでなく、道府県別の評価結果デ
ータを分析、検討す

ることを通して、評価結果の標準化をはかることも目的としている。これらのデ
ータの

活かし方として、道府県ごとの 「グループホームのサ
ービスの質の向上に向けた重点課

題の明確化」が可能となると考えられる。

なお、サービス評価の目的は、「各グループホ
ームが評価作業の一連の過程に主体的

に取り組み、評価結果を基に具体的な改善や情報公開等に生かすことをとおして、良質

なサービス水準を確保し、向上を図つていくことである」を掲げている。具体的には、

外部評価を実施する前に行つた自己評価結果と外部評価結果を対比してそれらを考察

した上で、グループホームの総括的な評価を行うことを通してサ
ービスの質の改善を図

ることを目的としている。

さらに外部評価の目的としては、外部者が定期的に訪問し、一定の評価項目に基づい

てケアサービスの提供に関する実態を調査点検し、事業者と改善点を明らかにすること

を通じて、以下6点が挙げられている
1。

①改善点を明確にし、改善に向けた関係者の自発的努力と体制作りを誘導する

②ケアサービス水準を一定以上に維持する

③利用者および家族の安心と満足の確保をはかる (よりより選択と利用にむけて)

④継続的に評価を行うことを通じて、向上を促す教育的効果をねらう

⑤見出された改善点を、行政等による指導や研修内容に活かす

⑥グループホームに対する社会的信頼を高める

また、これらは都道府県の行政監査や市町村の立ち入り調査とは目的を異とする。行

政監査等は介護保険の指定基準水準 (運営基準)が道守されているかどうかを確認する

目的で行われる一方で、サービス評価は運営基準で定める範囲よりも広範かつ高い水準

に引き上げていくことを目的としている。

1認知症介護研究 ・研修東京センター,『認知症高齢者グループホ
ーム評価調査員テキスト～外部評価にむ

けて～』2004,p17
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2)対 象 と分析方法

(1)対 象

平成 14年度の外部評価実施開始から各地域で評価体制が整備されるまでの移行期間

である 16年度末までの間に 44道府県
2(神
奈川県のみ平成 14年度のみ)よ り評価機関

として依頼を受けている認知症介護研究
・研修東京センター (以下、東京センタ

ー)に

おいて実施されたサービス評価結果のデ
ータを用いる。平成 16年 12月時点で外部評価

結果が公開されている 1995グル
ープホームを対象とする

3。

本研究の主題であるサービス評価は、厚生労働省が示した標準の評価方法および項目

に準拠しており、その概要は以下のとおりである。

ホームのサービス評価は自己評価を主軸にそれを補完する役害Jとして外部評価が実

施されている。平成 12年度に実施されたモデル事業時に、ホ
ームのサービスの質とし

て何が大切か、ホーム事業者を中心に議論が積み上げられ、法的根拠を踏まえてホ
ーム

の利用者の権利 ・倫理綱領が策定された。それらをもとに、3ヵ年のモデル事業を通し

て、サービスの質に関する国内外の考え方も加味しながら、13の 要素 「①安らかさ、

心地よさ②身体の安全③プライバシ
ーの保護④触れあい 。交流⑤力の発揮 ,自立⑥生き

方の継続⑦自己決定。自由③達成感のある暮らし③尊厳
・誇り①家族との交流 ・協働①

家族の力の伸長②地域との交流 ・協働⑬地域認知症ケア向上への貢献性」を抽出し、こ

れら 13の質の要素を実際のサ
ービス場面にそつて確認していくために、評価項目が設

定された
456。
具体的には、表 1の様に質を点検するための評価の大領域として 「運営理

念」「生活空間づくり」「ケアサ
ービス」「運営体制」の 4大領域と23詳細領域が設定さ

れている。自己評価は 134項目、外部評価はそのうち第二者により点検可能な項目とし

て 71項 目が設定されており、ケアサ
ービスのプロセスに関する内容を網羅した形とな

つている。

評価方法は、自己評価はホ
ームの職員全員の意見を取り入れながら管理者が中心とな

って 「できている」「要改善」「評価困難」という3つ のカテゴリ
ーのいずれに該当する

かを判断し、「判断した理由や根拠」を記入する様式である。外部評価は、研修を受け

た訪問調査員 2名 がホームを 1日単位 (日中、昼食の時間帯をはさんで約 5時 間半)訪

2神
奈川県については、平成 14年度のみの依頼であつたため、平成 15年度以降は 43道府県からの依頼と

なつている。
3た
だし、本分析においては 1ホ

ームのみデータの種類が異なつたため、1994ホ
ームを対象としている。

4横
浜市福祉局長寿社会課 :痴呆性高齢者グル

ープホームサービスの質保証モデル検討事業報告書 (2000)

5高
齢者痴果介護研究 ・研修東京センタ

ー:痴果対応型共同生活介護サ
ービスの質の評価の取り組み並びに

調査員の研修方法の指針の策定に関する報告書 (2001)
6全
国痴呆性高齢者グループホ

ーム協会 :痴呆対応型共同生活介護のサ
ービスの質の評価 ・普及および啓発

事業等に関する研究事業に関する研究報告書 (2002)
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問し、上記のカテゴリーのいずれに該当するかを判断し、それぞれの 畔J断した理由や

根拠」を記入 した調査結果を評価機関で審査し、評価結果とする様式である。

表 1 サ ービス評価項目体系

領域 詳細領域 自己評価

項目計数

外部評価

項目計数

I.運 営理念 1.運営理念の明確化 4 3

2.運営理念の啓発 1 1

工.生活空間づくり 1.家庭的な生活空間づくり 5 4

2.心身の状態にあわせた生活空間づくり 8 6

HI.ケアサービス 1.ケアマネジメント 8

2.ホーム内でのくらしの支援 63 29

(1)介護の基本の実行 13 8

(2)日常生活行為の支援 22 10

1)食事 (8) (4)

2)排泄 (4) (2)

3 )入浴 (3)

4)整容 (5) (2)

5)睡眠 ・体息 (2)

(3)生活支援 4 1

(4)ホーム内生活拡充支援 2 1

(5)医療機関の受診等の支援 7 3

(6)心身の機能回復に向けた支援 2 1

(7)入居者同士の交流支援 2 1

(3)健康管理 4

3.入居者の地域での生活の支援 4 1

1.入居者と家族との交流支援 2 1

Ⅳ.運 営体制 1.事業の統合性 5 2

2.職員の確保 ・育成 6 3

3.入居時および退居時の対応方針 4 2

4.衛生 ・安全管理 6 3

5`情報の開示 ・提供 2 1

S,相談 ・者情への対応 3 1

7.ホームと家族との交流 5 3

3.ホームと地域との交流 8 4

合計 134

(2)分 析方法

自己評価と外部評価の項目の達成率をホーム別および項目別に集計し分析を行 う。な

お、達成率とは上記 3つ のカテゴリーの中で 「できている」とつけられた項目数の合計

を全体項目数で割つた割合を指す。
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なお、自己評価に関しては複数ユニットある場合にはユニットごとに評価を実施 し、

それぞれの評価結果が示されているが、外部評価に関しては全ユニットを統合し1つ の

事業所の結果として示されている。そのため、自己評価結果と外部評価結果の比較分析

を行 うにあたり、ホーム別の集計に関しては自己評価結果の達成率では平均値をとるこ

ととした。

サービス評価結果を研究目的にデータとして使用することについては東京センター

とホームにて契約を交わしており、ホームが特定されることのないよう、全て匿名化し

て分析を行つた。なお、それぞれの分析のねらいは表 2、表 3に 示した概要の通 りであ

る。

表 2 ホ ーム別達成率分析のねらい

表3 項 目別達成率

ホーム別達成率 分析のねらい

自己評価 (134項 目) 1995ホーム 1995ホームの自己評価結果の達成率がどのよ

うに分布しているのかを明らかにする。また、

現在のグループホームの標準的な達成率を確

認する。

自己評価と外部評価

(共通 71項 目)

1995ホーム 1995ホームの自己評価と外部評価の共通する

項目の評価結果の達成率がどのように分布し

ているかを明らかにする。自己評価とが外部

評価結果の差の検討を行う。

項目別達成率 分析のねらい

自己評価 (134項目) 2878ユ ニ ッ 自己評価結果に関して、グループホームが現

在達成できているケアサービス状況を明らか

にすると同時に、グループホームが有してい

る課題を検討する。

自己評価と外部評価

(共通 71項 目)

自己 2878ユニット

外部 1995ホーム

自己評価と外部評価のうち、共通の項目に関

して、グループホームが現在達成できている

ケアサービス状況を明らかにすると同時に、

グループホームが有している課題を検討す

る。また、自己評価と外部評価結果を比較す

ることを通して、それぞれの視点の違いを明

らかにする。
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3)サ ービス評価結果分析結果

(1)全 国の状況

① ホーム別達成率の比較

1)自 己評価全数、自己評価共通、外部評価のホーム別達成率比較  (N=1994)
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図2 自 己評価共通、外部評価ホーム別達成率分布 (全国)
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,

表4 自 己評価全数、自己評価共通と外部評価の達成率の基本統計

自己評価全数のホーム別達成率のヒス トグラムは図 1の様になつており、自己評価は

90%以 上 95%未満のホームが最も多く、全体として幅広い分布を示している。また、自

己評価共通と外部評価のホーム別達成率のヒス トグラムは図 2の様になつており、自己

評価共通は 90%以上 100%以下と80%以上 85%未 満のホームが多く、全体として幅広い分

布を示しているが、外部評価は 80%以上 85%未満のホームが最も多く、70%以 上 95%未

満に集中する
一峰性の分布を示

や
している。表 4の 様に、自己評価全数の平均値は82.8%、

自己評価共通は 82.3%、外部評価は 82.7%となつており、全体としてほぼ同じ平均値を

示している。自己評価全数、自己評価共通の場合は、各ホームの目標水準の設定により

判断のバラツキが見られる傾向にあり、一方、外部評価に関しては標準化をめざした検

討が行われていることもあり、バラツキが比較的小さい結果が得られている。なお、外

部評価では皆無であった達成率 100%のホームが自己評価全数では 46ホーム、自己評価

共通では 82ホーム存在する特徴がみられた。

また、道府県別の自己評価共通と外部評価の平均値は図3の 通りである。自己評価共

通の平均値の最大値は千葉県の 87.7%であり、最小値は沖縄県の 64.4%である。また、

外部評価の平均値の最大値は山形県の 89.0%であり、最小値は沖縄県の 74.8%である。

外部評価よりも自己評価共通の方がばらつきが比較的小さい傾向が見られる。

自己評価全数 自己評価共通 外部評価

100%のホーム数 46ホ ーム 82ホ ーム 0ホ ーム

平均値 82.8% 82.3% 82.7%

中央値 85.8% 85,3% 84.5%

最大値 100% 100% 98.6%

最低値 9.7% 12,7% 53.596

標準偏差 13.4 14.1 8.4
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② 領域別達成率

1)4大 領域別結果

「I運営理念」「正生活空間づくり」「IIIヶァサービス」「IV運営体制」の 4大領域の自

己評価、外部評価の達成率は図4の とおりである。自己評価全数の達成率は 「生活空間

づくり>ケ アサービス>運 営体制>運 営理念」の順である。また、自己評価共通の達成

率も同様であり、外部評価の達成率は、「ケアサービス>生 活空間づくり>運 営体制>

運営理念」の順である。また、自己評価共通と外部評価の達成率を比較すると、生活空

間づくり、運営体制は平均値がほぼ同じであるが、運営理念に関しては自己評価共通よ

りも外部評価の方が低く、ケアサービスに関しては外部評価よりも自己評価共通の方が

低い傾向が見られた。

なお、自己評価、外部評価ともに運営理念の達成率が最も低くなつているが、この領

域は項目の数そのものが少なく、次節で検討する様に個別項目の達成率において 「運営

理念の地域啓発」の項目の達成率が低くそれらの影響がみられた。

1004

図4 4大 領域別達成率比較

③ 項目別達成率の検討

1)項 目別達成率上位項目結果

自己評価全数の中で達成率が高い上位 10項 目としては表 5の とおり、回ケアサービ

ス領域とⅣ運営体制領域の項目が挙がつている。自己評価共通の中で達成率が高い 10

項 目としては、IIlケアサービス領域とIV運営体制領域の項目以外にも工生活空間づくり

が挙がつている。外部評価項目の中で達成率が高い項目は、「調査等の訪間に対する対

応」「ホーム内の衛生管理」以外は皿ケアサービス領域に集中し日常生活行為の支援が

主である。

０

０

０

０

９

８

７

６

―

I運 営理念
工生活空間づ
くり

IEケアサービ
ス

IV運営体制 |

― 自己評価全数 74.5 86.8 85.3     1    77.4

― 自己評価共通 76.7 85.6 83.3 79.3

{卜 外部評価 73.2 84.7 85.5 783
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2)項 目別達成率の下位項目結果

自己評価全数の中で達成率が低い 10項 目としては表 6の とおり工生活空間づくり領

域は挙がつておらず、主にIV運営体制領域が挙がつている。また、項目内容の対象者で

分類すると、家族、地域、市区町村に関連する項目が主に挙がつている。具体的に見て

みると、「家族の第二者への相談機会の確保」「介護計画への入居者 ・家族の意見の反映」

「家族同士の交流促進」といつた家族との連携およびエンパワメントに関連する項目、

「地域への運営理念の啓発」「地域との連携」「地域の人達との交流の促進」「生活の拡

充を支える近隣住民等への働きかけ」といつた地域との交流や啓発に関連する項目、「市

町村との関わり」といつた市区町村との連携に関する項目である。また、「緊急時の手

当て」といつた緊急時に対する体制作りの達成率も低い傾向がみられる。

自己評価共通も同様な傾向が見られるが、さらに、IV運営体制領域においては 「職員

の継続的な研修の確保」「ス トレスの解消策の実施」といつた職員に関連する項目が拳

がつており、職員に対するサポー トの充実が図られることの必要性が示唆される結果で

あった。また、外部評価達成率が低い項目としては、自己評価全数、共通同様にH生 活

空間づくり領域は上がっておらず、IIIケアサービス領域およびIV運営体制領域が主に挙

がつている。項目内容は多様であり、家族、地域、市区町村に関連する項目の他、理念

の明示や感染症対策や緊急時の手当て等が挙がつている。

④ 自己評価と外部評価の項目別達成率の差からみたホ
ーム側と評価の課題

自己評価共通と外部評価の項目別達成率の比較をした場合に、達成率の差が大きいも

のは以下のとおりであつた。

1)自 己評価より外部評価の達成率が高い項目

自己評価より外部評価達成率が高い項目は表 7の とおりである。「職員の穏やかな態

度」「入居者一人ひとりの尊重」「入居者のペースの尊重」「入居者
一人ひとりの過去の

経験を活かしたケア」「
一人でできることへの配慮」という入居者の日々での暮らしの

中における尊重に関する項目が多く挙がつている。

2)外 部評価より自己評価の達成率が高い項目

外部評価より自己評価達成率が高い項目は表 7の とおりである。内容としては 「運営

理念の明示」「注意の必要な物品の保管 ・管理」「入居者
一人ひとりの希望にあわせた入

浴支援」など様々な項目が挙がつている。
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4)考 察

(1)ホ ームの質の確保の達成状況

自己評価、外部評価の達成率がともに平均 8割 を超えており、評価の期待水準に照ら

してみると、大半のホームがおおむね質を確保している実態が確認された。
一方、ホー

ムが有している課題に関しては、項目別達成率結果からいくつかの傾向が見られる。

傾向としては、入居者が地域で暮らしていくための地域との関わりの支援が弱いこと

が伺える。さらに、項目別達成率結果からは、「市町村との関わり」が自己評価、外部

評価とも達成率が非常に低い。これらはホームからの働きかけだけでは取り組めること

ではなく、市町村との密な連携のもと、地域の認知症ケアに貢献していく取り組みがホ

ーム側、行政側双方で求められていることが示唆されているといえる。

(2)自 己評価と外部評価の達成率の差の検討

:グループホームの課題と多面的評価の必要性

自己評価と外部評価の達成率の差が大きな項目の主な理由は、外部評価では 「第二者

として場面を見る事で判断」する視点が優先される
一方、自己評価では 「入居者の日々

変わる状態象の中で長期的な視点に立つことにより判断」する視点が優先されている点

が考えられる。

自己評価より外部評価の達成率が高い項目に挙がつている 「入居者に関連する項目」

においては、マニュアルや体制に関することではなく、「職員」の個々の資質に関わり

が強いものであることが考えられる。これらの項目は、自分のみで必ずしも達成できる

内容ではなく、対人関係に依拠し、相性や感性に影響される要素が含まれている。ここ

から、単なる職業としてのケアだけでなく、共に喜び、悲しむといつた感情を共有でき

るといつたホームに適した人材
7が必ずしも現在のホームの中で育っていないという自

己点検がなされているとも考えられる。外部評価においては 「場面を見て判断する」こ

とが基本となるが、これらの項目に対してホーム側がどのような姿勢で取り組んでいる

かについての深い問いかけと話し合いを通して共有に取 り組む中で気づきを伝えられ

る技術も今後、調査員の質の向上において必要な課題と考えられる。

一方、外部評価より自己評価の達成率が高い項目に挙がつている項目としては、「入

浴」や 「食事」「玄関周 りの配慮」といつた日常生活において、ホ
ームの都合や職員の

都合によつてその限界や水準を作り、それを入居者に当てはめていないかという、利用

者家族の代弁者としての視点が含まれていることが伺える。

また、具体的な項目として 「入居者の状態に応じた職員の確保」に関しては、評価の

根拠として記述された内容によると、介護保険制度上指定基準水準を満たしていること

で十分だと判断しているホーム側の認識や、その中で現場職員が十分な休憩や有給休暇

7中
島紀恵子編 :グループホームケア 痴 果の人々のケアが活きる場所.日本看護協会出版会 (2001)
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がとれていない、サービス残業など生活をある程度犠牲にしながら精
一杯取り組んでい

る部分で成 り立っている現実的条件の枠内で「できている」といつた認識も考えられる。

一方、外部評価では 「入居者の状態や生活の流れを支援するため」には、なじみの関係

やきめ細やかなケアを継続していく視″点を交え、組織内の異動や離職に関して「要改善」

としている場合が多い。法人独自の組織論の中には、認知症ケアを学ばせたいという法

人側の意図、組織的論理としての人事異動が見受けられるケ
ースがあるが、法人組織の

中でのホームの位置付けなど根本的な部分が論じられなければならない状況があり、ホ

ームの努力だけでは改善できない改善課題が存在する様子が伺える。また、上記のホ
ー

ム側の厳しい条件の中での努力を認めるからこそ、その努力を持続させる職員配置等の

改善を求める外部評価結果により、自己評価と外部評価では立場によつて改善点のあら

われ方が違 うことが浮きぼりになつたといえる。

これら自己評価と外部評価から見た視点の差を検討することを通して、ホ
ームにおけ

る質の確保 ・向上に向けた重層的な検討が可能となると考えられる。評価の継続的な実

施を通して、各ホームがこれらの結果を家族や地域に示しながら、確実にホ
ームで有す

る課題の再点検と改善に向けて取 り組むことができるよう事業者や行政による評価の

活用が求められる。

なお、道府県ごとの 「グループホームのサ
ービスの質の向上に向けた重点課題」が明

確化されたが、これらの課題については、以下の活用が今後、考えられる。

①研修テーマとして取り扱 う

②事業者連絡会等での改善に向けた情報交換の素材として取り扱 う

③様々な関係機関に呼びかけ相互支援の素材として取り扱 う
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2. 標準的なサービス評価結果内容の作成

1 ) ねらい

サービス評価のスタンスは、「入居されている当事者の立場に立ってみると」という

視点である。判断の基準を求める声は少なくないが、一定の水準値の設定は、高すぎれ

ば負担感が増し、低ければ低いレベルヘの誘導となる危険性をはらむ。また、個々の生

活に尺度や基準の線引きを求めることは困難であると同時に、画一化への疑念も挙げら

れる。基準の細則にもとづく判断ではなく、現場や利用者の様子を評価調査員の目や耳

で確かめていくことが重要である。これらを踏まえて東京センターでは、サービス評価

ガイ ド集 (2004年 度版)を 発行し、評価項目そのもののねらいを明らかにし、個々

の価値観に頼らず、どういうことを根拠として判断していつたらよいのか、指標を提示

してきた。

本事業では、公開済みの評価結果から標準的な達成または要改善とした 畔J断した理

由や根拠」、ならびに要改善とした場合の 「改善すべきコ点等」を検討、集約することに

より、判断の指標を示すこととした。

これにより、17年 度以降、各道府県の評価機関が評価の公開を実施する上で、利用

者の選択に資する評価結果内容の具体的な判断材料にするとともに、今後の評価機関の

均質化の基礎的なデータとして汎用していくことが期待される。

2)対 象 と集約方法

平成 14年度の外部評価実施開始から各地域で評価体制が整備されるまでの移行期間

である 16年度末までの間に 44道 府県 像申奈川県のみ平成 14年度のみ)よ り評価機関

として依頼を受けている東京センターにおいて実施された評価報告書詳細版の記述デ

ータを用いる。平成 16年 12月時点で外部評価結果が公開されている 1995グループホ

ームを対象とする。

なお、平成 17年 3月 28日現在、3,103か所の評価結果の公開を終了し、最終的に 9

月末までに 4,895か所の公開予定である。
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3)外 部評価項目の 「達成」 「要改善」 「特記事項」の記述例
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い
や
ヽ
球
Ｇ
旺
姿
字
電
ヽ
―
そ
終
悼
即
狐
麟

ｓ
ｉ
予
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四

押
ネ
Ｇ
碩
翻
和
卿
わ
蔦
翠
き
旺
Ｇ
伸
即
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
維
里
こ
避
□
望
神
部
遵
紺
念

′Ｄ

導
装
叫
里
帥
難
田
や
志
Ｒ
Ｇ
「
和
卿
Ｇ
ａ
い
と
対
「「
―
モ
」

卜
本
）
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
や
卜
唾
忘
名
な
皿
申
ミ
ＩＪ
″
い
紀
】

Ｄ
難
翻
伸
離
眼
Ｇ
↑
英
や
や
極
里
兌
い
る
対
「ヽ

１
モ
ト
ー
ミ

ふ
」
卜
本
）「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
神
振
距
翌
昧
爆

″〓
神
即
抑

に
ぷ
Ｇ
伸
即
和
卿
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
ぷ
蕊
〉
卜
や
デ
ミ
念
里
帥
芸
隠
Ｇ
や

わ
蔦
神
四
く

″●
糸

′Ｄ
に
答
翌
や
ＩＪ
対
ニ
ト
や
ば
Ｇ
「
―
モ

わ
【
伸
Ｘ
ぷ
蕊
Ｇ
世
電
照
眠
再
Ｎ
碩
即
加
珊
Ｇ
「
―
指

E I lば

煮 章
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（軽
押
耐
Ｇ

「榊
語
胤
」
饉
帥
□
＜
饉
卜

，軽
押
耐
Ｇ

「慎
側
」
と
柿
①
Ｏ
魁
引
里
対
ｌＪ
回
町
）

昼
耐
準
も
ヽ
縄
慰
単
順
干
Ｇ
榊
語
郎

日

（
や
ム
】
杓
ｐ
）
憶
朋
●



。こ
Ｄ
単
】
Ｄ
Ｓ
耐

′Ｄ
硝
答
抱
終
憾

″再

翠
や
電
装
叫

″ミ
お
£
栄
や
】
Ｄ
判
措
判
名
対
ｌＪ
や
蝶
抱
胆
匝

′尺
い
Ｇ
ぷ
捕

Ｄ
セ
Ｍ
申
帥
Ｘ
収
Ｄ
脱
巾
町
帥
郎
団
や
卜
則
里
斉
斑
Ｇ
Ｋ
コ
ー
ト
Ｇ
翌
Ｇ

や
羅
装
終
漏
Ｇ
神
鍬
翠
襴
↑
里
製
Ｇ
騨
緊
狐
卿

′饉
】
Ｄ
埜
翌
翠
歴
旺
再

。こ
製
ミ
抱
稲
選
出
性

メ
ミ
や
二
】
二
四
叫
韓
ニ

矩
Ｄ
緯
念
十

″埜
Ｇ
帥
慨
再
＄
禁

″】
二
●
里
邸
報
眠
餌
Ｇ
】
Ｄ
対
襟
楳
Ｇ

神
四
く

″紀
や
。や
ミ
ヽ
馴
終
ば
尊
Ｇ
冊
窓
濡
Ｇ
暉
帥
郎
帆
ニ
ト
や
ば

）

卜
や
０
態
即
】
●
対
里
蝉
料
や
卜
眠
再

百
亭
判
判
円
撃
田
駅
Ｇ
製
緊
加
卿

。こ
Ｄ
些
】
ヽ
経
な
名
や
０
理
麟

メ
つ

組
Ｄ
緯
念
十
判
お
路
隠
ｌＪ
′や
翌
£
ミ
ｙ
つ
】
Ｄ
掻
肛
里
↓
Ｅ
Ｇ
卜
ふ
昧
螺

コ
な
憲
里
軍
翌
申
判
日
「や
和
】
名
Ｄ
な
帥
Ｇ
に
お
把
珊
や
】
い
鳴
】
К
曝
」
製

札

‐十
一盆
製
Ｇ
釈
革
Ｇ
典
朝
軍
呂
Ｇ
く
終
ｌＪ
夕母
】
二
０
里
―
小
て
ヽ
い
ト

。と
Ｄ
聖
Ｖ
ｅ
料
里
こ
略
燃
や
代
翌
い
吾
Ｇ

皿
縛

″Ｇ
電
製
γ
っ
】
Ｄ
韓
壇
申
而
尊
や
婦
胆
Ｇ
「
―
モ
ト
ー
ミ
本

‐
ｒ
石
的

。こ
Ｄ
単
】
●
二
】
や
韓
い
麟
里
対
終
峰
釈
Ｇ
い
日
Ｇ
皿
薫
「
―
そ
字
椰

ぷ
浦

…十
一電
製
ｙ
つ
】
ｅ
項
里
翌
蝉
樫
伸
雨
軽
や
際
限
Ｇ
「
―
そ
ト
ー
ミ
ふ

ト ヽ ト 半 S

。や
二
】
Ｄ
ぷ
濡
里
芸
隠
ｉＪ
夕く
終
拘
対

く
や
拘
旦
世
翌
黙

″
い
縄
】
Ｄ
に
答
】
二
紀
里
帥
韓
硝
せ
終
楳

′再
理
Ｇ
押
山
く

。や
二
】
ミ
な
い
名
担
回
Ｇ
芸
隠
拘
″
い
縄
】
ミ
的
に

罫
〉
卜
や
さ
ミ
や
始
終
艦

夕再
蝉
Ｇ
神
四
く
里
帥
帥
翌
林

″＝
答
綿
邸
帥
郎
則

。こ
や

と
補
硝
Ｇ
語
蝉
Ｇ
柿
縦
電
禅
電
装
眠
Ｇ
Ｋ
コ
ー
キ
や
ミ
抱
も
蝶

ザ
ミ
や
二
】
ミ
拘
需
脱

奎
終
嫌
Ｇ
紺
士
郎
は
瑠
♀
二
革
拭
Ｇ
韻
付
Ｇ
神
に
く
里
榔
ぷ
浦
暉
冊
郎
団

″＝
翌
黙

。や
ミ
や
後
糸
い
対
二
〉
翌
冬
絹
】
０
対
翌
芸
隠
拘
神

四
く

↓
拘
キ
終
い
Ｘ
Ｇ
冊
ぷ
濡
四
帥
附
朋

′世
ヽ
ガ
っ
終
二
】
Ｄ
轟
―
対
鞭
電

Ｇ
帥
答
濡
暉
齢
郎
側

′】
れ
ヽ
こ
れ

メ
Ｒ
や
二
】
０
や
思
名
節
電
Ｇ
慨
緊
和
期

釈
榔
Ｇ
値
翻
租
卿

雨

。や
３
】
Ｄ
Ｎ
ミ
駄
ｙ
つ
】
Ｄ
ミ
ー
コ
ト
】
Ｄ
預
里
軍

費
Ｎ
対
日
や
二
】
ミ
抱
Ｎ
Ｄ
Ｏ
帥
Ｇ
瑠
榔

）
Ｄ
な
く
Ｇ
や
や
】
●
鳴
】
末
Ｇ
来
螺

。や
二
】
ミ
抱
や
名

代
翠
い
庫
い
る
対
い
ＩＪ
二
】
ぺ
蝉

″】
二
●
里
而
尊
♀
部
胆
Ｇ
ヽ
―
指
ト
ー
ミ
ふ

。や
る
Ｖ
Ｏ
卓
Ｎ
韓
壇
字
黙
簿
や
■
夜
里
軍
梨
里

翌
蝉
輝
『
や
い
釈
Ｇ
綻
韓
恒
字
郁
ぷ
溝

′】
二
０
翌
雨
軽
字
椰
推
Ｇ
ヽ
１
指
ト
ー
ミ
ふ

。こ
や

る
や
く
韓
い
藤
芭
里
電
理
裡

ざ
碍
や
―
小
て
ヽ
い
ヽ
Ｇ
神
四
く
担
て
革
瑠
慰
曖

。こ
終
二
】
ミ
や
峰
『
せ
対
些
せ
冬
韓
さ
庫
Ｇ
】
皿
薫
ヽ
１
モ

ト
ー
ミ
ふ

メ
ミ
や
二
】
Ｄ
抱
釈
榔
知
や
や
卜
や
自
韓
韓
頂
饉
Ｗ
Ｄ
対
壊
畑
く
英

。こ
や
二
】
Ｏ
ｔ
饉
掃
拠
韓
頂
や
釈
榔
や
軍
装
叫

′帥
神
答
濡

や
い
邸
ヽ
―
モ
メ
ミ
や
二
】
●
蝶
こ
と
糸
和
Ｓ
Ｇ
ぐ
軍
習
Ｇ
】
里
圏
□
い
ヽ
運
榔
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憶
答
Ｇ
総
器
・再
饗
Ｏ

。
や
二
】
蝶
伸
胆
匝
Ｄ
ぷ
濡
望
帥
芸

隠
Ｇ
や
わ
東
神
鞭
く

′
●
ミ

″Ｄ
時
〉
卜
や
い
ミ
貧
旦
神
翌
部

わ
【
帥
Ｘ
Ｓ
耐
Ｇ
世
電
酷
眠
再
Ｎ
終
憾
口再
翠
Ｇ
神
眠
再

黙
離
Ｇ
値
騨
和
卿
Ｏ

（紺
さ
邸
ヽ
１
キ

タ神
ぷ
濡
Ｇ
「
―
モ
）
。や

二
枠
く
韓
い
麟
里
韓
頂
・総
榔
Ｇ
硬
即
和
卿
や
卜
積
望
軍
習

′い
ヽ
や
ミ
抱
撃
珊
翌
革
習
終
需
軽
字
伸
翻
和
則
Ｇ
「
―
モ



。こ
Ｄ
些
】
０
こ
】
０
尊
伸
貯
雨
軽

′い
ヽ
里
対
日
や
卜
や
『
日
や
】
肛
や

ミ
く
い
里
ネ
母
神
山
く

′製
ヽ
デ
Ｒ
い
鞄
〓
】
ミ
拘
里
Ｇ
や
ニ
ト
や
代
Ｄ
媒
や

碍
Ｇ
瞳
灘
口
Ｄ
Ｓ
や
憶
聴
「
―
モ

″】
ミ
抱
♀
響
Ｄ
奇
糸
邸
翠
Ｇ
い
四
題
相

。と
Ｏ
Ｌ
】
０
こ
】
雫

約
毛
申
Ｘ
Ｈ
里
な
抱
翌
缶
Ｓ
●
和
碍

夕】
Ｇ
や
鳴
や
】
題
は
Ｇ
「
―
モ
芭
理
ヽ

夕名
い
知
名
や
ミ
く
〉
や
壁
震
州
や
】
ｏ
対
翌
末
Ｇ
埜
増

夕塔
隠
ｌＪ
′神
四
く

，
３
増
】
く
コ
ー
ト
碑
四
や
ミ
ギ
里
碑
皿
製
ミ
聾
冬
赳
〓
ヽ
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

。こ
Ｄ
巴
】
冬
】
い
“
Ｄ
緯
ｐ
虹
揮
翌

神
懇
Ｇ
ｕ
メ
デ
↓
神
柚
】
名
ネ
Ｈ
Ｇ
貯
や
半
Ｎ
Ｅ
田

′】
二
０
里
正
割
眠
ネ

。こ
Ｄ
些
】
持
】
●
矩
Ｄ
牌
膨
匝
―
旺
欝

夕帥
糸
二
終
二
】
ｏ
終

里
細
や
い
ヽ
Ｇ
喜
や
ミ
抱
′喜
や
■
卜
ふ

′製
ヽ
夕な
条
堰
軽
い
二
対
卜
な
伸

里
増
榔
里
ネ
判
旺
揮

′奎
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

′と
】
二
０
翌
「
―
、
ト
ーＩ
Ｈ

ト 半 心 ト ヽ

。や
二
】
ミ
抱
や
名
埋
は
や
ネ
Ｈ
夕さ
終
】
ミ
な
Ｒ
製
糸
的

や
翠
〓
望
い
曖
駆
相

）
ば
名
押
士
嘘
】
二
昭
和
や
穐
ミ
く
い
や
い
ミ
椎
Ｇ
ぶ
翌

く
や
電
名

小
―
ス
ヽ
い
こ
対
隠
や
や
ゼ
望
碑
皿
収
ミ
軽
持
想
連
】
●
判
翌
Ｒ
Ｇ
選
買

′塔
隠

ＩＪ
′樽
四
く

ガ
つ
持
笙
臣
日
隠
字
壁
驚
脳

，
い
縄
】
く
報
占
判
望
せ
日
思
登
Ｓ
慨

。製
い
増
膨
転
田
撫
卜
字
冬

Ｄ
韓
】
電
理
隠
】
的
や
ギ
博
ニ
ト
や
ヽ
Ｄ
際

夕さ
製
二
四
Ｎ
禅
＝
里
い
や
＝
題
村

。こ
翌
Ｄ
せ
寮
望
遵
付

夕】
Ｇ
や
や
ｌＪ
母
や
二
】
Ｄ
経
軽
】
Ｅ
旺

揮

ガ
０や
ミ
０
ば
糸
抱
Ｄ
Ｏ
題
相
ざ
碍
終
ミ
轟
や
二
】
●
糸
や
●
対
船
捜
稲
基

。こ
Ｄ
些
】
０
こ
】

や
朗
や
Ｘ
Ｈ

，Ｄ
Ｎ
ミ
く
い
望
証

′】
Ｇ
や
増
や
】
通
ほ
Ｇ
ヽ
―
そ
母
駆
村

ヤ
ｓ

鳴
膨
Ｋ
コ
ー
ト
碑
陛
や
や
ギ
望
碑
皿
翌
ミ
軍
代
想
避
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

。や
二

】
士
恵
里
冬
糸
ポ
収
増
や
ｇ
理
隠
枠
軽
直
韓

）
や
Ｓ
亀
貯
穏
型
と
い
硬
極
相

。や
ニ

】
Ｄ
電
日
翌
お
尊
順
田
疎
二
■
や
ヽ
Ｄ
藤

″対
や
〉
肥
Ｎ
ト
ハ
て
い
製
尺
理
や
翠
＝

′亀
や
碍
や
旧
二
〉
翌
二
‐――ＩＥ
と
対
こ
理
障

′Ｓ
ミ
や
二
Ｗ
Ｄ
革
巡
対
配
ヽ
Ｇ
ぷ
曝

。や
二
】
ミ
拘
や
名
理
庫
字
ネ
Ｈ
終
電
理
隠

二
■
や
冬
黙
言
】
ｏ
判
里
さ
い
叶
終

′担
里
Ｅ
則
Ｇ
Ｅ
四

′ぬ
ヽ
ユ
′側
無

夕に
“

。や
碍
】
軽
英
〉
や
ぷ
】
寝
鎮
歴
】
Ｄ
対
さ
製
ｏ
ｅ
や
】
対
母
Ｅ
削
挺
対

て
く
こ
Ｗ
ミ
札
終
名
巴
閣
翌
い
ヽ
こ
冬
名
軽

程
刺

′】
Ｄ
望
Ｓ
Ｋ
や
翌
提
韓
Ｇ
対
掛
躍
捜
＝
Ｇ
相
瑠
Ｇ
神
豊
距
Ｇ
さ
判
わ
く

―

。赳
ミ
０
せ
ｕ
長
里
終
い
）
い
督
町
ト
ヨ
Ｄ
配
的
ぼ
田
熊
障
賦
ば
世
各
拠
い
喪

。こ
や
二
】
ミ
抱
旺
再
〉
＝
い
″缶
ミ

０
０
撻
名
順
田
鴎
製
二
や
０
〉
や
寝
理
隠

丁
Ｒ
や
二
】
ミ
抱
植
眠
〓
】
Ｄ
却
Ｅ
則

。投
尺
思
伸
瞳
震
糾
ｐ
〓
い
る
却
嘘
国
聴
や
電
Щ
隠

′
お
紀
】

Ｄ
旺
拠
や
「
―
末
ト
ーー
引
担
毛
甲
Ｅ
Ｇ
虹
揮

′末
―

。収
Ｒ
掩
糸
い
亀
ミ
恐
や
ニ

】
Ｄ
対
い
や
ヨ
Ｄ
や
ミ
申
ば
田
駄
や
電
製
隠

夕】
告
Ｇ
Ｅ
朝
ミ
ミ
な
醸
い
二
判
駅
語

○ ① ③ < □ 0 ○ ① ③ < □

更

Ｈ

ｇ

Ｈ

や

宮

堅

点

ど

　

　

一
さ

〉
い

延

剖

拠

朝

日

撻
日
Ｇ
帥
さ
や
推
駆
ヽ
や
ミ
く
里
離
嘘
Ｏ

（貯
や

と
ミ
や
ギ
隠
ニ
ト
や
代
Ｄ
藤

′や
眠
翠
Ｎ
翠
冊
翌
ｓ
傘
拒
駆
相
）

。や
二
】
Ｄ
や
撻
日
Ｇ
い
〉
や
転
田
駄
や
寝
理
隠

‐
ｒ
一田
四
Ｇ
ぶ

赳
字
い
や
ヽ
理
相

夕い
ヽ
ニ
ト
字
雫
絹
や
は
ど
Ｇ
埜
買

）
卜
や

い
く
名
芸
ほ
字
神
山
く

タト
や
抱
０
捜
神
捜
日
憶
や
饉
震
潤

い
〉
や
Ｅ
削
旺
ネ
終
電
幽
隠
Ｏ

。や
鳴
】
寝
理
隠
や
塩
螺
字
崎
さ
′馨
稲
や
超
隅
″い

紀
】
Ｄ
雫
や
嘘
田
疎
や
ｇ
理
隠
や
ミ
祢
ニ
ア
ミ
（貯
▲
ヽ
一
′珊

禦

″割
祖

，ほ
や
″Ｅ
四

″降
慢
ャ駆
相
）
Ｅ
削
提
対
Ｇ
眠
ネ
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。と
Ｄ
巴
】
●
二
】
Ｄ
ネ
Ｈ
Ｎ
肥
謡
Ｇ
対
や
ふ
ハ
て
や
ミ
幽
】
ミ
終
母
な
糸

抑
♀
延
削
翌
Ｄ
対
０
、
や
や
ミ
や
里
く
―

夕や
子
Ｇ
延
割
や
０
饉
糸
日
ば
Ｇ

く
や
里
Ｓ
収
や
と
瑠
や
く
▲
ュ
К
♀
ぷ
螺

″い
増
】
□
球
や
】
ｏ
限
却
軽
緊
冬

。こ
Ｄ
距
】
０
こ
】
雫
側
申
代
理
さ
庫
や
ト
ー
て
Ｒ
申

士
怒
Ｇ
ユ
ー
く
な
名
や
二
“
Ｄ
ヨ
Ｎ
卜
、
い
ヽ
卜
】
紅
揮
帥
ネ
Ｈ
Ｇ
慨
磁

夕さ

ミ
ミ
く
さ
難
申
旺
隠
Ｇ
Ｋ
Ｉ
て
く
そ

夕】
Ｄ
軽
側
や
和
鼠
字
饉
羊
Ｇ
神
は
く

。こ
Ｄ
単
】
冬
Ｖ
Ｄ
Ｘ
Ｈ
里
な
抱
″町
や
さ

〉
や
―
ホ
ー
同
〉
撫
や
撫
字
肥
日
Ｇ
い
空

メ
ミ
や
鳴
母
】
Ｋ
ｌ
て
く
収
ミ
０
醸

。こ
Ｄ
些
】
代
】
Ｄ
Ｘ
Ｈ
里
ｓ
〉
や
Ｅ
割
や
士

拠
や
機
Ｇ
く
終
拘

夕的
や
や
塩
】
帥
Ｈ
叶
字
暗
ミ
Ｓ
ヽ
お

】ヽや
】
「
―
モ

‐
す
一

や
対
対
や
卜
申
と
名
和
Ｓ
対
や
い
な
や
】
ｔ
瑠
や
投
や
噂
Ｇ
持
０
や
ぐ
増
隠

。こ
Ｏ
Ｌ
】
持
】
Ｄ
や
ネ
Ｈ
里
ｓ
〉
や
軍
朝
二
Ｄ

な
く
Ｇ
や
や
】
喜
「
―
モ

′対
終
や
持
】
く
報
里
や
対
対
神
四
く
や
唯
ミ
ふ
ヽ

お
い
，
３
収
０
撮
申
に
単
把
●
尊
名
く
終
拘
収
拒
′対
や
卜
難
や
ヽ
喧
Ｇ
ヨ
ニ

噂
二
名
毛
い
望
鯉
―
里
碑
皿
ｌＪ
Ｇ
握
本

′翌
卜
撃
申
ミ
導
・難
翻
ぐ
芸
隠
拘

ト ヽ 心 ト ヽ

。や
二
】
ミ
的

ｌＪ
瑠
〉
ヽ
製
台
四
里
二
噂
二
確

′Ｄ
軽
選
申
に
球
四
Ｇ
冬
皿
終
く
Ｇ
ミ
や
ミ
や

。や
二
】
０
尊
Ｎ
に
い
四
や
コ
ＩＪ
瑠
】
Ｄ
雑
冬
ｓ
製
い
や
翌
く
―

穐
神
Щ
く

′
ｓ
増
】
Ｄ
肥
謡
終
К
Ｉ
て
Ｋ
則
奎
里
駅
や
ミ
〔
―
卜
い
空
Ｇ
Ｅ
に

。や
′０
】
ミ
拘
軽
選
名
に
球
配
や
コ
拘
瑠
〉
ヽ

増
を
理

′】
に
暉
Ｇ
二
曖
二
配
地
や
卜
拘
瑠
】
く
嘉

′
３
製
●
や
里
く
―
】
コ
ミ

慮
Ｌ
せ
壁
Ｇ
や
穐
博
距
く

，町
持
区
Ｈ
ニ
ト
字
Ｄ
均
瑠
Ｇ
Ｅ
四
字
肥
薗
Ｇ
い
軍

。や
ミ
な
Ｓ
栄
名
ネ
Ｈ
や
や
な
抱
里
軽
赳
Ｇ
に
蝶
凶
や
ゃ

ｌＪ
瑠
】
ミ
縦
Ｄ
奇
ミ
や
ミ
や

夕
い
投
二
や
●
〉
】
く
嘉

′
さ
製
ｏ
や
翌
く
―
里
翌
Ｇ

側
Щ
Ｇ
念
皿
′】
Ｇ
や
Ｋ
Ｉ
て
く
Ｇ
Ｏ
ｒ
′投
慨
。翌
二
】
ミ
抱
佃
は
亀
帥
―
ト

ー
田
則

′―
ト
ト
ハ
字
い
空
】
く
―
て
ヽ
二
や
Ｓ
対
い
世
ｏ
ｅ
や
】
却
担
ふ
ハ
■
３

。や
ミ
ヽ
酬
終
軽
選
Ｇ
ほ
暉
四
や
コ
拘
瑠
〉
ヽ
習
台
山

″】
ほ

球
Ｇ
二
亜
二
亜
『
や
ト
ーＪ
瑠
】
Ｄ
経
念

夕
さ
製
●
や
里
く
―

。や
二
】
●
椎
Ｄ
】
ミ

な
菫
翌
高
名

ｒ
せ
ほ
球
四
Ｇ
神
四
く

）
や
い
拒
鳴
亀
Ｋ
Ｉ
て
く
】
ほ
Ｇ
ユ
ー
く

。二
終

二
】
抽
枠
軽
禅
〓
ほ
暉
理
や
コ
拘
瑠
】
く
憲
望
ヽ
世

″
い
世
ｏ
終
里
く
―
対
●
整

夕終
や
二
】
Ｄ
拘
照
里
二
確
二
硬
ミ
や
ミ
や

′ｓ
紀
】
０
や
翌
蝶
Ｇ
黙
□
終
Ｅ
硬

。ポ
ミ
や
掩
ミ
い
る
い
控
や
二
膨
ｔ
Ｄ
球
申
捜
＝
】
Ｄ
魯
轍

，
い
紀
】
●
や
翌
側

Щ
や
い
ヽ
や
巾
】
贈
製
伸
Ｄ
な
峠
Ｇ
】
ヽ
付

″ミ
ミ
肥
亀
知
や
囃
隠
収
ミ
蝉
二
巴

。収
●
碍
】
悼
準
Ｇ
隈
終
神
は
く

。収
ミ
な
ば
掩
翌
寧
笙
里
珊
四

。翌
ミ
０
代
穐
理
由
】
Ｄ
判
く
―
て
く
や
や
「
瑠
】
二
拠
押
撫

名
哺
皿
ｌＪ
′尺
終
ミ
い
終
翌
寧
ミ
や
ミ
や
対
や
振
郷
字
に
せ
赳
や
姓
Ｇ
持
選
言

。こ
や
奇
終
崎

巴
揺
Ｇ
ミ
寧
や
コ
抱
０
瞳
や
二
駅
Ｇ
捜
朝
や
い
ヽ
や
和
】
暉
隠
糸
拘
Ｄ
な
く
Ｇ
や

ず
０
や
′つ
】

β
や
堂
判
Ｅ
割
側
四
や
占
服
や
機
】
Ｄ
々
猟
名
ｓ
対
わ
く
―

↓
や
終
貯
鴫
冬
報

や
投
Ｇ
増
眠
口
や
旺
隠
母
翌
酬
四

）
蕊
る
よ
Ｇ
神
山
く
Ｇ
な
る
謡
理
や
ぶ
眠

○ ① ◎ < 田 0 ○ ① ⑥ < ロ

球
挫
Ｇ
ほ
球
四
や
と
紀
里
正
削
旺
ネ
Ｏ

。や
ニ

】
Ｄ
軽
選
抱
に
球
四
や
い
ヽ
や
コ
ーＪ
瑠
里
田
皿
膨
「
Ｅ
神
四
く

収
０
増
Ｇ
は
３
ミ
ｏ
や
里
く
―
糸
神
山
く

百
一〓
Ｇ
Ｅ
剖
旺
ネ

お
〉
や
ぷ
踏
Ｇ
側
山
投
コ
ミ
鳴
翌
ｓ
対
わ
く
―
神
爬
く
Ｏ

。や
二
】
０
や
対
に
球
や
や
ｌＪ
瑠
Ｗ
Ｄ
客
様
タミ
＝
烈
や
笠

穐
貯
嘔
娠
鞘
夕に
旺
授
対
字
叫
隠
翠
ミ
軍
二
尊

′道
上
側
理
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。や
ミ
容
Ｓ
栄
名
唯
響
白醤
語
や
Ｒ
導

′
３
製
二
翻
】
●
尊
Ｎ
ミ
Ｇ
嶋
皿

ｌＪ
字
対
ＩＪ
や
碍
名
響
謡
Ｇ
瑠
榔
〉
て
や
や
里
く
Ｇ
味
楳
や
製
各
ミ
担
尽

》

や
奎
】
Ｇ
い
村
Ｄ
】
Ｄ
対
組
様
と
ミ
増
後
い
い
い
や
―

】ヽト
ト

】ヽて

夕Ｄ
役
翌

。や
ミ
ヽ
馴
後
Ｘ
Ｈ

夕『
や
胆
耐
Ｇ
い
卜
い

′い

ヽ
や
ミ
把
申
捜
対
ミ
Ｄ
料
皿
士
投
や
和
Ｗ
Ｏ
糸
畑
様

″】
や
や
碍
里
卜
単
Ｇ

避
総
装
嶋
Ｇ
押
山
く

夕Ｄ
軽
モ
里
韓
吐
岨
陛
申
東
年
Ｇ
い
対
わ
く
―

″遵
付

。と
Ｄ
些
】
冬
】
●
峰
】
旺
朝
旺

欝
伸
冬
韓
ｓ
爵
や
ト
ー
て
Ｒ
や
士
報
Ｇ
生
―
く

″帥
Ｘ
Ｈ
Ｇ
肥
盛

″
い
ミ
ミ

く
い
斉
Ｎ
囃
隠
世
Ｄ
慨
様
】
Ｄ
軽
側
申
和
爺
Ｇ
相
憾
く

″】
０
対
岬
暉
ｕ
や
ミ

Ｈ
や
燿
劇

‐
十
不
ヽ
や
ミ
な
と
握
代
赳
や
】
Ｄ
件
単
名
謎
翠
苺
嶋
絶
押
山
く

。や
ミ
椎
馴
各
Ｘ
Ｈ
Ｇ
£
製
）
退
伸
直
喋
Ｇ
】
対
ｌＪ
３
や
な

糸
念
♀
二
側
Ｅ
Ｇ
ほ
蝶

′な
後
や
Ｄ
離
醸
や
鎖
キ
Ｇ
神
四
く

夕『
や
や
卜
里

に
碍
二
■
字
３
毛
ｄ
や
▲
ヽ
二
″
Ｓ
製
Ｄ
〉
和
Ｋ
や
い
】
士
卜
申
肥
翌
Ｇ
ギ
照

。や
ミ
ヽ
珊
名
対
ｌＪ
ｙ
っ
】
Ｄ
墳
預
翌
釈
墳
翠
盤

″な
穐
や
Ｄ
郎
購
や
撻
革
Ｇ
神
理
く
望
証

′。デ
Ｄや
母
】
Ｇ
や
名
や
い
や
翌

距
々
榔
や
蝉
皿
担
ミ
と
卜
や
い
会
よ
名
ほ
蝶
】
嶋
皿
ｌＪ
や
Ｖ
Ｏ
対
里
く
終
ｌＪ

ト 半 S ト 半

。製
ミ
０
ば
掩

理
感
い
鮮
や
卜
】
Ｇ
翌
翠
苺
嶋

″対
や
胆
謡
Ｇ
Ｉ
ふ
―
て
▲
Ｈ
′凹
網
Ｇ
さ
■
昨

。や
二
】
ミ
抱
肥
隠
名
貯
い
卜
い
ｙ
ミ

露
Ｓ
抽
担
望
に
郎
収
尺
神
申
菓
革
Ｇ
神
爬
く

″ほ
隠
帥
題
村

″奪
皿
喧

′ぬ
ヽ
二

。こ
Ｄ
些
】
●
二
】
や
れ
毛
Ｎ
ネ
Ｈ

夕Ｄ
離
蛭
里
韓
駐

Ｎ
東
率
Ｇ
押
四
く

。や
ミ
な
ｅ
ネ
終
電
讐
・響
部
や
尺
尊

夕さ
収
二
翻
】
●
撃
や

べ
Ｇ
嶋
皿
「
や
判
り
や
碍
穐
響
耐
Ｇ
口
榔
〉
て
や
や
里
く
Ｇ
味
螺
や
判
終
ミ
捜

さ
）
や
饉
】
Ｇ
い
拒
Ｄ
】
Ｄ
対
細
林
筆
ミ
鳴
る
い
卜
い
や
―

一ヽヽ
卜

いヽて
里
対

″や

巡
付

。や
二
】
ミ
約
や
穐
理
薗

″ネ
Ｈ

夕】
コ
や
増
里
鎖
キ
Ｇ
神
山
く
Ｇ
羊
隠

。こ
Ｄ
些
】
●
二
】
雫
拘
糸
伸
ネ
Ｈ

′Ｄ

郎
醸
里
露
は
伸
案
革
Ｇ
神
は
く

。や
ミ
拒
馴
名
ネ
Ｈ

′帥
肥
謡
Ｇ
い
い
い
里
知

や
刑
無
わ
【
さ
や
札
酬
は
や
望
Ｓ
製
Ｇ
押
四
く
や
ミ
容
代
糸
卜
単
Ｇ
避
翠
壊
嶋

。こ
や
名
３
■
い
翌
卜
撻

メ
ミ

や
ミ
お
代
後
卜
導
Ｇ
選
韓
装
お
里
神
四
く

′『
や
怪
ハ
ト
ハ
十
１
て
や
い
も
語 ●製

二
】
ミ
拘
後
退
い
Ｇ
二
州
Ｅ
凹
帝

タミ
●
振
掩
ざ
半
扇
Ｇ
代
蛍
ミ
や
ミ
や
里

川
四
Ｇ
ミ
や
ミ
や
世
障
。や
３
Ｖ
ミ
的
に
Ｌ
ｋ
各
孟
田
Ｇ
ぐ
地
持
剤
四

夕ぶ
半
二

。や
碍
】
Ｄ
に
ぷ
缶
抱
弾
伸
ば
田
隠
終
電
Щ
隠

。や

二
】
Ｄ
四
田
帥
や
占
●
Ｎ
８
皿
や
や
“
里
韓
軽
Ｇ
神
山
く

′対
や
側
理
や
▲
ヽ
二

。や
二
】
ミ
拘
饗
日
里
い
ヽ
二
や
な
日
慨
名
尺
刺
題

メ
０
鮮
申
緯
珊

は
巡
Ｇ
さ
怖
貯
終

さ

紀
ミ
名
＝
〉
ペ
デ
ミ
牟
名
ほ
甲
ミ
や
ミ
や
翌
卜
生
Ｇ
珊
四

ガ
０
口
ふ
名
や
】
和
■
距
些
里
神
理
く

′い
鳴
里
「
紳
Ｉ
Ｇ
卜
生
名
や
碍
】
ュ
ー
ぬ
卜
Ｇ
翠
ニ
ニ
傘
ミ
】
増
引

″奎
ギ
照

Ｇ
田
岳
球

メ
Ｒ
や
ミ
お
ヽ
名
ネ
Ｈ

メ
つ
州
終
ハ
ヽ
小
卜
や
準
軽
せ
】
二
〇
翌
卜
生

。や
増
ｐ
や
ヽ
や
ミ
０
紀
や
Ｒ
や
ミ
約
申
Ｒ
鯛
Ｅ
湊

噂
的
や
剛
阻

′母
望
世

。や
二
】
●
せ
鳴
里
野
鵬
Ｄ
蝉
興
申
翻
卓
Ｇ
神
四
く
名
旺

欝

ガ
っ
や
と
】
と
語
と
帥
置
皿
里
控
や
Ｇ
卜
母
的
ば
田
隠
や
軍
理
隠
】
ｏ
ぺ
糸

○ ① ③ < □ ○ ① ③ < □

い
〉
や
軍
割
捜
樹
製
や
や
鳴
望
鎖
羊
Ｇ
嶋
を

，Ｎ

要
自
や
鮮
や
卜
単
Ｇ
選
翠
苺
は
Ｏ

（齢
撮
硝
Ｇ
抱
距
Ｇ

貯
Ｄ
■
ぷ

′ネ
Ｈ
Ｇ
い
塗
二
尊
Ｇ
帥
“
Ｄ
娯
口幽
日
・拠
役

″胆

摘
Ｇ
帥
お
い
い
Ｇ
て
ほ
郎
や
Ｓ
「
い
て
い
）
。や
鳴
後
Ｘ
Ｈ

や
醤
語
Ｇ
奪
翌
や
卜
里
い
ヽ
や
ミ
把
Ｎ
捜
判
収
Ｄ
村
皿
と
投
や

和
】
０
糸
畑
相

′】
コ
や
増
里
卜
単
Ｇ
翌
懇
苺
嶋
Ｇ
神
Щ
く

ぷ
「
退
Ｇ
帥
二
州
Ｅ
ほ
球
Ｏ

（帥
岳
皿
Ｇ
Ш
嶺
や
▲
ヽ
と

。や
二
】
Ｄ
８
ｌＪ
伸
Ｘ

Ｈ
Ｇ
Ｓ
せ
）
と
Ｎ
直
喋
Ｇ
】
対
ｔＪ
二
や
な
条
ｄ
や
二
製
Ｅ
Ｇ
崖

球

‐十
一祢
抱
牟
ＩＪ
申
嘘
田
隠
や
電
理
隠

ぎ
紀
】
Ｄ
理
製
申
会
や

毛
念
名
ほ
暉
Ｇ
電
「
―
指
名
い
対
わ
く
―
神
Щ
く

″連
旺
姿

い
〕

０
”
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や
い
ヽ
や
や
０
伸
】
３
檀
や
鞭
字
々
駅
各
神
は
く

。こ
Ｄ
単
】
Ｄ
申
ネ
Ｈ

″鞄
や
榔

″抱
や
答
Ｇ
正
削

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
名
壇
自
や
冬
♀
軍
ｅ
柚
収
め
墳
里
捜

年
Ｇ
和
対
Ｇ
ゃ
Ｇ
章
里
神
山
く

夕ゃ
Ｇ
ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｄ
卜
〕
や
ミ
謎
墳
鯛

）
際
絶

ミ
卓
贈
電
翻
を
や
卜
預
里
饉
革
降
や
Ｋ
▲
二
Ｋ
Ｇ
嶋
台
担
く
Ｇ
熙
曝
翠
格

。や
ミ
お
盆
無
掩
理
薗
や
糸
♀
露

″知

や
や
卜
順
革
里
Ｓ
ヽ
ｌＪ

‐
す
下
ヽ
と
や
０
や
日
各
と
縄
里

″字
代
鞄
キ
Ｇ
嘘
則

メ

Ｏ
Ｄ

些
】
０
峰
里
Ｓ
ヽ
日
″０
四
薗
や
は
盛
Ｇ
酬
山
球

↓
や
せ
枠
と
投
旺
村
眠
ネ

ト ヽ ト ヽ

。や
る
】
ミ

拘
終
理
由
や
士
拠
や
撫
名
神
四
く

′ミ
約
撮
網
や
求
難

夕】
〓
Ｇ
岬
報
終
毛
維

。や
二
】
ミ
れ
終
理
由
い
ヽ
や
や
“
瑠
】
二
檀
や
機
掩
神
四
く

タミ
抱

ネ
Ｈ
や
番
撃
字
求
難
熊
皿
。や
二
】
ミ
約
や
掩
理
由
〉
Ｄ
抱
字
と
ハ
ー
ユ
Ｇ
綿
郊

。や
二
】
ミ
拘
や
終
理
由
的
や
や
韓
Ｎ
回Ｈ
榔
Ｇ

コ
ぬ
卜
〓
運
世
帥
祖
製
ヽ
夕さ
縄
】
Ｄ
胆
榔
里
抱
智
や
れ
０
そ
拒
′こ
答
撃
電
珊

。や
や
翌
転
Ｄ
奇

′ミ
ＩＪ
置
掩
仰
Ｇ

懇
球
辞

夕翠
興
択
な
条
く
―
て
く
禅
ネ

。や
鳴
や
忘
蝉
二
智
】
ゃ
ヽ
望
Ｋ
Ｉ
て
Ｋ

。や
ミ
な
ｅ
無
糸

墳
預
や
名
字
霊
盆
和
夕Ｗ
Ｇ
や
増
名
悪
撃
Ｇ
昧
曝
い
二
対
ニ
ト
字
Ｄ
燃
船
抱
摂
求

Ｇ
翻
峰
】
Ｄ
卜
尊
亀
べ
■
球

″
い
や
翌
＄
和
面
Ｇ
甫
喋
や
榔
持
穐
基
悪
Ｇ
対
終

仰
字
求
と
や
転
Ｅ

。収
ｏ
名
や
ミ
名
毛
い
と
曜
ロ

タＸ
Ｈ
せ
ゃ
や
矩
望
翌
衰
理

。
や
二
】
●
や
い
Ｎ
境
耐
巴
唄
や
ヽ
里
抑
は
選
空

″
い
型
ミ
く

さ
麟
伸
帳
ま

夕Ｄ
昧
麟
望
糸
や
韓
申
鎖
革
Ｇ
神
理
く
〓
唄
珊

夕製
ヽ
。せ
●
鳴
】

暉
時
や
稚
照
）
持
ｐ
正
球
字
せ
町
ヽ
夕
い
瑠
〉
ヽ
終
直

タ
テ
紀
】
Ｏ
Ｌ
回
回
Ｎ
は
盛

。や
二
】
●
や
里
Ｓ
拒
ｔＪ
や
測
隠
唄

珊

″′っい
や
ば
緊
田
掴
望
い
ヽ
二
終
名
終
的
、
や
二
賦
里
や
対
冊
四

′Ｅ
削
眠
ネ

。棋
●
碍
】
念
＋
降
糸
幅
駅

。収
０
終
翌
旺
■
撫
終
二
邸
Ｇ
岨
岳
や
碍
Ｇ
▲
ヽ
ニ
ミ
ヘ

ｓ
ｉ
羊

メ
ミ
製
●
碍
】
噴
掴
奎
唄
酬
】
二
】
●
峰
申
闇
吊
Ｇ
貯
は
番
ｙ
ミ
霊
瑠
柚

○ ① ③ < 口 ○ ① < 田

理
目
や
卜
張
里
抱
懇
Ｇ
択
手
的
和
Ｋ
Ｇ
榔
Ｏ

（貯
０
系
□
′抱
Ｄ
“
＝
夕理
想
Ｇ
答
懸

タハ
ー
ニ
Ｇ
艦
神
Ｇ
虹
揮

″仙
ぶ
い
ヽ
や
二
】
Ｄ
理
由
里
拘
諄
Ｇ

求
字
抱
和
Ｋ
Ｇ
加

‐
す
下
ヽ
や
コ
お
韓
】
二
拠
押
機
名
神
四
く

捜
臓
Ｇ
届
朝
。ば
緊
Ｏ

。や
る
】
Ｏ
Ｌ
里
Ｓ
掴
翌
一
ヽ
こ
や
終
杓
瑠
Ｓ
選
手
杓

瑠
Ｄ
字
空

′饉
撮
羅
超
唄
Ｇ
は
選
空

夕製
＝
。や
二
】
●
卓
ロ

狙
伸
嘘
軽

ｔＦ
不
ヽ
二
や
終
代
地
ヽ
Ｇ
嘘
団
や
二
邸
や
や
里
順

寸
】

ゆ
一

田
一
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。や
ミ
拒
馴
穐
Ｘ
Ｈ
貯
や
卜
里

ｓ
〉
Ｓ
口
や
―
ヽ
ハ
▲
べ
″
い
翌
Ｒ
思
里
市
世
Ｇ
瑠
い
Ｘ
や
和
Ｋ
】
Ｄ
墳
里
郎

ミ

′ミ
拘
軽
妊
性
糸
や
二
Ｖ
ｏ
糸
や
●
里
対
日
い
揮
伸
緯
珊
ば
よ
Ｇ
神
山
く

。や
ミ
な
Ｓ
無
名
ネ
Ｈ
い
な
や
】
●
二
】
Ｄ
緯
耐
伸
撮
附
や
世
】

〓
Ｇ
饉
Ｈ
知
や
忍
媒
字
緯
神

′′っ
佃
Ｄ
隅
や
電
皿
Ｇ
回
町
終

夕電
性
】
虹
欝

。二
Ｄ
距
】
●
二
Ｖ
や
朗
や
対
日
ｙ
，
】
Ｄ

怒
蝶
伸
哨
ぶ
や
い
ヽ
や
】
投
亀
普
駅
饉
ミ
■
′製
卓
軍
二
彗
名
く
終
ｌｊ
′】

Ｄ
対
や
や
卜
Ｎ
い
麟
和
ほ
翌
芸
隠
拘

′さ
収
ｏ
難
伸
き
駅
Ｇ
く
終
ｌＪ
神
四
く

。や
ミ
村
刑
糸
対
，Ｊ
ｙ
Ｏ
】
Ｄ
革
蝶
Ｎ
靖
さ
や
い

ヽ
や
】
性
粕
普
駅
棋
ヽ
′収
ミ
革
二
思
糸
神
山
く

′】
Ｄ
『
や
や
卜
３
庫
柚
騒

望
芸
臨
拘
型
＝
′さ
せ
ｏ
監
や
普
駅
Ｇ
く
終
ｌＪ
神
四
く
】
〓
Ｇ
捜
対
Ｇ
ヽ
ロ

ト や ト ヽ

。製
二
】
ミ
な
と
′Ｒ
望
や
ｉＪ
対
ニ

ト
や
ば

デ
Ｒ
Ｇ
や
二
和
Ｋ
Ｇ
い
Ｘ
や
煙
翌
＝

′′っ
卜
字
ば
〉
和
Ｋ
名
い
Ｘ
奎
龍
世

。収
二
】
ミ
抱
終
糸
ネ
Ｈ

い
鮮
伸
絡
珊
ば
よ
Ｇ
い
い
貯
紀
，Ｄ
理
梓
や
里
駅
捜
Ｇ
酷
国
知
や
や
卜
Ｘ
Ｈ
や
塩

郎
や
Ｓ
Ｇ
陣
最
掛
棋
卜
↓
卜
字
ば
】
二
】
ミ
条
肥
里
約
に
Ｇ
回
笙
鞄
字
お
整

ｃ製
ミ
コ
代
糸

理
由
字
ネ
Ｈ
Ｇ
的
や
塩
鞘

″前
世
ニ
ト
字
ば
Ｇ
ｅ
製
や
占
Ｓ
や
緯
珊
ば
製
コ
や

碍
里
い
対
●
く
―

夕障
さ
や
恵
３
緯
Ｇ
酷
国

′幽

′Ｅ
世

′】
〓
Ｇ
Ｄ
な
陣
Ｇ
日
Ｈ回

。こ
Ｄ
Ｌ
】
持
】
Ｄ
鑑
妊
巴
性

や
拘
卜
や
デ
Ｒ
念
や
韓
軽
Ｇ
】
ｏ
対
里
ｓ
伸
叶
終

。投
０
名
や
二
】
ミ
れ
胆
謡
翌

や
日
判
〉
●
里
回
と
読
世

″製
袖
。投
Ｄ
曽
『
二
〉
里
ば
〉
抱
キ
穐
い
窓

夕い
Ｘ
Ｇ
幽

。二
Ｄ
避
Ｖ
Ｄ
神

性
】
妊
騨
い
と
対
条
一
対
】
●
対
望
さ
い
叶
紀
〉
終
〓
】
専
も
叫

′】
二
●
望
鷲
選
Ｇ
卓
ロ

Ｇ
Ｖ
Ｄ
ヨ
や
ほ
Ｇ
田
い

メ
Ｒ
二
■
字
ヽ
報
言
糸
（Ｋ
）捜
ぶ
〉
Ｓ
田
Ｇ
お
半
い
い
ヽ
口
。や

卓
Ｏ
Ｓ
転
名
担
薗
字
Ｘ
Ｈ
Ｇ
対
や
塩
部

夕た
世
ニ
ト
や
ば
Ｇ
£
翌
や
士
Ｓ
Ｎ
盛
珊
ば

世
や
や
碍
ュ
い
対
わ
く
―
夕貯
さ
や
思
ぶ
緯
Ｇ
榊
国
′四

夕延
世

タレ
■
Ｇ
Ｄ
な
幣
Ｇ
照
榔

。収
二
】
ミ
拘
隈
眠
糸
に
ぶ
ニ
ト
●
二
撃
Ｇ
ヽ
黙

霞
夕Ｄ
理
騨
伸
置
理
や
四
捜
対
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―

‐す
一Ｓ
収
や
卜
黙
題
や
遷
模
Ｓ
順

‘
や
二
Ｗ
Ｏ
コ

や
】
Ｄ
眠
捜
Ｄ
撃
伸
遷
擬
Ｓ
拠
〉
や
と
お
拘
夕
さ
終
】
Ｄ
捜
眠
や
叫
担
い
ヽ
や
ミ
０
や

】
い
尊
や
】
０
３

′】
０
四
路
Ｎ
判
ＩＪ
持
的
ま

″判
日
神
凝
難
Ｇ
ミ
や
ミ
や
く
Ｇ
や

。や
二
Ｖ
ミ
抱
捜
眠
貯
叫
眠
榔
国

′叫
眠
饉
蝶

′輯
眠
ほ
巾
翌
ミ
軍
ム
尊

。こ
Ｄ
些
】
代
】
Ｄ
神
性
や
叫
糾

′に
さ
や
ミ
拭

伸
Ｓ
捜
Ｇ
〓
Ｇ
Ｄ
な
峠

。や
碍
】
や
糸
製
降
名
増
臓
や
こ
頭
翠

丁
ミ
や
二
】
和
】

ヽ
さ
〉
や
奪
Ｇ
旺
ネ

ガ
つ
終
二
】
ミ
的
軽
興
へ
＋
糸
に
ぶ
翌
Ｄ
掴
里
く
寧
神
に
く

。こ
や
ミ
な
と
駅
ば
穐

ＥＥ
Ｓ
や
卜
黙
運
Ｎ

革
模
爾
捜
翌
翌

丁
ミ
や
鳴
膨
対
ｌＪ
Ｇ
判
や
二
】
く
０
黙
申
裡
事
い
鳴
糸
田
林
理
隠

○ ① ◎ < □ ○ ① ③ < □

壇
日
Ｇ
ぐ
絡
剤
ば
Ｇ
世
Ｏ

。や
二
Ｖ
Ｄ
胆
硝
望

や
日
判
〉
●
里
回
″や
四
や
読
世
ニ
ト
●
代
選
轟

↓
卜
や
ば

模
眠
Ｇ
に
さ
や
卜
は
霞
申
ぷ
捜
翻
距
Ｏ

（貯
哨
Ｇ
普
襲

″崎
眠
榔
国

夕旺
把
Ｈ
Ｋ

夕叫
押
製
穏

メ
０
な
世

″和
い
些
）
。や
二
】
Ｄ
革
蝶
】
０
墳
里
案
革
字
鐘
弾
Ｇ
く
終

′Ｄ

懐
眠
や
崎
さ
Ｇ
冬
黙
轟
や
卜
釈
運
伸
悪
捜
爾
捜
Ｇ
神
山
く

∞
一

や
一
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。や
ミ
部
馴
掩
撻
単
Ｇ
回
能
網
焦
翌
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｋ
Ｎ
べ
Ｎ
Ｓ
農
対
日

や
二
】
和
】

″Ｄ
ニ
ハ
ヽ
く
早
卜
や
ヽ
想
Ｇ
く
終
判
ＩＪ
や
和
膨
や
酬
様
Ｇ
く
終

。こ
Ｄ
些
】
０
こ
】
Ｄ
怪
半
Ｎ
生
や
Ｒ
Ｇ
ト

ふ
二
や
Ｇ
卓
卜
や
軍
装
駅
Ｇ
い
対
ゎ
く
―
い
ヽ
メ
つ
碍
Ｄ
綿
軍
念
＋
や
対
芸
隠

ｌＪ
名
や
卜
翻
搬
や
翌
卜
石
〓
皿
邸

′】
と
や
里
Ｄ
Ｏ
韓
や
増
ミ
捜

′Ｄ
ョ
柚
面

や
二
終
和
期
字
狸
碑

夕や
●
Ｇ
Ｄ
則
掛
と
く
―
て
く
Ｇ
や
や
０
な
辞
や
８
皿

。や
ミ
栂
£
無
後
対
り
や
鳴
）
縦
電
ゃ
こ
と
叫
い
対
わ
く
―
】
二
や
判
翌
ュ
ハ

ヽ
く
早
卜
〉
や
〓
】
臨
電
や
寝
―
回

′
３
碍
】
Ｇ
や
や
思
Ｆ
降
】
Ｄ
母
と
や
薇
Ｇ

瑠
ネ
Ｇ
£
翌
〉
騨
や
択
さ
や
懸
Ｇ
て
く
終
■
Ｇ
虹
姿
Ｇ
ヽ
口
〓
回
お
綿
焦

。こ
Ｄ
些
】
持
】
Ｄ
耐
選
出
雌
糸
や
二
】
Ｄ
ば
尊
Ｎ
回
龍
納
怠
０

名
や
二
矩
Ｄ
ヨ
申
ば
胆
や
柚
や
嘘
メ
つ
い
Ｎ
Ｋ
ハ
▲
ト
ト
ハ
ベ
Ｇ
】
虹
畑
旺
姿

。
ア
一

終
コ
名
ヽ
母
】
卜
ふ
ヽ
―
ト

メ
ミ
対
，Ｊ
ｙ
っ
】
Ｄ
坪
ネ
膨
（わ
伸
や
ュ
Ｉ
Ｋ
）

虹
姿
と
回
読
納
怠
製
ミ
拘
憶
半

ガ
ＯＤ
些
】
０
と
】
Ｄ
償
半
申
国
市
網
焦

な
名
や
二
佃
Ｄ
ヨ
抱
ば
模
字
柚
や
ば

メ
０
蝶
伸
К
ハ
ぶ
ト
ト
ハ
択
】
虹
組
虹
揮

ト ヽ 心 ト ヽ

ユ
ハ
玉
小
や
ン
ト
ふ

ｔｒ
一К
コ
ー
や
卜
ふ

日

。
や
ム
▼
Ｄ
軽

華
や
国
市
柵
焦
や
電
準
叫
翌
尺
蝶
伸
筆
控
Ｇ
ャ
寧

夕】
二
仲
悧
里
ュ
ハ
ヽ
К
ギ
ト

製
Ｒ
蝶
Ｎ
筆
控
Ｇ
い
対
ゎ
く
―

。や
二
】
Ｄ
憶
半
伸
ハ
い
ト
ト
ふ

′代
報
抽
冊
対
く
押
和
や
さ
障
和
ほ
Ｇ
Ｏ
糸
革
隠

。収
二
】
０
終
判
回
市
製
Ｄ
糸
取
ヽ
普

弱

″】
Ｄ
贈
抱
緯
夜
Ｇ
判
神
四
く
。や
二
Ｖ
Ｄ
棋
華
や
回
統
網
点
や
電
装
旺
製
ミ

誤
的
軍
撃
Ｇ
ヤ
璽
″い
紀
】
Ｄ
蝉
宴
伸
帥
酬
持

′田
拠
対
や
建
隅
際
ＩＧ
ｋ
降
陶

。や
ミ
拒
酬
名

対
ＩＪ
〉
二
Ｖ
Ｄ
怪
半

′Ｄ
統
軽
申
官
準

ダ
一
〉
里
ｓ
毛
念

，い
０
終
】
０
や
対
国
市
綿

点
ミ
尺
＝
赳
Ｎ
と
ハ
さ
い
ヽ
ふ
小
て
や
通
韓
Ｇ
香
判
わ
く
―

）
や
名
ュ
ハ
ヽ
く
早
ト

，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
つ
０
距
】
Ｄ
神
距
糸

や
二
】
Ｄ
翌
懇
】
Ｄ
対
と
ヽ
薇
Ｇ
卜
ふ
Ｇ
Ｓ
棋
Ｇ
Ｄ
な
＝
製
Ｄ
判
和
二
和
ニ
ニ
Ｄ
０

く
Ｇ
や
″ｐ
章
準
名
的
や
筆
撃

′弾
翌
や
幽
捜
朝
Ｇ
ヽ
寧

ぷ
キ
対
や
〓
超
綿
念

。こ
や
芭
Ｗ
念
十
こ
】
Ｄ
『
回
読
綿
焦

収
二
や
湘
里
エ
ハ
六
く
早
卜
担
態
電

メ
ミ
や
二
】
和
】
憶
半
せ
ミ
ヽ
ト
ト
ミ
く
理

、Ｗ
二
Ｗ
Ｏ
終

翌
代
理
卓
や
和
】
稲
選
や
】
０
こ
糸
虹
欝
申
臨
電
Ｇ
回
読

。や
こ
】
ミ
抱
苦
』

″ミ
●
ミ
く
い
革
＆
ば
隈
字
的
や
幅
Ｇ
工
揮

夕母
】
Ｏ
Ｎ
珊
翌
電
革
回
読
網
悠 ‘

寒

二
】
ミ
杓
ネ
Ｈ
〉
卜
や
ば
や
ミ
ヽ
ト
ト
，ミ
ヽ

。
や
二
】
Ｄ
ば
半
伸
回
読
網
点
収
Ｄ

罫
基
Ｎ
い
ミ
Ｗ

′″
つ
０
や
】
Ｄ
ヨ
Ｎ
は
隈
字
和
や
は
Ｇ
旺
欝

″堂
】
総
椰
К

十
‐
ト

‐
市
世
コ
や
碍
里
い
対
わ
く
―
神
四
く
″ぺ
＝
組
伸
揺
郎
Ｇ
３
杓
ミ
や
翠
Ｆ
増
駅

や
卜
判
い
日
二
】
Ｄ
増
３
け
掩
押
収
冬
皿
夕Ｒ
神
】
旺
畑
虹
欝
や
卜
挫
里
神
理
く

呼
エ
ジ
時
Ｌ
ｐ
Ｇ
や
コ
卓
Ｌ
旺
聾
Ｇ
講
―
夕主
】
０
翌
碍
里
憶
尊
Ｇ
国
市
脳
焦

。こ
終
Ｒ
二
〓

対
や
二
】
０
憲
や
回
競
名
虹
簿
Ｇ
】
劇

丁
々
や
二
】
ミ
や
峰
と
く
ハ
▲
卜
ヽ
ハ
Ｒ

。″つ
蛛ド
″つ

】
い
や
里
持
韓
卓
や
憲
や
熱
電
Ｇ
国
市
錦
↑
糸
旺
語
Ｇ
】
て
■

夕地
や
二
や
ニ

】
や
な
景
母
里
虹
簿
ュ
Ｉ
Ｋ

′】
判
日
い
二
対
終
禅
緯
け

夕収
ヽ
ガ
０
や
掩
暉
や
ミ

く
さ
難
Ｎ
ば
概
や
和
や
ば
Ｇ
ヽ
暉
虹
簿

さ

紀
】
ミ
れ
出
里
神
珊
興
償
半
回
読

○ ① ③ < 田 0 ○ ① ③ < □

回
龍
冊
焦
終
霊
壊
駅
玉
翠
Ｏ

。や
ａ
ｗ
Ｄ
償
単
や

回
話
器
点
や
電
装
叫
収
Ｒ
村
組
伸
悪
控
Ｇ
さ
対
ゎ
く
―
神
四
く

″】
料
や
踏
ｍ
Ｇ
苺
村
神
超
く

夕】
二
や
軸
翌
ュ
ハ
ヽ
く
早
ト

準
ネ
Ｇ
】
題
虹
欝
Ｇ
回
統
網
ｔ
Ｏ

。や
二
】
●
尊
伸
持
韓
卓
や
和
】
終
対

日
や
霊
伸
臨
電
Ｇ
回
統
名
虹
聾
Ｇ
Ｖ
て
い
夕さ
終
】
●
尊
】
ミ

く
さ
難
申
ば
腹
字
和
や
ば
Ｇ
虹
揮
Ｇ
】
て
い
′ゃ
回
読
網
ぐ

Ｏ
Ｎ

一
Ｎ

ゆ
”

０
，
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。や
卓
椎
馴

絶
対
ｔＪ
〉
二
】
ｔ
韓
い
庫
里
憶
尊
Ｇ
回
航
網
↑
翌
Ｄ
判
和
二
和
二
″つ
０
な
く
Ｇ

や
ぷ
却
わ
く
―
神
四
く
な
る
や
Ｄ
謡
軍

″Ｄ
四
い
軽
や
占
糸
士
軽

′Ｄ
革
蕊

申
抱
Ｓ
ｋ
Ｇ
ほ
Ｇ
巣
隠

′タデ
０
キ
な
せ
い
鳴
い
地
名
納
念
対
Ｄ
な
韓
Ｇ
く
終
】

。や
ミ
ヽ
馴
や
持
韓
い
簿
ｙ
Ｏ
】

Ｄ
田
和
面
Ｎ
ば
胆
Ｇ
く
終
拘
格
ば
里
や
対
対
業
隠
ｌＪ
″対
終
い
０
押
】
Ｄ
抵
匝

翌
К
ハ
ぬ
卜
ヽ
ハ
ミ
担
Ｒ
や
翌
ド

″い
製
二
掘
巾
縮
〉
終
士
ｓ
抱
●
条
Ｒ
Ｇ
神
山

く

夕さ
せ
０
ヨ
和
面
伸
ば
胆
や
馴
持

″和
四
】
ば
Ｎ
酷
回
維
】
Ｄ
預
里
芸
隠
ｌＪ

。や
ミ
な
ｅ
熊
名
ぶ
〉
仲
睡
駆
や
Ｒ
“
Ｄ
棉
や

】
Ｅ

ざ
収
尺
蝉
里
翌
蝉
揺
や
３
路
Ｄ
な
韓
字
慕
筆
装
嶋
里
電
軍
収

′て
増

隠
ｌＪ
″製
神
メ
く
い
や
投
二
や
母
】
Ｇ
や
鳴
や
当
隠
ニ
ミ
ｓ
景
里
電
装
岨

′饉

里
会
や
メ
長
世
い
ヽ
や
ミ
な
紀
や
Ｒ
や
二
】
Ｄ
コ
蝉
縄
】
Ｄ
魯
鵠
翌
「
―
そ

。や
ミ
抱
せ
寮
終
対
，Ｊ
ｙ
つ
Ｖ
Ｄ
憶
尊
世
醤
伸
国
市
二
や
Ｇ
ミ
祢
】
Ｄ
判

生
や
代
Ｇ
卜
ふ
い
ヽ
夕な
名
終
Ｄ
卜
か
十
十
里
韓
駐
Ｎ
卓
思
や
馴
峠
Ｇ
神
理
く

。と
収
ミ
れ
郎

神
や
な
る
モ
暉
Ｇ
や
″
ｓ
増
ｐ
球
せ
い
い
里
奄
赳
や
Ｓ
肛
Ｎ
和
や
は

夕栄
烈
Ｇ

て
翌
選
Ｆ
字
Ｄ
対
機
ば
Ｇ
】
〓
Ｇ
饉
細

″Ｄ
赳
Ｄ
軽
堰
翌
速
☆
や
】
Ｋ
Ｉ
ふ

ミ
ミ
や
噂
対
二
や
郎
ヽ
終
０
四
ば
ば
―
担
寝
皿
Ｇ
Ｘ
終
Ｇ
ユ
ハ
ヽ
く
早
ト

ト ヽ 心 ト ヽ

ｃ
や
二
Ｖ
Ｏ
終

里
代
韓
導
や
柚
】
硝
選
や
膨
●
二
名
虹
欝
伸
鞭
電
Ｇ
回
綻

。
や
二
】
ミ
抱
さ
区

″ミ
０
ミ
く
い
時
る
嗅
胆
字
胸
●
原
Ｇ
旺
聾

′壁
】
０
世
冊
Ｌ
医
尊
団
結
隅
告

‐Ｋ
ニ
ト
く
韓
ｓ
畠

い
ヽ
や
や
抱
き

区
望
回
維
網

焦
や
対
門
Ｇ
や

′
い
縄
】
二
ほ
抱
縮
〉
や
と

さ
れ
堂
里

禅
距
く

ｌ
ｒ

一旺

。
や
３
】
０
蟹

尊
Ｎ
国
市
紺
億
ｐ
Ｓ
選

い
本
的
幽
職

Ｇ
判
隠
隠
ＩＪ

。や
二
】
Ｄ
鞭
韓
や
翌
革
隠
笙
遵

憶
尊
夕憶
尊
申
回
統
継
念
】
蛙
伸
群
埋
Ｇ
神
に
く
】
蕊
旧
Ｇ
対
芸
隠
夕世
陛
く

。翌
ミ
な
と
駅
ば
穐
Ｋ
Ｉ
ふ
や
推
邸
里
ｕ
韓
Ｇ
回
議

綿
念

）
や
奎
】
冬
＋
と
Ｄ
ヨ
和
一い
終
寝
装
叫
条
二
ヽ
な
翌
Ｑ
鳴
い
知
名
襴
↑
字

Ｄ
Ｏ
伸
Ｇ
く
終
ｌＪ
メ
ミ
や
増
や
判
日
や
ホ
的
や
〉
隠
抱
ば
順

‐
十
一世
絹
株
Ｇ
業
隠
拘

。や
る
】
●
や
母
冬
Ｇ
抑
韓
ぷ
椰

）
や
饉
回
総
Ｇ
憶
尊
ハ

い
ヽ
卜
ふ

″ｅ
製
や
ミ
な
紀
や
業
隠
ｌＪ
や
二
】
ミ
拘
蝉
】
Ｄ
々
駅
里
「
―
モ

′せ
ヽ

）
や
奇
名
神
奪
〉
田
や
珊
博
や
ば
胆

夕と
里
『
神
よ
終
報
田
終
報
旧
Ｇ
芸
隠
ｌＪ

。や
ミ
な
０
業
名
続
軽
電
性
メ
Ｒ
Ｇ
ニ
キ
鞭
―
お
製

ｏ
鳴
い
対
Ｖ
ｏ
対
里
く
終
”
夕●
亀
や
Ｄ
劇
盛
伸
ミ
や
″杓
Ｅ
巾
ば
捜
や
ム
躍
Ｇ
芸
革
拘
夕や
や
や
や
笙

馴
博
Ｇ
く
終
”
す
０や
二
Ｖ
ミ
抱
き
四
〓
珊
件
や
ば
根
や
母
寒
邸
世
０
世
望
【
年
Ｇ
伸
四
く
】
ム

終
翌
や
Ｄ
赳
ば
Ｇ
回
続

ヤ″や
や
る
】
二
田
と
ば
慨
・珊
緯
０
名
棋
聴
ｌＪ
わ
【
く
そ
ＩＪ
Ｊ
↓碍
剖
山
く

。や
二
】
０
い
Ｎ
Ｄ

担
ば
Ｇ
国
市
継
↑
世
埋
】
Ｄ
せ
里
学
照
Ｇ
襲
キ
も
ヽ
紀
報
慨
棋
Ｄ
慨
摘
Ｎ
臣
霊

。や
る
】
ミ
抱
や
名
Ｄ
担
ば
や
郎
卜
い
対
わ
く
―
里
対
や
伸
購
硝
・郎

蛭
Ｇ
せ
田
′〓
】
二
●
里
Ｄ
四
眠
Ｇ
回
流
鞘
ｔ
Ｇ
四
嶺
Ｇ
卓
釈
Ｇ
鎖
筆
対
報
慨

。や
二
】
Ｄ
翌
い
ヽ
や
卜
埠
鵬

笹
ぷ
縄
駅

″夕０
峰
申
Ｄ
口
ば
Ｇ
世
畳
翌
Ｄ
墳
里
導
釈
鱒
革
′素
盟

，霊
叫
饉
回
市

。や
二
】
０
ヽ
Ｄ
】
０
や
対

や
後
ミ
叫
母
球
半
ｙ
つ
】
Ｄ
く
碇
里
照
回
話
継
念

メ
Ｒ
や
二
】
ｏ
図
Ｎ
壇
預

′】

Ｄ
Ｎ
二
佃
Ｄ
綿
】
Ｄ
墳
里
学
釈
鎖
キ

。や
二
】
ｏ
卓
申
棋
半
Ｄ
担
叫
Ｇ
回
市
鞘

怠
や
こ
霊
撰
Ｄ
担
唱
Ｎ
隠
ユ
ハ
六
Ｋ
早
ト
タＤ
響
軽
巴
騨
回

ｒ
眠
申
総
椰
К
Ｉ
ふ

。や
ミ
＝
酬
名
国
ｒ
望
眠
ふ
０
帥
い
撮
郎
や
】
〉
や
名
導
思
里
鎖
挙

お
Ｅ
担
】
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
や
ミ
約
無
郎
Ｎ
卜
ふ
と
名
霊
Ｇ
Ｓ
和
い
ヽ
′３
縄
】

ミ
お
盆
栄
糸
Ｄ
赳
ば
Ｇ
Щ
ふ
ｃ
ｔ
ｏ
や
】
船
退
副
Ｋ

。や
二
】
●
終
判
超
―
翌
貯

―
饉
】
Ｄ
判
弱
慨

デ
ミ
や
二
】
ミ
れ
や
担
Ｄ
口
ば
Ｇ
世
狸
Ｇ
】
０
壇
望
学
釈
撻
キ
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き
区
Ｇ
ば
授
Ｇ
業
隠
・神
理
く
Ｇ
て
回
能
綿
ｔ
Ｏ

。
や

ニ

】
Ｄ
償
半
な
亀
や
０
絹
軍
や
対
芸
隠
字
神
は
く

″Ｎ
回
統
紺
点

Ｄ
赳
ば
Ｇ
回
統
紺
ｔ
Ｏ

。
や
二
】
０
い
伸
Ｄ
担
ば
Ｇ
世
樫

収
Ｄ
墳
里
学
釈
鎖
キ

″
い
ヽ
対
や
饉
対
日
一
卓
や
０
四
ば
里
埜
や

ト
ト
韓
名
正
察
Ｇ
や

″】
Ｄ
に
答
Ｎ
Ｅ
寮
捜
林
里
回
流
納
冬

つ
Ｎ
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。名
一
的
と
】
持
】
Ｄ
里
ミ
ヽ
ト
ト
哀
寧
翌
０
相
対
袖
′里
や
ヽ
や

粒
ｐ
蝉
製
里
巴
ｉ
名
撻
キ
Ｇ
Ｒ
Ｇ
ゃ
″や
翌
Ｓ
棋
ゃ
コ
抱
き
区
里
回
統
糾
怠

。と
Ｄ
基
】
Ｄ
経
軽
や
ネ
Ｈ
Ｇ
て
ほ
蝉

″躍
世
Ｇ
く
硝
♀
招
冊
い
ヽ
や
ミ
拘
硝
柏
と
和
二
名
い
準
Ｇ
せ
□
′卜
や
母

聴
碇
Ｇ
ｅ
収
Ｇ
購
脱

′】
Ｄ
判
妊
眼
伸
き
裏
Ｇ
て
国
市
納
点

。や
ミ
な
£
栄

絶
対
日
〉
二
Ｗ
Ｄ
需
脱
申
案
掌
挺
＝
♀
県
革
き
嶋
Ｇ
く
ヽ
軍

″】
Ｄ
瑠
革
磁

。こ
翌
ミ
抱
経
軽
巾
冬
〉
０
い
ヽ
二
様
終
ミ
曜
里
四
陣
期
蝉
Ｇ
章
□

夕さ
キ
望
眠
捜
Ｇ
貯
ュ
ー
ヽ
さ
把
Ｄ
母

′い
足
と
謡
申
肛
世
柏
韓
古
・さ
担
Ｄ
母

。′
０

Ｄ
単
】
ヽ
】
Ｄ
講
赳
や
英
Ｒ
Ｇ
州
噂
韓
匹
や
駅
赳

′知
や
や
卜
ゃ
ハ
ヽ
■
代

絹
十
塩
名
旺
畑
ミ
祖

夕的
ゃ
眠
距
Ｇ
ュ
ー
ヽ
３
択
Ｄ
母
対
ｓ
対
Ｄ
Ｉ
Ｇ
】
ほ
ロ

。こ
収
ミ
抱
穂
選
岨
＝
や
帥

英
Ｒ
慨
蝉

メ
デ
Ｄ
や
掩
母
日
や
０
朝
絶
ミ
曜
や
望
帥
四
怖
慨
蝉
Ｇ
な
会
芸
憶

拘
）
や
世
】
と
型
慨
蝉
韓
空
Ｇ
狂
口
Ｇ
電
「
―
モ
ゃ
や
撻
里
卜
ふ

′紀
や

ト 半 ト 半 心

。
や
二
Ｗ
ミ
他
終
態
購
Ｇ
】
二
●
翌
く
寧
里
懸
碑
郎
蛭

。収
二
】

●
や
〉
卜
や
は
終
的
や
筆
撃
Ｇ
い
対
ゎ
く
―
ざ
碍
】
Ｄ
怪
尊
名
ミ
ヽ
ト
ト
里
玉
寧

。ミ
ニ
】
ミ
抱

感
碇
里
母
装
叫
名
悼
控
Ｇ
Ｄ
な
伸
Ｇ
狂
口
″碑
キ
怪
翌
Ｇ
さ
対
ゎ
く
―
神
四
く

。
や
Ｒ
タミ
ミ
い
里
い
ヽ
い
拒
Ｄ
】

ｏ
や
対
懸
硝
Ｇ
Ｃ
ミ
Ｇ
醸
碇

夕和
卜
翠
寧
母
里
£
製
や
最
翌
寒
蟹
ロ
ー
伸
鎖
革

Ｇ
く
寧

夕い
縄
】
和
ト
ミ
拘
導
念
霊
翌
頭
田
四

メ
ミ
や
二
】
ミ
抱
慮
耐
望
電
き
旺

。収
●
糸
や
饉
】
相
濃
や
ミ
抱
き
』
里
回
統
鞘
点

′
さ
紀

】
０
や
翌
Ｇ
や
や
電
縦
口
母
知
や
卓
釈

″東
羊
Ｇ
神
陛
く

）
や
堂
】
慮
硝
ミ
里

。や
二
】
０
や
里
冬

韓
翌
や
や
蝉
望
駅
選
望
旺
姿
専

′】
旺
捉
Ｇ
帥
仏
―
そ
ュ
や
い
指

〓
―
、
四
噂

。
や

ニ

】
ミ
抱
や
〓
州
嘔
拝
埋

夕さ
ヽ
里
ュ
ー
ヽ
お
製
Ｄ
母
対
い
組
Ｄ
Ｉ
Ｇ
世
ふ
ハ
、
い
ｔ
ｗ

。や
二
】
ミ
拘
や
対
さ
″ミ
●
Ｄ
ヽ
一慨
岨
藤
研

攣

′さ
縄
】
。
や
里
判
日
や
絹
卜
穏
絶
旺
組
申
縦
□
捜
朝
『
ｓ
組
Ｄ
Ｉ
Ｇ
ｐ
樹
ロ

。こ
や
二
】
ミ
ミ
峰
〓
地
ゃ

投
謡
Ｇ
躍
世
さ
把
Ｄ
母
や
還
素
製

メ
Ｒ
や
と
Ｗ
ミ
拘
と
い
把
Ｄ
母
】
Ｄ
慢
里
郎
穏

。こ
や
二
】
ミ
抱
里
念
＋
糸
ふ
小
Ｈ
卜
・耐
赳
ゃ
■
預
里
旺
要
料
降
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慮
耐
Ｇ
ミ
寧
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
慮
耐
里
雲
苺
叫
申
導
窓
字
通
空
Ｇ
い
対
わ
く

―
神
は
く
′Ｓ
世
や
コ
拘
さ
区
里
圏
市
欄
念
字
継
↑
Ｇ
ャ
ロ

拙
蝉
韓
饗
ふ
組
Ｄ
■
や
駅
裡
Ｏ

。や
二
】
●
尊
Ｎ
冬
韓
卓
や
牟
導
里
旺
欝
Ｇ
】
て
卜
笙

モ
や
郎
朗

メ
つ
卓
里
駅
選
申
慨
蝉
韓
嬰
，
い
組
Ｄ
Ｉ
Ｇ
虹
揮

の
一

つ
Ｎ
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。や
ミ
＝
馴
終
判
日
卜
ぷ
】
Ｄ
対
蟻
脱

′Ｄ
翠
軽
里
こ
弱
収
や
綿
柚

。こ
Ｄ
壁
】
Ｄ
毛
捜
Ｎ
縦
神
収
Ｄ
い
ｌＪ
，３
鳴
】
電
翠
ｙ
つ
】
】
祉
や
「
―
ト

′
い
尊
望
電
報
慨
Ｎ
神
翠
や
尺
神
Ｄ
艦
預
二
佃
Ｄ
ヨ
翌
赳
難
や
や
世
嘘
♀

択
ぱ
神

′和
仲
嘘
や
韓
控
Ｇ
二
Ｈ
縄

″〓
翌
電
製
ｙ
Ｏ】
く
韓
い
吾
翌
卜
ふ
】

ｏ
や
対
拭
―
糸
虹
懇
Ｇ
悪
く
も
い
る
対
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

″と
こ
口
Ｇ
綿
榔

。や
ミ
お
Ｓ
終
掩

判
ＩＪ
〉
二
】
Ｄ
榊
再

′′っ
佃
Ｄ
綿
〉
ヽ
】
二
０
里
代
卓
Ｇ
墳
預

′Ｄ
耐
選
距
『
終

糸
二
や
二
】
Ｄ
申
ふ
小
回
ふ
―
コ
Ｋ
メ
ミ
ニ
や
二
】
Ｄ
緯
や
母
ｌＪ
や
卜
紙
里
―
ハ

て
や
い
卜
′対
ｌＪ
や
い
ヽ
や
と
い
軽
Ｎ
と
ヽ
い
ヽ
惇
ほ
Ｇ
皿
Ｇ
く
終
ｌＪ
メ
ミ
や
二

】
ｏ
対
や
Ｓ
皿
Ｎ
Ｄ
則
掛
】
Ｄ
対
く
寧
Ｇ
く
Ｉ
Ｎ
神
山
く
や
】
日
環
や
く
知

。′０

Ｄ
単
】
代
】
ぺ
神
】
Ｏ
Ⅸ
押
料
理
担
翻
Ｇ
「
―
モ

ガ
Ｏ
Ｄ
些
】
●
二
】
Ｄ
胆
邸

い
照
さ
蝶
里
狂
】
「
Ｅ
虹
揮

″′ミ
収
ｏ
糸
や
饉
Ｒ
二
‐――ＩＥ
や
い
ヽ
い
ヽ
Ｄ
Ｗ
Ｄ
菫

喜
や
絆
製

メ
ミ
や
二
】
０
対
申
翻
‐――ＩＥ
製
Ｄ
則
掛
】
Ｄ
対
く
寧
や
】
旧
球
や
く
的

ト や ト や

。や
二
】
０
峰
世
畳
０
壇

望
郎
塩
や
ふ
ハ
、
い
ｌ
ｗ
回
読
綿
点
Ｇ
神
理
く

′和
軽
申
縦
郊
旺
揮
せ
巴
再
一Щ

。や
二
】
０
や
里
い
ヽ
〉

二
】
Ｄ
綿
聾
】
抑

″′っ
鳴
Ｄ
ヨ
里
黙
距
伸
和
セ
幅
字
韓
揮
Ｇ
二
Ｈ
終

′〓
】
線
神

。こ
や
二
】
ミ
抱
翠
眠
里
準
避
縦
神
や
ヽ
里
虹
懇
ヽ
１
そ
丁
ミ
や
二
】
ミ

や
Ｌ
と
緊
燃
Ｇ
ば
擬

ぷ
鳴
超
韓
Ｇ
や
″担
さ
州
Ｄ
母
・に
製
Ｇ
Ｏ
名
謡
理
装
車

。こ
や
饉
】
翠
軽
寮
収
や
ヽ
翌
旺
欝
畑

丁
ミ
や
二
】
Ｄ
憶
半
伸
蟻

綿
椰

″Ｄ
翠
眠
Ｎ
縮
付
寺
Ｇ
奪
投
Ｇ
卜
ふ
世
還

′】
Ｄ
旺
再
伸
的
終
Ｅ
世
Ｇ
無
終

い
駅
Ｇ
終
軸
Ｇ
網
念
↑
）難
棋
Ｇ
Ｄ
な
〉
Ｇ
】
電
「
―
そ

雨

。製
ミ
な
代
糸
墳
預
翌
や
や
佃
翌
東
革
Ｇ
ミ
や
ミ
や
′和
騒
〉
邦
や
緯
Ｇ
お

判
わ
く
―
中
虹
欝

′お
紀
Ｖ
ミ
抱
里
Ｓ
Ｋ
名
Ｄ
な
沖
Ｇ
念
皿
Ｇ
】
椎
付
Ｇ
神
四
く

。や
二
】
占
名
台
申
壇
預
γ
つ難
韓

ｌｒ
一ト
コ
慨
紳
神
対
ＩＪ
い
噂

Ｇ
く
終
ｌＪ
夕和
題
〉
ヽ
Ｎ
雌

，３
縄
】
Ｄ
蝉
騨
Ｎ
遜
控
や
翠
翌
Ｇ
ヤ
寧
，饉
旺
簿

。や
二
】
●
い
や
壇
積

収
コ
ミ
佃
里
く
―
く
―
神
山
く

さ
け
Ｎ
増
対

′Ｄ
朝
柿
】
Ｄ
判
く
理
や
神
理
く

。投
ミ
な
と
駅
ば
糸
旧
球
や
二
】
ｏ
ヽ
Ｄ
】
Ｄ
〉
や
嘘
Ｅ

″伸
と
条
林

‐‐‐‐口
や
い
ヽ
や
や
叫
伸
―
小
て
ヽ
い
卜
や
い
縦
Ｇ
神
Щ
く

ゴ
ミ
虹
聾
猛
―

ザ
ミ
や
ニ

】
Ｄ
や
と
糸
撚
限
や
Ｓ
掴

夕Ｄ
則
帥
や
弾
く
Ｇ
お
対
わ
く
―
神
理
く
望
証
と
虹
欝

（知
や
と
や
く

ゃ
や
夕牌
駅
Ｓ

夕艦
‐――ＩＥ
「
郎
字
剛
く
塩
様
Ｇ
船
Щ
）
。や
碍
名
対
ＩＪ
い
＝
Ｄ
】
ｏ
や

里
絡
回
収
Ｄ
二
慕
や
『
い
も
蕊

，】
回
Ｇ
と
名
艦

‐――ＩＥ
丁
ミ
や
二
】
占
名
台
や
壇
綬

や
糸
や
健

″他
ほ
〉
キ
Ｎ
緯

夕い
縄
】
Ｄ
蝉
騨
や
通
準
や
弾
翠
Ｇ
ヽ
寧

′母
虹
欝
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綿
椰
Ｇ
Ｓ
製
Ｇ
卜
ふ
ヽ
―
卜
Ｏ

。や
二
】
０
図
や

懐
佃
】
ｏ
Ｌ
伸
弱
相
ば
慨
里
黙
挺

′Ｄ
翠
眠
伸
総
郊
（岨
韓
Ｇ

や
饉
里
佃
球
や
碍
掩
士
株
硬
酷
▼
一翌
葉
収

夕】
虹
揮
Ｇ
】
て

い
″奪
慨
や
卜
基
撃
伸
盟
離
Ｇ
】
「
い
Ｌ
や
卜
ふ
】
Ｄ
対
「
―
ト

朝
辞
Ｇ
さ
判
わ
く
―
押
四
く
Ｏ

（帥
二
や
０

慨
陶
や
「林
際
」
や
二
】
●
噂
終
く
終

′英
Ｒ
置
飢
Ｎ
Ｄ
墳
里
ミ

饗
抑
四
Ｇ
く
そ

″避
ギ
Ｇ
】
ほ
環
や
ユ
ー
て
ヽ
い
ヽ

″Ｓ
ｔ
ニ

や
と
い
拘
′劇
掛
Ｇ
二
鯛
Ｇ
い
対
わ
く
―
神
岨
く
）
。こ
や
二
】

●
い
や
壇
積
字
と
糸
艦
加
や
い
ヽ
や
雫
軍
伸
―
小
て
ヽ
い
卜
字

さ
縦

夕Ｄ
劇
掛
Ｎ
控
く
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―
神
理
く
翌
紐

′せ
旺
簿

Ｏ
Ｎ

ｒ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
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。こ
Ｄ
些
】
冬
】
０
佃
Ｄ
縮

′ｐ
知
終
縦
組
Ｋ
Ｉ
ふ

メ
ミ
Ｇ
ム
と
な
世
Ｄ
墳
預

一
地
′
ｓ
）
拘
申
田
匹

夕的
や
名
Ｇ
や
二
】
ミ
な
や
里
慨
林
持
神
神
穐
Ｒ
Ｇ
ゃ

。こ
翌
Ｄ
ム
堅
終
申
講
選
里
証
膨
Ｅ
Ｉ
虹
欝

′ミ
Ｏ
ｅ
無
糸
判
日
γ
っ
】
●
け

Ｎ
赳
鎖
収
Ｄ
対
さ
翌
Ｏ
ｅ
，
と
名
艦
限
や
る
字
弾

夕Ｄ
緯
艇
申
判
ＩＪ
や
碍
】
蹴

則
名
駅
Ｇ
岨
襲
や
占
糸
駅

‐――ＩＥ
Ｇ
虹
揮
】
ｏ
対
翌
く
Ｇ
昧
保
二
際
里
く
▲
ュ
Ｋ

。や
ミ
＝
酬
や
対
日
ｙ
Ｏ
Ｗ
二
題

″と
糸
和
国
Ｄ
四
小
軽
翌
知
終

世
ミ
ミ
拘
絹
栄
糸
芸
隠
ｌＪ
′翌
ヽ
。や
ミ
な
£
無
糸
対
ＩＪ
γ
Ｏ
Ｗ
Ｄ
糸
順
Ｎ
阻

順
朝

ぷ
キ
里
墳
預

夕郎
瞬
や
糸
字
霊
的
終
二
盤
和
蛍
字
稲
笛
と
Ｇ
く
終
拘

。や
ミ
拒
珊
糸
対
日
ｙ
Ｏ
】
Ｄ
経
饗
Ｎ
代

韓
ｓ
篤
■
ミ
捜
翌
Ｄ
お
嫌
Ｇ
せ
ロ
タＤ
里
Ｓ
Ｋ
申
抱
Ｄ
な
く
Ｇ
や
Ｇ
神
四
く

″和
題
Ｎ
監
型

′普
弱
字
幽
漣
引
な
糸
な
芸
隠

′や
里
Ｓ
製
や
図
や
壁
想
Ｇ

Ｒ
や
製
鵠
Ｇ
碑
羊
や
】
●
増
】
昧
保

″や
世
球
Ｇ
握
韓
Ｇ
Ｄ
Ｏ
韓
Ｇ
神
四
く

ト ヽ ト や

。世
二
】
０
対
い
製
Ｏ
ｅ
ｐ
名
字
弾
里
苺
ｄ

夕と
墳
預
字
と
糸
撚
―――ＩＥ
Ｇ
旺
懇

。収
二
】
ミ
抱

壇
預
里
ヽ
寧
ｐ
と
毛
Ｄ
服
や
墜
尽
製
Ｄ
対
い
収
ｏ
ｅ
Ｄ
条
Ｄ
夕拠
革
里
輩
担
旺
辞

。や
二
】
ミ
抱

や
名
と
名
Ｄ
擬
′ＯＤ
抱
や
や
士
名
器
‐―――ェ
″】
条
な
牟
字
饉
墜
ぶ
や
卜
預
望
神
四
く

。や
増
や
佃
暉
い
椎
Ｄ
】
ぃ
や
翌
硝
ロ
ニ

想
里
世

夕】
Ｄ
萩
里
神
Щ
く
終
慨
様
持
Ｇ
理
使

ザ
Ｒ
や
二
】
Ｄ
幾
】
巴
襲
ム
Ｄ
田

。製
ミ
な
占
駅
ば
や
旺
姿
３
や
】
念
釈
亀
士
条
ほ
と
里
■

夕世

製
。製
二
】
●
や
里
壇
孜
ミ
Ｄ
対
お
翌
Ｏ
ｅ

）
や
判
ＩＪ
や
ミ
牟
烈
里
ミ
ー
月
小
ふ
Ｋ

。や
二
】
Ｄ
ミ
捜
翌
Ｄ
Ｏ
韓
Ｇ
ヽ
口
，Ｄ
里
Ｓ
ｋ
伸

拘
Ｄ
な
く
Ｇ
や
Ｇ
神
山
く

，Ｄ
難
田

″柚
置
伸
厳
留

夕き
霊
字
煙
拠
＝
●
糸
革
隠

。や
二
】
ミ
約
名
捜
里
鞭
電

Ｇ
卜
ふ
や
硬
判
証
口
′
い
麟
和
田
●
ミ
な
娯
隠
的
や
掻
蝉
字
理
担
朝
Ｇ
く
終
柏

。翌
二
】
ミ
拘
ミ
順
里
〓
Ｇ
Ｄ
Ｏ
韓
字

卜
ふ
Ｇ
ヽ
口
，
さ
終
】
●
霊
〉
キ
や
饉
理
担
＝
Ｇ
【
只
Ｇ
ｓ
対
ゎ
く
Ｉ
Ｇ
神
四
く

。こ
や
二
】
ミ
抱
名
順
名
知
や
饉
理
里
〓
Ｇ
Ｄ
Ｏ
峠
Ｇ
紐
口
）
や
母
】
冬
十
毛

持
韓
さ
馬
い
０
中
】
Ｒ
噂
や
韓
準
Ｇ
神
照
や
電
装
旺
Ｇ
Ｏ
糸
芸
隠
ｌＪ
字
く
終
拘

。と
や
二
】
ミ
拘
各
距
糸
ミ
や
里
奪
収
や
ミ
棋
申

描
掛
や
０
な
碑
二
Ｄ
Ｏ
く
Ｇ
や
夕
さ
増
】
念
十
降
掩
さ
巨
和
騒
Ｇ
な
糸
的
や
芸
隠

ｌＪ
や
く
終
拘

′地
や
幽
饗

′饉
製

夕軍
和
捉
朝
字
盟
埋
朝
Ｇ
い
対
わ
く
―
神
Щ
く

○ ① ③ < □ ○ ① ◎ < □

巴
鎖
や
ミ
や
騨
Ｇ
虹
簿
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
翌
】
順
田

疎
″わＤ
抱
字
，ｓ
縄
】
０
さ
製
Ｏ
ｅ
饉
巴
襲
字
と
名
穏
Ｍ
Ｇ
虹
聾

卜
ふ
収
Ｄ
ミ
壇
Ｎ
鑑
韓
Ｇ
ヽ
瑠
Ｇ
さ
判
わ
く
―
神
は
く
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
名
捜
や
ミ
ゃ
里
£
翠
や
ぱ
棋
申
糧
掛
や
０
な
韓
ニ

Ｄ
な
く
Ｇ
や
，
３
景
伸
韓
栄
ヨ
字
鑑
難
終
Ｓ
Ｋ
】
ぃ
対
里
く
終

，盟
捜
＝
Ｇ
】
拒
ミ
リ
０
会
】
ミ
拒
＝
Ｇ
い
対
っ
く
―
神
理
く

∞
Ｎ

０
い

守
田
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。二
０
距
】
●
二
】
Ｄ
ネ
Ｈ

メ
つ
佃
Ｄ
緯
】
Ｅ
旺
簿

″い

ヽ
や
和
や
軽
畑
伸
佃
母
Ｇ
く
―
て
Ｇ
神
陛
く

夕知
や
や
母
申
歴
世
ト
ーＪ
瑠
翌

鯉
―
対
神
四
く
士
投
や
和
ｐ

）
や
堂
ｐ
Ｇ
や
卜
恨
蝉
申
対
ｌＪ
卜
や
ＩＪ
申
終
部 。

′
っ

Ｄ
単
】
Ｄ
ミ
郎
い
ヽ
や
】
軽
や
く
―
て
Ｇ
さ
対
●
く
―
里
拝
黙

″】
コ
ミ
碍

里
地
や
担
年
や
馴
峠
Ｇ
く
終
「

″Ｄ
経
軽
伸
対
や
０
担
ば
Ｇ
ハ
ｍ
小
―
ト
ー
ロ

。や
ミ
お
ｅ
無
名
墳
預
対
い
世
Ｏ
ｅ
翌
終
軸
Ｎ
対
ＩＪ
●
姓

″い
ヽ
や
】
軽
Ｎ

Ｋ
Ｉ
て
Ｇ
３
判
わ
く
―
里
拝
艦

′Ｗ
や
や
碍
里
知
や
韻
率
♀
酬
韓
Ｇ
く
終
ｌＪ

。と
Ｄ
些
】
０
こ
】

コ
週
い
華
や
翌
電
図
慨
Ｎ
旧
蝉
や
和
】
ヨ
隠
Ｇ
珊
韓
Ｇ
】
〓
Ｇ
捜
対
Ｇ
ミ
ロ

ガ
つ
Ｄ
廷
】
●
二
】
●
半
里
こ
図
胆
抱

日
蝉
や
ト
ヨ
隠
や
唖
胆
♀
ば
胆
Ｇ
な
皿
神
四
く

″的
や
い
な
や
】
ぐ
図
対
″糸

■
相
Ｄ
翌
０
押
鞄
″
ｓ
製
Ｄ
ヨ
和
ほ
伸
馴
樺
Ｇ
ほ
蝉
二
収
と
名
ヨ

タ斉
図
や

馴
博
や
卜
題
翌
肝
祖
帥
峰
斑
巾
革
祖
士
ミ
ヨ
望
尽
二
肛

′回
総
Ｇ
ぐ
消
極

ト 半 心 ト ヽ

。や
″０
】
Ｄ
Ｒ
ぷ
い
ヽ
や
】
軽

伸
Ｋ
Ｉ
て
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―
翌
拝
艦

′】
や
牟
鳴
里
鞄
終
鎖
キ
字
馴
峠
Ｇ
く
終
拘

。ミ
ニ
】
ミ
抱
眠
配
終
捉
朝
Ｇ
々
〓
神
陛
く

。翌
ミ
Ｏ
Ｄ
饉
，
こ
製
転
や

卜
預
里
押
四
く
Ｇ
旺
揮

夕
さ
紀
】
ミ
抱
名
四
日
翌
や
牟
佃
望
く
―
て
Ｇ
押
四
く

。ミ
ｋ
ヨ
掩

判
日
や
■
最
郎
拇
糸
埋
照
や
毛
字
弾
Ｇ
神
確
く

′嘘
国
隠
Ｇ
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

。収
０
会
終
ミ
な
ば
糸
黎
無
い
二
対
や
Ｄ
黙
伸
授
引
里
鯉
―
対
神

に
く

夕膨
押
穐
冬
料
名
Ｄ
な
碑
Ｇ
証
田
】
く
―
て
Ｇ
旺
揮

夕知
や
ヨ
煮
字
帥
鰹

。製
ミ
な
と
駅
ば
名
旧
や
二
】
Ｄ
墳
預
】
ミ
Ｉ
Ｈ
小
ふ
Ｋ
投
Ｓ
Ｘ
穐

喜
旺
揮

″′０
＝
０
】
ミ
拘
求
蝉
名
母
日
卜
や
日
抱
終
鍬

）
離
亀
さ
対
ｅ
翌
類
旺
聾

。製
ｏ
条
や
ミ
０
と
駅

ば
名
理
醸
Ｇ
対
日
や
コ
牟
佃
里
Ｋ
Ｉ
て
Ｇ
神
理
く

′】
袖
卜
Ｄ
ヨ
伸
い
名
虹
欝

く
や
′
Ｏ
Ｗ

ｏ
半
里
懇
蝉
禅
申
題
球
や
卜
さ
投
く
瑠

，
い
翌
Ｄ
ヨ
Ｎ
刷
博
名
３
対
●
く
―

夕】
〓

Ｇ
Ｄ
Ｏ
噂
Ｇ
守
□

′冊
ば
ヨ
ま
二
捉
士
条
ヨ

′ぱ
触
隅

′酬
得
Ｇ
Ｈ
睡
Ｇ
陣
ば

く
や
二
Ｗ
コ
ヽ
コ
閣
ば

‘香
聞

田
怒
糸
霊
い
ヽ
こ
熊
糸

Ｄ
利
柚
ほ

夕“
球
製
ヨ
名
ハ
ヽ
お
地
や
酬
韓
●
糸
神
山
く

′縄
や

。
や
二
】
ミ
お

尊
】
ほ
い
持
ヤ
雌
Ｇ
母
Ｇ
Ｄ
Ｏ
障
Ｇ
□
万
ミ
ば
Ｈ
ト
ヨ
約
高
抱
酬
偉
Ｇ
椰
把
く

。や
る
Ｖ
Ｄ
や
埋
日
里
占
毛
鍬

‐‐‐‐Ｅ
や
さ
半
旧
畔
い
ヽ
や
和
】
ヨ
碍
や
ば
担
字
珊
樺

′
い
紀
】
Ｄ
刺
＝
申
慨
Ｘ
は
皿

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
終
持
韓

い
吾
や
や
０
抱
芭
】
二
Ｇ
里
ｓ
〉
や
旧
暉
や
翌
壊
叫
や
卜
さ
投
Ｄ
隠
抱
馴
鮮
る
収
Ｓ

Ｘ
ｐ
念
皿
名
い
対
わ
く
―

ザ
ミ
や
二
】
Ｄ
里
Ｓ
Ｋ
と
や
姓
旺
字
確
胆
Ｇ
神
理
く

。こ
Ｄ
単
絶
ミ
ぷ

″饉
】
二
●
望
い
単
旧
蝉
ヨ
隠
Ｇ
珊
峠
や
毬

蝉
揺
Ｇ
Ｗ
二
終
里
狂
ロ
デ
ミ
や
二
】
ミ
抱
則
掛
と
収
基
問
皿
や
馴
や
Ｇ
神
処
く

○ ① ③ < 田 0 ○ ① ③ < □

劇
＝
Ｇ
К
Ｉ
て
Ｇ
鞭
四
く
Ｏ

。や
二
】
ミ
Ｈ
せ
い
ヽ
や
や
な
雌
な

名
や
や
球
や
く
―
て
Ｇ
念
皿
里
■
皿
名
神
山
く

）
や
饉
ｐ
理

鎖
ｙ
，
ｖ
ｅ
判
や
総
報
】
矩
縮
字
い
ヽ
Ｘ
Ｇ
喜
旺
暮

″饉
虹
揮

邸
棋
Ｇ
て
ヨ
碍
Ｇ
酬
博
や
慨
基
耐
皿
Ｇ
神
Щ
く
Ｏ

（貯
Ｇ

せ
Ｎ
Ｇ
路
斑

″や
尊
申
旧
環
い
な
や
】
く
斑
）
。や
二
】
Ｏ
Ｌ
里

翌
狂
口
伸
韓
庫
卜
撃
や
な
ミ
や

′Ｄ
里
Ｓ
Ｋ
伸
母
ＩＪ
や
卜
さ
翌
Ｄ

碍
や
珊
峠
い
ミ
£
基
】
念
皿
穐
さ
判
わ
く
―
押
四
く

夕笙
虹
簿

Ｎ
０

ｐ
つ

Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｎ
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。と
め
些
】
０
と
】
士
神
●
里
蝉
皿
や
値
電
州
Ｇ
く
終
ｌＪ
′地

や
ｋ
帥
里
鯉
―

夕い
翌
Ｄ
稲
髄
伸
対
日
製
和
】

夕】
Ｄ
抱
と
名
和
国
字
】
料
挫

業
や
い
ヽ
や
和
】
ｐ
く
―
〉
て
や
や
】
〓
Ｇ
Ｄ
な
伸

夕的
や
対
「
代
Ｄ
球
字
帥
聴

。や
ミ
栂
Ｓ
業
名
対
ｌＪ
ｙ
Ｄ
】
Ｄ
壇
筆
里
旺
揮

′申
対
日
Ｇ
建
３
製
Ｑ
ｅ

申
眠

―――ＩＥ
や
和
翻
Ｇ
神
陛
く

″缶
れ
■
べ
理
や
口
♀
い

夕Ｓ
ぷ
里
離
醸
Ｇ
明
ミ

Ｇ
３
対
●
く
Ｉ
Ｇ
ｐ
〓
Ｇ
Ｄ
８
碑

″ξ
蝉
は
申
判
日
や
い
ゃ
和
ｐ

′判
ＩＪ
や
和
】

。こ
Ｄ
些
】

０
判
神
翠
や
士
電
Ｎ
団
Ｇ
蝶
Ｈ
料
皿
卜
れ
Ｓ
後
ヽ
１
そ

′ミ
抱
軽
モ
申
Ｒ
３

増
Ｇ
い
や
雑
Ｇ
喜
旺
揮
対
ミ
や
和
】
Ｇ
い
対
わ
く
―
神
四
く

ｔ
ｒ
一椰
韓
Ｇ
ＩＪ

。や
ミ
Ｏ
ｅ
熊
名
対
日
ｙ
っ
】
Ｄ
無
四
伸
Ｅ
末
や

〉
Ｏ
申
鎖
羊
二
や
Ｄ
対
郎
壇
申
Ｘ
軍
苺
嶋

′】
Ｓ
や
和
ば
抱
鎖
筆
Ｇ
Ｒ
を

‐
，
一

や
対
対
や
卜
統
軽
里
悪
田
Ｎ
糸
Ｇ
ム
や
〓
英
よ
や
卜
鞭
ギ

，
さ
紀
Ｖ
Ｄ
翠
Ｎ
Ｋ

Ｉ
ふ
翌
ミ
菫
〉
「

メ
ミ
や
二
Ｖ
£
飛
や
Ｘ
軍
装
嶋
里
こ
ま
尽
母
】
難
軸
慣
翠

。こ
Ｄ
些
】
二
捉
申
ミ
里
対
ｌｊ
ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｄ

抵
叫
Ｎ
Ｅ
Ｒ
や
〉
Ｏ
Ｎ
撻
革
二
や
０
対
附
穏
Ｎ
照
軍
苺
嶋

′】
合
や
れ
ば
申
襲

筆
Ｇ
嶋
台

‐
す
再
対
対
や
卜
経
軽
望
悪
Ⅸ
出
に
や
る
Ｇ
二
や
せ
英
よ
や
卜
榔

ゼ
里
珊
終

″的
や
や
卜
慮
碑
〉
Ｄ
維
申
推
運
世
Ｇ
邸
益
や
ハ
ー
ふ
Ｋ
Ｇ
Ｅ
悪

ト や S ト ヽ

。や
二
】
Ｄ
黙
Ｈ
】
と
わ
里
々
相
対
蝉
皿
Ｇ
く
終
ｌＪ
″鞄
や
や
卜
と

Ｓ
昨
判
●
や
′
お
製
。
け
ば

″ｅ
理
は
抱
ミ
て
▲
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―
神
山
く

′せ
旺
揮

。や
′Ｄ
Ｖ
ぃ
け
ば

′い
拘
ヨ
伸
口
♀
い
い
ヽ
増

′貧
蝉
は
や
対
ＩＪ
や
い
や
和
】

夕判
日
や
和
】
糸
く
く
拘

。や
二
】
Ｄ
蝶
棋
的
や
い
い
里
鯉
―

夕
さ
製
ｏ
け
ば

″】
Ｄ
Ｎ
】
料
理

紀
Ｎ
日
蝉
や
和
ｐ
磯
拠

′Ｓ
理
は
や
対
ＩＪ
や
い
や
和
】

′対
ＩＪ
や
和
】
Ｇ
い
対
わ
く
― ０製

Ｒ
終
糸
い
掩
緯
耐
い
と
対
や
二
】
Ｄ
申
糾
点
二
ヽ
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Ｓ
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Ｓ
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Ｄ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｆ
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Ｎ
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Ｇ
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Ｇ
Ｄ
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翌
蝶
棋
料
皿
〓
】
「
―
モ

。や
二
】
Ｄ
棋

郎
Ｎ
Ｄ
な
雌
二
や
Ｇ
照
軍

さ
終
】
Ｄ
忌
四
】
二
●
望
Ｘ
軍
き
は

デ
ミ
旺
畑
虹
揮

。翌
０
名
や
二
】
卓
や
蝶
Ｓ
Ｉ
堂
照
軍

。や
二
】
ミ
抱
棋
駅
′ミ
れ
や
穐
壇
連
霊
四

。ニ
ミ
ミ
抱
軽
堰
岨
雌

夕帥
ミ
ニ
や

せ
】
Ｇ
や
い
ヽ
Ｄ
Ｗ
コ
抱
Ｄ
使
巾
捜
田
景

メ
ミ
ニ
冬
二
】
Ｄ
里
い
ヽ
二
や
ミ
な
い
堂

連
】
嶋
皿
ｌＪ
冬
田
】
毒
と
、
て

。や
二
】
Ｄ
Ｎ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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０
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０
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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０
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Ｇ
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収
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Ｇ
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０
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Ｇ
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３
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Ｇ
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Ｎ
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Ｒ
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Ｎ
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ＯＤ
些
】
代
】
０
佃
Ｄ
綿
】
Ｅ
Ｉ
旺

姿
わ
神
望
神
韓
Ｇ
日
メ
ミ
Ｇ
二
や
せ
Ｘ
Ｈ
Ｇ
や
Ｖ
二
０
翌
０
な
神
二
や
占
糸

申
盟
鞄
終
忌
郎
Ｇ
ミ
ト
ふ
小
Ｇ
押
Щ
く
′さ
キ
判
や
〓
軽
劇
Ｇ
お
け
ば
Ｊ
一や

対
対
や
卜
軽
モ
糸
二
や
二
】
コ
な
杷
や
伸
撻
烈
ロ

タさ
れ
鳴
や
ホ
求
暖
や
畑
様

。こ
Ｄ
些
】
ゅ
二
】
雫
劇
神
経
姿
】
占
わ
里
邸
林
Ｇ
Ｄ

な
障
や
田
皿
　
‐
Ｆ
↓卜
牟
椎
Ｄ
】
Ｄ
判
翻
様

丁
ミ
や
ミ
牟
糸
名
い
や
旧
や
報
田
】

担
響
謡

ガ
Ｏ
Ｄ
巴
】
Ｄ
海
軽
ｐ
Ｅ
Ｉ
虹
饗

′理
性
】
●
や
望
蝶
村
Ｇ
神
四
く

夕ｐ
糸
や
Ｇ
旧
喜
Ｇ
堅
悪
対
組
様

メ
デ
０終
二
】
ｏ
や
里
陣
〉
単
申
直
環

ぎ

投
二
や
Ｎ
悪
捜
名
ミ
や
メ
デ
０
や
と
捜
ロ
ロ
Ｇ
て
判
ＩＪ
二
や
ミ
付
ヨ
ロ
〓田
皿

。こ
Ｄ
些
】
持
】
Ｄ
経
筆
】
士
電
里
な
れ
知
や
γ
Ｏ
】
Ｄ
釈
敵

や
い
け
ば
Ｇ
お
齢
叶
紀
Ｇ
軍
費
帥
Ｓ
Ｉ
い
と
か
ヽ
の
Ｏ
の
】
Ｄ
対
装
組
軍
翠

↓

終
と
】
占
製
ミ
駅
Ｇ
士
投
電
「
―
キ

タ製
ヽ
ガ
０
収
ミ
他
経
軽
】
虹
懇
Ｎ
柿

難
悧
Ｇ
塩
軍
Ｇ
佃
球
二
終
虻
伸
や
や

メ
デ
０
や
二
】
い
や
翌
寝
証
四
さ
買
い

照
伸
Ｅ
世
や
超
照
Ｇ
や
岨
雌

，】
二
０
望
「選
提
Ｇ
“
球
二
や
球
や
や
や
」

ガ
一
投
Ｄ
建
寮
や
刊
ＩＪ
〉

二
】
士
電
翌
な
れ
夕的
終
ｙ
つ
】
Ｄ
黙
榔
伸
お
け
ば
Ｇ
さ
い
叶
紀
Ｇ
軍
翌

″い
や

却
軽
古
榊
糸
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
対
や
鮒
韓
Ｇ
帥
ふ
―
い
工
小
キ
の
Ｏ
の
Ｇ
と
組

車
費

‐
す
一や
対
対
経
鑑
Ｇ
電
ヽ
―
指
Ｇ
齢
卜
か
十
や
Ｇ
ミ
ト
ふ
小
や
い
や
ば

。や
ミ
拒
馴
や
里
全
世
い
０
や
】
Ｄ
ヨ
ニ
硬
伸
些
い
や

栞
峰
Ｇ
郎
祖

′ｅ
距
や
お
祖

丁
ミ
判
ＩＪ
ｙ
Ｏ】
Ｄ
捜
眠
抱
韓
祖
Ｇ
駅
撻
慨
和
】

ミ
暉
二
撃
叶
叫
対
や
怪
翠

′抱
朝

″い
運
い
夕『
や
韓
祖
Ｇ
韓
Ｅ
や
電
捜
隠

。こ
Ｄ
些
】
Ｏ
二
】
Ｄ
標
眠
や
韓
祖
や
こ
理
隠
夕柿
い
な
や
】
や
拙
和

峰
里
二
肛
里
控
―
夕い
製
●
お
や
】
Ｄ
＄
投
Ｎ
Ｇ
や
せ
ミ
軍
二
尊
地
や
持
樽
張

ト ヽ 心 H ト ヽ

くや
二
Ｗ
Ｄ
騨
料
ヽ
コ
四
脚
冬
田
皿
『
糸
や
Ｄ
単
日

里
畑
様

′的
や
ｙ
Ｏ
】
二
●
望
埋
―

下
一ミ
伸
ほ
〉
Ｄ
抱
や
〉
や
担
】
Ｇ
や
Ｓ
「

″Ｄ

承
昧
伸
帳
ヨ
撫
字
的
）
Ｄ
や
ミ
０
と
負
ヨ

ガ
０
や
と
】
ミ
的
壁
誤
目
壁
』
睡
Ｎ

‥
や
二
】
ミ
製
畦
名
Ｄ
な
障
や
田
皿
タト
な
紀
】
０
こ
増
製
や
０
こ
と
ユ
躍
ヽ

。や
二
】
ミ
他
や
糸
翌
製
饉
ュ
盟
村

メ
つ
０
や
】
０
難

卜
や
望
業
隠
ｌＪ
，
さ
鳴
名
翠
饉
硬
Ｇ
語
陣

）
輔
名
悪
付
Ｇ
＝
£
捉
や
る
▼
０
旧
里
糾
囲

。こ
Ｄ
単
】
ヽ
】

０
海
軽
】
匝
―
虹
揮

″出
性
Ｖ
ｏ
や
望
球
対
Ｇ
神
四
く

，Ｗ
毛
や
Ｇ
旧
喜
Ｇ
邸
喜
判
翠
朝

郎

メ
デ
つ
神
二
Ｖ
●
終
望
帥
〉
票
や
謂
咽

，
い
世
二
や
巾
透
標
名
ミ
や
メ
ミ
ニ
や
母
鶴
口
日

Ｇ
ぐ
判
日
二
や
ミ
な
ヨ
里
口
皿
夕Ｖ
Ｏ
対
せ
く
終
拘
。や
二
】
ｏ
終
せ
い
ヽ
や
督
名
韓
神
対
や

士
歴
や
小
ふ
卒
Ｇ
て
転
ハ
い
て
，製
拒
メ
０
や
抱
】
避
対
ＩＪ
ｙ
Ｏ
Ｗ
士
長
ヨ
望
ま
望
田
皿
′£

製
ム
や
Ｒ
ｕ
笙
膨
嶋
皿
ｌＪ
母
神
山
く

，い
縄
】
ｏ
お
対
招
中
榔
購
智
糸
ｌ
ｓ
ｉ
て
▲
Ｈ

。や
二
】
Ｄ
抱
獣
退
避
佃
軒
二
や
球
や

や
字

′】
雄
極
Ｇ
対
や
ハ
ｍ
小
―
ト
ー
ロ
虹
揮

′ｅ
製
や
二
糸
Ｒ
い
稲
Ｄ
】
０
ヨ
求
】
埼
蝶

。や
こ
】
Ｄ
眠
再
Ｎ
韓
祖
Ｇ
代
球
言
ミ
や
ミ
や

）
や
せ
膨
韓
祖
Ｏ
Ｅ

′蜘

。収
二
】
Ｄ
眠
導
Ｎ
韓
祖
Ｇ
代
虫
里
哀
寧
ミ
や
ミ
や
′さ
増
】
韓
佃
や
こ
慨
隠

。収
●
糸
や
饉
】
Ｇ
中
や
二
】
ミ
牟
彗
】
四
隠
″】
Ｇ
中
Ｏ
Ｅ
対
諾
退

Ｇ
摘
苺
道
韓
祖

丁
く
や
二
】
Ｄ
眠
導
伸
Ｇ
や
ニ
ト
や
代
駅
露
Ｇ
く
早
饉
代
樽
張

。収
●
条
韻
掩
Ｄ
瞳
Ｇ
祖
韓

）
や
避
ｐ
旺
田

庶
や
電
製
隠

メ
ミ
型
対
日
Ｇ
『
二
■
字
と
思
】
〉
騨

′】
ミ
革
里
韓
祖
Ｇ
な
ミ
や

〓
神
Щ
く

。や
碍
】
韓
祖
ハ
ｗ
い
ヽ
笙
猛
―

夕さ
紀
】
Ｄ
眠
導
Ｎ
韓
祖
Ｄ
Ｅ
Ｋ
虹
畑

○ ① < □ 0 ○ ① < □

ネ
Ｈ
二
や
と
ミ
Ｎ
憩
Ｏ

（帥
判
撃
Ｇ
ミ
革

・難
騨
Ｇ
ほ
買

″蝉
騨
Ｇ
Ｅ
堅
ヨ
ま

″忌
郎
Ｇ
ヨ
ま
と
や
二
】

Ｄ
ぷ
浦
里
芸
隠
や
田
翻
Ｇ
や

″】
田
Ｓ
糸
惑
票
Ｇ
や

′せ
矩
蝉

や
占
名
申
螺
卜
建
伸
わ
や

。や
二
】
Ｄ
や
理
由
や
い
ヽ
や
卜
や
】

〉
や
占
会
や
駅
里
軽
相
せ
■
口
″い
ヽ
二
や
的
な
収
や
伸
瑠
日
電

翻
台
里
帥
抵
隠
字
神
四
く

タミ
棋
伸
Ｄ
”
陣
や
コ
田
Ｇ
神
山
く

棒
ば

（ｒ
撃
棋
Ｇ
栞
ｔ
順
朝
証
口
Ｓ
）

旺
ｇ
Ｇ
韓
佃
Ｇ
代
黙
覇
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
里
Ｇ
や
収
ミ
延
二
撃
穐
ｓ
判
わ
く
―
神
四
く

″笙
齢
帥

夕持
樽
環
字
母
無

′
お
紀
】
ｏ
選
出
韓
ｄ
や
こ
幽
隠

∞
０

，
守

”
Ｎ

う
わ
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。こ
Ｄ
母
】
ｔ
翌
３
庫
な
名
や
０
条
捜
申
ミ
Ｇ
神
Щ

く
〉
て
や
や
申
則
―

。や
鳴
】
暉
帥
二
製
Ｄ
里
Ｓ
Ｋ
】
〓
Ｇ
Ｄ
な
陣

′
さ
鳴
糸

惟
郎
Ｇ
ｔ
約
〉
製
的
や
髄
電
州

″投
翌
錠
傘
や
案
雇
使
用

′世
望
お
半
齢
相

″貯
梅
神
Ｇ
い
や
製
二
字
普
Ｇ
て
Ｇ
や
製
●
単

′翻
儒

″わ
報
準
祖

夕料
甚

。こ
Ｄ
距
）
０
こ
】
ｅ
ぷ
里
ネ
Ｈ
翌
コ
傘
増
０

終
や
０
離
暉
里
毛
♀
霊
ヽ
口
や
捜
年
Ｇ
い
『
わ
く
―

″鞄
や
や
ト
ネ
Ｈ
里
末

さ
Ｓ
ｓ
収
Ｄ
眠
撃
や
代
や
対
″Ｄ
硝
裡
Ｎ
撻
率
Ｇ
観
♀
碑
年
卜
醤
Ｇ
神
四
く

。こ
Ｄ
単
】
０
こ
】
Ｄ
胆
翻
〓
里
明
障
撃
念

業
里
準

。や
ミ
＝
馴
糸
対
日
ｙ
っ
】
代
里
こ
佃
霊
コ
や
“
Ｄ
Ｏ
酸
せ
貯
卓
思

則
装

′Ｄ
憲
脱

夕Ｄ
蝉
騨
や
―

白ヽ回
べ
終
糸
拒
縄
紀
字
К
ハ
い
て
相
無
Ｇ
苺
組

メ
Ｒ
い
知
笙
】
持
】
Ｄ
二
躍
【縄

Ｎ
ミ
導
『
や
い
な
や
や
卜
、
い
ヽ
卜
Ｇ
村
梅

′く
ヽ
て
と
卜
Ｇ
斑
Ｒ
即
摘

′船

翠
字
Ｓ
、
Ｈ
卜
巴
騨
回
嘉
叶
翌
「
報
求
Ｇ
帥
軽
懇
軽
凹
報
蝶
字
に
選
球

ト や ト 半

。や
】
ミ
抱

ネ
Ｈ
里
い
ヽ
二
べ
て
祖
的
や
と
や
さ
樹
字
明
Ｇ
郎
祖
製
●
碍
里
神
硬
く
Ｇ
ヽ
寧

。棋
二
】
ミ
れ
ネ
Ｈ
貯
や
士
●
神
や
や

対
さ
製
Ｄ
里
祖
代
ミ

′】
や
や
増
里
甜
禅
挙
卜
醤

′摘
装
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―
神
に
く

。や
二
Ｗ
Ｓ
駄
い
ヽ
や
卓
く
さ
難
Ｎ

馴
梓
Ｇ
さ
判
ゎ
く
―
神
山
く

‐十
一州
経

”や
二
】
Ｄ
饗
日
里
と
や
い
樹
♀
と
こ
皆

。や
ミ
ヽ
酬
掩
暮
と
や
い
ヽ
や
半
里
理
―

夕わ
瓢
Ｎ
準
祖
仙
い
翌
ド
ニ
Ｈ

夕Ｒ
神
伸
州
拒

′】
虹
揮
対
神
Щ
く

夕】
Ｄ
対
Ｄ
お
陣
Ｇ
「
―
そ
ト
ー
ミ
ふ

″
お
増

】
念
韓
や
Ｓ
Ｋ
Ｇ
卜
ふ
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

′■
な
醸
翌
対
日
卜
製
提
や
遷
祖
字
韓

鮮
穏
無

′饉
郎
祖

ガ
Ｏ
Ｄ
些
】
代
】
Ｄ
経
饗
伸
ネ
Ｈ
や
柚
】
】
電
「
１
モ

タと
地

や
と
や
い
樹

′堅
冬
報

。翌
Ｑ
ミ
や
二
】
ミ
拘
名
ネ
Ｈ
Ｇ
鞄
や
士
セ
さ
樹
収
●
“

望
ヽ
寧

′膨
Ｇ
や
二
】
栄
】
く
田
里
「
―
モ
や
Ｇ
や
製
Ｄ
即
冊
】
は
瞳
Ｇ
摘
退

。製
ミ
な
紀
】
Ｄ
ぷ

′】
い
や

〉
里
て
祖
母
神
四
く
Ｇ
最
―
】
Ｓ
酬

）
和
Ｋ
亀
よ
い
Ｓ
笙
叫
Ｇ
艦
臨
Ｇ
祖
田 ０や

二
】
ミ
拘
蝉
黎

′さ
縄
】
ミ
抱
掩
ふ
小
Ｈ
卜
】
二
い
里
明
庫
撃
Ｇ
耶
祖
字
冬
Ｋ

。や
二
】
Ｄ
聴
硝
望
証
Ｄ
Ｓ
小
Ｈ
卜
や

貯
Ｄ
ぷ
て
祖
Ｇ
神
理
く

′い
縄
】
Ｄ
申
＝
市
―

己ヽ
ミ
Ｇ
や
ヽ
終
縄
０
名
照
対
拒

。や
二
】
ミ
抱
蝉
宴
Ｇ
眠
再
麟
軽
念
業
字
叫
篤
軽
郎

祖
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―
夕Ｄ
蝉
熙
Ｎ
Ｉ

己ヽ
ミ
や
ミ
村
縄
縄
字
К
ハ
い
て
相
承
Ｇ
進
畑

。収
ミ
０
ば
や
択
″つＤ
榊
名
ミ
恕
朗
苺

，ｐ
念
棋
降
名
翻
抑
″蝉
慰
Ｇ
眠
再
斎
軽
念
Ｋ
や
明
麟
蝶
椰
祖
Ｇ
さ
母
わ
く
―

。棋
ミ
な
ば
終
い
嘩
や
里
対
や
０
や
紀

夕製
拒
。や
ミ
Ｏ
Ｓ
終
穐

Ｘ
Ｈ
字
壇
ロ

タ
い
縄
】
Ｄ
叫
時
掩
総
忌
】
二
０
翌
的
や
翌
郎
穏
Ｇ
菫
再
念
軍
や

聾
轟
―

Ｂヽ
択
メ
ミ
や
二
名
神
四
く
収
●
投
伸
盟
想
査
Ｇ
鞘
軽
娯
倉
字
眠
』
挫

○ ① ⑥ < ロ ○ ① ③ < □

き

■

Ｆ

き

日

・
に

民

郎

眉

望

口

や

ｅ

ユ

い
ｕ

う

く

―

甲

口

く

Ｄ

。や
二
】
Ｄ
や
求
Ｈ
Ｇ
と
と
い
樹
終
い
や
Ｄ

二
縄
″０
０
０
対
択
Ｒ
翻
摘
製
コ
ミ
碍
里
襲
羊
怪
蝉
Ｇ
貯
眠
ト

白緯
竪
字
弾
翠
装
哺
Ｇ
帥
卜
醤
口曽
雪
Ｇ
い
対
わ
く
―
神
山
く

盟
騨
Ｇ
菓
革
麟
竪
組
求
Ｇ
京
寧
Ｏ

。や
二
）
０
蝉
宴
や
ヽ
縄
縄
】
０
増
や
苺
付
ロ
ー

′申
К
ハ
い
て

相
承

″Ｈ
陣
軽
冬
ヽ
字
―
い
ロ
ミ
藤
撃
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―
神
理
く

ゆ
章

一
”

ヽ
０

- 2 9 -



。こ
Ｄ
些
】
冬
】
０
経
揺
や
里
Ｓ
ミ
や
卜
望
撻
ド
や
判
日
や

ギ
抱
や
郎
祖
里
鯉
―
翌
世
製
尺
ヽ
名
培
隠
ｌＪ
タミ
拒
ガ
っ
０
匹
】
代
】
０
佃
Ｄ

縮
】
Ｄ
対
Ｒ
い
増
Ｇ
椰
ｄ

）
和
Ｋ
と
臨
胆
や
て
祖
里
鯉
―
や
Ｇ
や
Ｏ
Ｅ

ガ
０

Ｄ
些
】
冬
Ｗ
Ｄ
抱
ネ
Ｈ
Ｇ
眠
再
Ｇ
く
―
て
く
『
や
や
卜
雑
無
伸
ミ
〔
―
ト

ガ
Ｏ
Ｄ
馬
一

Ｗ
Ｄ
経
軽
Ｒ
絋
や
く
英
】
二
０
里
総
腰
Ｇ
「帥
祖
」
″】
Ｄ
対
日
蝶
Ｇ
Ｄ
な
雌

Ｇ
担
】
な
や
「
―
そ
ト
ー
ミ
ふ
一
二
判
や
て
祖
〉
Ｄ
黙
Ｎ
Ｇ
や
Ｄ
Ｅ
な
糸
い
尊

椰
祖

′料
種

ガ
っ
０
世
】
Ｄ
経
軽
里
い
ヽ
ｙ
っ】
く
韓
伸
ハ
ｍ
小
―
ト
ー
回

′′つ

な
や
】
Ｄ
難
即
】
Ｄ
『
電
軍
世
終
部
笙
対
日
や
卜
や
昨
祖
里
鯉
―
対
神
四
く

ガ
つ
０

些
】
Ｑ
二
】
０
経
軽
ｐ
旺
揮
申
Ｒ
３
鳴
Ｇ
い
や
題
字
幅
田
臆
わ
０
黙
や
邸
祖

里
鯉
―

百
下
ヽ
こ
や
な
や
里
押
製
毛
一
二
対
Ｒ
Ｉ
や
ミ
拘
Ｓ
ｔ

夕や
卜
Ｓ
ｔ

。や
ミ
お

ｅ
栄
絶
墳
預
や
名
字
霊
£
和
夕】
士
わ
里
撃
Ｈ
料
皿
押
遵
付

″】
Ｇ
や
や
名

や
Ｏ
里
挺
蝉
Ｇ
糧
＝
Ｇ
】
Ｄ
対
く

″母
球
森
Ｇ
対
ｌＪ
や
ミ
障
れ
か
ヽ
本

夕終
や

。と
収
二
躍
経
軽
申
駆
由
抱
旺
欝
終
い
ヽ
や
和
ｐ
墳
夜

穐
旺
欝
や
旺
尊

メ
ミ
や
ミ
０
や
郎
や
抱
思
Ｋ
Ｇ
帥
ハ
ｍ
小
―
ト
ー
回
Ｇ
旺
聾

ト ヽ 心 ト ヽ

。収
二
】
ミ
抱
や
ユ
ー
格
■
や
ヽ
里
士
誼
盟
‐――ＩＥ
二
や
±
３
約

。収
ｏ
増
名
転
田
撫
や
名
字
震
′】
判
ＩＪ
や
対
伸
部
祖
翌
報
―

。収
二
】
ミ
抱
里
糸
字
軍
Ｎ
ｓ
庫
皿
夕
さ
薗
順
や
翌
Ｒ
Ｇ
翌

″翌
い
。製
二

Ｗ
Ｄ
難
Ｈ
望
い
ヽ
や
和
】
終
帥
想
】
嶋
皿
ｌＪ
〉
て
や
や
″
い
幽
翌
埜
〉
や
±
３
抱
百
一

Ｒ
神
輔
苺
負
ユ
ー
格
卜
奎
旺
聾

。
や
二
】
Ｄ
伸
陣
田
里
躍
―
】
旺
鱒

夕伸
把
く

。収
二
】
Ｏ
ｔ

や
ユ
ー
格
本
〉
や
と
い
れ
０
後
や
ミ
燃
伸
梅
付
〉
０
黙

″Ｄ
伸
帥
祖
里
鍵
―
や
旺
聾

。や
二
】
て
祖
】
に
蝶
Ｇ
哀

】
Ｄ
＄
姓
Ｎ
祖
田
〓
虹
欝

夕台
ミ
ニ
や
〓
０
翌
叫
祖
Ｄ
Ｅ
〉
ぷ
掩
Ｋ
Ｉ
て
Ｋ
陣
祖

。や
′Ｏ
Ｗ

●
対
】
に
蝉
Ｇ
哀
伸
珊
輪
】
Ｄ
対
推
霞
世
謹
モ
饉
郎
祖
Ｇ
旺
釜
ヽ
―
モ
ト
ー
ミ

ふ
】
〓
Ｇ
霞
緊
鍬
篠
Ｇ
装
細
く
英

ぷ
ミ
椎
里
ュ
ー
格
■
〓
〓
齢
祖
Ｇ
神
山
く

。や
二
】
ミ
抱
く
臓

″Ｄ
耐
選
伸
菓
キ
製
本
Ｇ
ミ
や
ミ
や

。や
′０
】
Ｄ
準
棋

】
占
Ｅ
翌
料
皿
Ｇ
梨
益

夕
３
紀
Ｖ
ミ
抱
や
名
ふ
小
Ｈ
卜
邸
本
や
博
ふ
小
Ｈ
卜
製
益

。
や

ニ

Ｗ
ｏ
峰
申
難
棋
翌
占
Ｅ
里
料
皿
″
３
縄
】
Ｄ
蝉
宴
い
ヽ
せ
ュ
ー
小
申
ハ
ー
ふ
Ｋ
梨
益

。と
０
世
や
く
韓
い
麟
里
電
蝉
偲
望
黙
Ｈ
梨
本

″ｐ
Ｇ

や
ミ
沖
縄
や
Ｒ
Ｇ
眠
導
小
「
末
。′０
や
二
】
ミ
抱
や
里
輩
〓
ふ
小
Ｈ
卜
梨
本

″】
四

製
や
卜
耐
赳
巾
ミ
い
『
糸
製
●
鳴
終
竪
ぶ
逆
世
製
ミ
名
い
て
お
ヽ
■
ミ
神
に
く

。や
ミ
傘
名
条
い
亀
和
対
二
や
毛
二
望
Ｋ
Ｉ
ヽ
く
各
帥
雅
縮
梨
益

Ｇ
郎
監

′Ｓ
翌
や
や
釈
名
押
担
珊
Ｇ
爺
尊
口
い

″収
祖
。や
増
や
和
対
二
終
二
】

ミ
和
Ｄ
墳
預
担
】
再
苺
口
樫

メ
ミ
や
二
穐
神
理
く
や
郎
鳴
掩
貯
緯
ぬ
ヽ
ュ
尊
監

○ ③ ⑥ < □ ○ ① ③ < 口

黙
棋
や
和
粋
Ｇ
対
ｌｊ
わ
０
黙
伸
邸
祖
Ｏ

。や
二
】
０
い
〉
や
と
い
抱

や
ユ
ー
格
ヽ
や
卜
張
里
帥
Ｄ
と
日
て
祖
♀
直
襲
Ｇ
末
て
佃

夕な

名
や
て
ｄ
ｐ
ｔ
Ｄ
球
翌
鍵
―
伸
怖
祖
Ｏ
Ｅ
対
神
四
く
や
旺
揮

梨
本

（Ｎ

難
棋
梨
益
Ｇ
ミ
国
製
Ｄ
壇
里
ハ
ー
ふ
Ｋ
業
本
Ｏ

。や
二
】
０
韓
申
軽
棋
翌
占
Ｅ
里
Ｈ
皿
Ｇ
製

益
字
製
本
Ｇ
】
▲
ヽ
二
′Ｄ
蝉
騨
や
ハ
ー
ヽ
て
梨
益
Ｇ
さ
対
わ
く

―
神
Щ
く

百
ふ
ヽ
や
氷
Ｗ
二
や
０
眠
思
い
聾
や
和
】
申
Ｏ
や
紀

卜
や

わ
や

”
わ

寸
一
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。こ
Ｄ
些
▼
冬
】
０
経
饗
や
Ｘ
Ｈ
Ｇ
や
日
生
―
く

‐Ｆ
再
対
対
お
け
ば
Ｇ
虹
揮

。二
翌
ミ
抱
授
翻
里
抱
ヽ
埜
い
や

末
占
糸
Ｇ
ほ

″Ｄ
理
庫
念
十
里
々
各
服
字
幅
降
Ｇ
く
終
ｌＪ
″母
世
Ｇ
野
艦

。こ
Ｄ
〕
】
０
佃
Ｄ
牌
】
匝
―

旺
懇
帥
ハ
ｍ
ハ
ー
ト
ー
回
い
ヽ
や
和
】
蝶
拭
】
ｅ
伸
や
無
く
Ｅ
尊
重
】
Ｄ
判
難

皿
ミ
ぷ

″よ
ヽ
〉
て
や
や

″饉
控
歴
世

ガ
っ
Ｄ
雄
Ｗ
代
】
Ｄ
経
軽
巴
陛
里
や
判

推
運
世

′無
回
い
ヽ
や
尺
や
里
酬
時
せ
ヽ
′さ
難
や
邸
触
姫
瑚
Ｇ
さ
判
わ
く
―

。こ
製
ミ
抱

ミ
駅
里
黙
棋
や
Ｓ
Ｄ
球
や
無
く
０
名
や
０
ヨ
和
古
里
０
約
や
馴
峠
Ｇ
く
そ
拘

夕『
や
占
名
無

‐――ＩＥ
♀
Ｘ
Ｈ
Ｇ
推
躍
世

夕】
Ｄ
預
翌
Ｒ
二
終
＝
赳
掩
嘘
里
役
く 。

′
０

製
Ｄ
せ
緊
翌
経
軽
や
和
Ｅ
に
】
£
佃
や
ハ
ｍ
小
―
ト
Ｉ
Ｅ
夕】
や
牟
瑠
里
酬
峠

♀
蝉
和
捜
＝
Ｇ
】
拒
付
Ｇ
く
終
「

デ
Ｒ
や
碍
や
ｐ
妊
や
韻
田

′奎
無
く
躍
悪

。こ
Ｄ
些
】
持
】

Ｄ
続
揺
叫
伸
嘉
回
字
（Ｗ
Ｓ
佃
や
延
尊
〉
て
や
や
）
Ｅ
世
】
Ｄ
蝉
騨
巾
地
終
邸

翻
捜
対
Ｇ
神
瑠

ざ
収
二
ほ
デ
ミ
●
Ｄ
伸
馴
博
Ｇ
く
終
ｌＪ
里
鞭
韓
Ｇ
日
望
い

れ
や
は
対
二
や
穐
珊
峠

″】
Ｇ
二
〉
里
Ｄ
ヨ
せ
珊
持
翌
電
蝉
揺
対
や
鳴
名
昧
曝

ト 半 ト や 心 H

。や
′つ
】

Ｄ
理
由
念
十
里
生
ヽ
い
卜

ぷ
製
Ｄ
即
緯
】
と
糸
無

―――ＩＥ
製
Ｄ
胆
榔
押
翌
Ｒ
Ｇ
田
回

。や
二
Ｖ
Ｄ
健
直
せ
生
や
い
卜
″―
小
て
、
い
卜
′的

や
や
卜
と
条
ほ
〉
や
と
い
拘
い
ヽ
二
や
ミ
各
車
転
母
さ
や
ュ
′
い
薗
申
嘘
や
望
Ｒ
Ｇ
い
四
Ｇ
翠

。製
″０
】
ミ
抱
即
縮
〉
や
と
い
抱
″対

い
や

′い
ミ
な
ば
担
日
弾
や
い
ヽ
卜
事
】
Ｄ
ヨ
里
祇

′小
日
伸
嘘
や
望
択
Ｇ
田
匝

。楔
ミ
な
せ
亀
旧
蝶

や
卜
伸
二
亜
二
缶
札
眠
二
Ｈ
紀

′″め
ヽ
Ｏ
Ｗ
と
眠
伸
卜
生
里
Ｇ
や
二
終
く
Ｇ
〓
眠

単
里
〓
Ｇ
▲
ヽ
エ
タ収
相
夕さ
収
二
】
い
や
里
＝
村
ミ
占
極
名
卜
生
里
〓
眠
導
ぬ
ヽ
二

。収
ミ
な
ば
糸
需
鵬
捉
士
ヽ
逆
壇
薗

夕Ｓ
＄
上
捜
孜
Ｇ

貯
黙
怒

″翌
い
。製
二
▼
ミ
傘
い
や
握
Ｇ
神
陛
く
Ｇ
翠

デ
ミ
と
条
ほ
Ｇ
絆
購
Ｇ
て
梨
益

。製
二
】
ミ
拘

や
終
ぷ
Ⅸ
や
条
露
ｅ
的
い
ヽ
や
和
】
賀
く
〉
ヽ
や
世
ば
対
お
世
Ｏ
ｅ
名
さ
判
わ
く
―

。や
二
】
Ｄ
黙
ば
い
ヽ
や
和
ｐ
無
く
さ
〉
Ｏ
ｅ
里
田
皿

′地
や
抱
叫
Ｇ
運
世
無
く

夕隷
回
や
推
延
世

夕】
コ
や
佃
里
割
様
Ｇ
３
対
め
く
―

。や
二
】
Ｄ
黙
Ｈ
地
終
〉
想
Ｎ
装
嶋
〓
望
く
ニ

や
和
】
終
く

，い
ヽ
里
撻
革

。や
二
】
Ｄ
蝶
ば
申
ぐ
く
】
や
や
佃
里
馴
韓
Ｇ
く
終

。や
二
】
●
や
里
無
く
Ｇ
■
握
ｔ

，
ｓ
Ｓ
絶
□
組
く
回
０
興

。や
二
】
●
終
対
巴
騨

回
Ｎ
照

）
喘
や
Ｒ
や
二
盤
無
く

メ
ミ
や
３
】
ミ
お
半
〓
ぷ
婚
や
柚
ｐ
終
く
田
い

。や
二
】
ミ
な
Ｓ
Ｘ
里
末
ふ

と
推
Ｅ
世

デ
ミ
や
二
】
い
や
里
再
装
や
和
】
□
い
と
組
く

さ
ヽ
せ
馴
様
や
隠
苺

。や
二
】
ミ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
名
臣
世
字
口
無
く
と
埜
駅

′粋
母
日
Ｇ
対
る
や
ニ

】
ｐ
笙
馴
持
Ｇ
Ｏ
条
伸
理
く

デ
ミ
や
鳴
ｐ
選
Ｆ
無
く
や
】
●
二
担
卓
碍
掩
酬
博

○ ① ③ < 田 ○ ① ③ < □ 0

理
薗
Ｇ
ぐ
貯
台
害
相
字
林
持
Ｇ
世
梨
本
Ｏ

。や
二
】
●
峰
】
Ｄ
理
由
里
１
小
て
ヽ
い
い

夕台

告
服
字
幅
持

′笙
墳
孜
Ｇ
縦
玉

′講
選
手
Ｓ
ｔ
】野
緯
Ｇ
梨
業

窯
く

（０

黙
棋
組
く
世
や
傘
増
里
馴
韓
Ｇ
い
対
わ
く
―
神
に
く
Ｏ

（帥
嘉
回

′抱
叫

′番
Ｅ
世
）
。や
二
】
Ｄ
黙
Ｈ
翌
い
ヽ
や
和
ヤ

終
無
く
投
二
や
●
〉
′コ
や
碍
望
酬
峠
Ｇ
ｓ
対
め
く
―
神
理
く

０
０

つ
０

い
０

０
わ
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。こ
Ｄ
些
】
Ｇ
二
】
や
韓
さ
麟

】
と
や
里
蝶
Ⅸ
尊
様

′対
や
や
半
や
「
Ｋ
３
Ｇ
捉
対
′】
Ｄ
瑠
申
掃
壇
Ｇ
〓

□
″せ
ヽ
ガ
わＤ
些
】
代
】
Ｄ
購
選
岨
障

メ
ミ
や
二
】
ミ
杓
叶
軽
な
名
や
Ｄ
蕊

騨
念
十
判
塩
幽
的
や
嘉
回
字
朝

メ
デ
０や
二
】
●
終
里
こ
狂
蝉
亀
眠
導
Ｇ
林

口
ふ
対
０
く
Ｉ
Ｗ
Ｓ
価
や
酬
博

′

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
や
難
Ｈ
Ｇ
亜
き
収
コ
傘
碍

二
“
岨
Ｇ
承
媒

″捜
キ
Ｇ
嶋
台
Ｇ
□
Ｇ
や

。こ
Ｄ
些
】
●
二
】
く
韓
い
麟
】
占
や
望
蝶
棋
聾
林

夕な
名
や
Ｏ
Ｘ
Ｈ

的
や
や
ト
ユ
ー
半
お
い
ヽ
や
仙
】
尊
く
翌
寒
皿
い
や
里
鎖
筆
や
と
拠
や
撫

′対

や
〉
田
さ
Ｎ
Ｏ
ｅ
伸
緯
な
名
や
代
紙
巾
熊
終

夕〓
里
神
山
く
や
眠
艦
伸
尊
持

。二
Ｄ
些
】
持
】
く
韓
３
麟
】
Ｄ
綿
早
や
対
芸
隠
拘

′帥

い
な
や
】
●
車
棋
望
世
Ｇ
尽
二
肛
い
糸
軍
】
「
―
モ

″
さ
せ
●
●
や
】
０
や
Ｎ

巴
騨
描
冬
二
ヽ
や
】
ｏ
や
〉
様
筆
ミ
碍
ｐ
翌
Ｆ

′Ｄ
禅
モ
里
霊
性
伸
叫
ミ
Ｇ

田
抑
想
組
Ｇ
ヽ
寧

″″っ
佃
Ｄ
綿
】
虹
揮
】
二
●
里
普
模
Ｇ
対
日
０
投
や
組
紀

。こ
Ｄ
些
】
０
こ
】
士
採
里
ミ
壇
字

蝉
皿
′Ｄ
難
棋
い
ヽ
や
和
】
酎
抑
Ｎ
巴
騨
韻
キ

タＤ
揮
堰
里
韓
吐
的
ロ
ミ
Ｇ

ミ
寧

′″っ
“
Ｄ
様
理
性
中
判
芸
隠
拘
】
二
●
翌
普
慨
Ｇ
判
日
●
姓
抱
付
紀
や

】
Ｒ
Ｇ
昧
螺

デ
ミ
や
二
】
い
や
判
判
日
ム
や
Ｄ
〓
ｓ
糸
隠
Ｇ
韻
付
や
ｐ
「
翌
黙

ト ヽ 心 ト ヽ

。や
二
】
ミ
お
母
終
ヽ
ｋ
３
Ｇ
距
朝
Ｇ
や
ヽ
縄
終
″】
Ｄ
瑠
Ｎ
爺
順
Ｇ
〓
□

捜

。や
二
】
ミ
８
半
掩
「
Ｘ
３
Ｇ
挺
＝
Ｇ
や
ヽ
紀
紀
夕】
Ｄ
瑠
や
翻

Ｇ
〓
口
。翌
二
】
ミ
抱
蝉
騨
ミ
や
ミ
や
穐
ハ
ー
ヽ
て
寧
圏
わ
ヽ
紀
Ｅ
世
聾
緩

。や
二
】
Ｄ
球
Ｈ
い
ヽ
や
れ
膨
聾
様
〉
て
や
や
″さ

庫
申
ば
里
Ｓ
輝
Ｇ
■
口
。や
二
】
ミ
抱
蝉
宴
終
ハ
ｌ
ｓ
Ｋ
尊
圏
Ｇ
い
対
わ
く
―

。や
二
】
Ｄ
旺
喜
Ｎ
飛
整
備
糸
Ｒ
Ｇ
二
な
）
轟
汁

タミ
０
縄
や
Ｒ
二
や
ミ
尊
題

。や
二
】
Ｄ
望
い
ヽ
二
や
０
伸
曝
田
と
〓
口
翌
難
１

‐Ｆ
下
ヽ
や
ミ
尊
〉
ヽ
悪

林

″地
や
い
０
や
】
ｏ
革
Ｈ

尽
二
Ｍ
や
】
よ
や
韻
田

タ

。や
二
】
士
や
０
翌
理
皿
夕を

，わ
興
Ｎ
Ｇ
や
ニ
ミ
ニ
肛
】
嶋
皿
ｌＪ
，Ｄ
襲
や
付
紀
世

二
な
や
】
ｏ
世
伸
や
養
と
里
Ｒ
や
選
Ｆ
名
珊
抑
は
弧

。や
二
】
Ｄ
黙
棋
】
や
牟
嶋
翌
ロ
ミ
や
酬
☆
Ｇ
い
判
わ
く
―

。や
二
】
０
け
ば

′Ｄ
贈
騨
〉
や
と
い
抱
伸
帥
県
率
眠
導

。や
二
】
士
終
●
里

蝉
皿
字
曖
提

′的
や
い
な
や
】
●
車
拭

′わ
拙
Ｇ
や
二
収
二
肛
】
哺
皿
ｌＪ
。や
二
】

い
０
や
】
Ｄ
即
抑
や
暉
組
や
こ
証
口
Ｇ
岨
騨
嶺
冬
】
や
や
碍
里
叫
べ
Ｇ
神
山
く

。や
二
】
●
毛
熙
】
ほ
総
帥
Ｎ
付
投
ほ
饉
神
山
く
Ｇ
地
や
判
Ｌ

メ
０
＝
Ｄ
】
和

瑠
名
ミ
ヽ
い
と
】
ミ
恒
二
ヽ
Ｄ
′穐
製
ミ
な
紀
や
よ
や
二
】
ｏ
投
Ｎ
韻
冬
芭
癌
本

ガ
０や
や
対
日
や
ミ
躍
伸
ム
把
冬

紀
Ｇ
く
寧
せ
】
ヽ
１
そ
製
＝
ガ
０や
こ
と
神
山
く
や
和
】
Ｇ
翻
抑
韻
毬
″鮮
隠

○ ③ ③ < □ ○ ① ◎ < □

禅

掛

Ｇ

聾

障

Ｃ

聾
樹
投
コ
瑠
ヽ
い
）
や
ヽ
Ｘ
コ
娘
＝
Ｇ
回
ｒ
車
両
一神
は
く
こ
黒

ミ
聾
尊

″Ｄ
蝉
騨
や
ハ
ｌ
ｓ
Ｋ
Ｇ
尊
圏
Ｇ
い
対
０
く
―
神
Щ
く

。や
二
】
●
障
伸
無

軽
棋
捜
ｕ
６
）

撃
棋
Ｇ
翻
抑
横
組
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
撃
拭
▼
Ｄ
墳
里
ば
Ｒ
や
馴
韓
Ｇ
い
対
ゎ
く
―
神

山
く

″い
ヽ
や
尺
い
名
く
終
申
翻
抑
織
翻
Ｇ
紐
口
″
さ
紀
】
ｏ
ミ

念
糸
虹
聾
や
拘
Ｓ
Ｋ
Ｇ
対
日
●
笠
申
組
縄
】
念
皿
掩
神
山
く

Ｄ
Ｄ
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。と
０
些
Ｖ
Ｏ
ａ
】
ｔ
韓

３
庫
里
懇
蝉
樫
や
里
対
拘
代
Ｄ
黙
字
普
弱
Ｇ
章
寧

ガ
ＤＤ
単
】
●
二
】
Ｄ
蝶
棋

３
尊
旧
蝶
Ｇ
樽
ヨ
字
需
尊

″ｅ
理
ば
申
対
日
や
慢
叫
Ｇ
く
Ｇ
や
字
幽
捜
朝

。二
Ｄ
〕
ｐ
や
〉
ｓ
対
や
里
『
や
而
軽
や
い
ヽ
や
柚
】
憶
州
Ｄ
ミ
軽

】
「
Ｅ
押
四
く

タミ
拒
ガ
つ０
些
】
●
二
Ｖ
Ｄ
や
難
棋
や
い
ヽ
ト
ヨ
ば
や
日
環

や
和
】
圏
捜

″轟
尊

″持
Ｄ
球

′や
臨
念
硬
蛾
０
名
や
０
理
由
出
鶴
製
順
朝

。こ
翌
ミ
や
矩
Ｄ
緯
念
十

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
名
判
ＩＪ
ｙ
っ
Ｖ
Ｄ
球
選
い
ヽ
や
ミ

な
蝶
申
ミ
導
】
二
縄
里
柿
ぷ
く
字
墳
預
世
硬
離

夕
３
紀
】
０
寝
〉
ヽ
Ｎ
「
―
指

ト
ー
ミ
ふ
や
卜
ふ
味
曝

夕担
超
翠
曝
凹
Ｒ
導
】
Ｄ
対
題
懇
卜
小
卜
ふ
小
て

。こ
Ｄ
些
】
Ｄ
駅
控
申
ふ
―
い
ュ
小
キ
Ｇ
対
神
暗

駆
軽
Ш
芭
翌
＝
ぶ
媒
Ｅ
け
や
縄
Ｇ
軽
剛
里
神
眼
Ｇ
さ
飾
叶
紀
や
鳴
掩
味
保

。こ
Ｄ
些
】
代
】
Ｑ
佃
Ｄ
綿
ｄ
＋
や

対
芸
隠
「

メ
ミ
ム
や
二
】
０
や
翌
側
瑠
名
冬
興
賦
問
皿
Ｇ
佃
曝
凹
ポ
祖
タミ

抱
蕊
騨
念
＋
判
塩
凹

メ
Ｒ
郎
壇
望
珊
終
名
命
翌
Ｇ
回
Ｎ
ｌ
ｒ
瑠
終
代
Ｇ
虹
畑

ト ヽ ト ヽ 心

。や
二
】
い
０
や
】
●
峰
〉
や
翻
難

Ｎ
対
ｌＪ
や
胆
蛙

′対
日
や
抽
】
Ｇ
く
終
拘

′帥
代
翌
ミ
ぶ
曜
択

メ
０
求
韓
祖

夕埜
蛙

。収
二
】
ミ
抱
】
袋
や
ヽ
れ
ヽ
抱
亀
対
ｌＪ
終

Ｄ
黙
や
雨
尊
帥
翠
穏
♀
３
尊
帥
祖

。投
二
】
ミ
抱
や
掩
裡
臓
や
い
ヽ
ト
ヨ
ば
申
齢

日
岬
や
抽
膨
盟
捜

″悪
軽

″代
０
黙

夕や
臨
念
胆
叫
な
名
や
Ｄ
壇
日
Ｎ
鑑
蝉
輝
＝

。や
二
】
０
な
や
】
０
姓

Ｎ
榔
週
や
ム
掩
い
や

″鞄
や
や
■
里
田
皿
】
０
壇
里
冬
監
Ｇ
神
山
く
饉
榔
田

″
３
増
名
郵
へ
雨
惑
と
興
求
・帥
掌

メ
，
な
や
】
Ｄ
埜
蛙
】
嶋
皿
神
Щ
く
饉
側
配

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
名
い
尊
日
環
や
い
キ
〉
照
亀
さ
判
わ
く

―

′′０
な
や
】
０
や
や
使
電
朋
字
と
名
和
朝

。や
鳴
】
念
十
降
名
と
名
和
お
製
せ

Ｇ
て
い
対
わ
く
―
神
山
く

す
ミ
や
二
】
ミ
拘
と
隈
眠
せ
旧
蝉
Ｇ
的
終
判
「
冬
Ｄ
黙

，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。や
鳴
】
い
ヽ

二
や
奇
後
榔
翠
や
や
睡
】
二
●
里
郎
祖
二
や
や
糸
ヽ
翌
捜
劇

メ
ミ
製
二
】
０
ヨ

眠
伸
旧
容
や
い
ヽ
や
和
】
盟
輝
な
名
や
０
理
由
や
鑑
章
順
対
鞄
や
郎
導
雲
字
埜
蝶

。
や

ミ

な
や

】
儘

夕
３
製
Ｄ
綿
軍
里
騨
順

夕さ
終
】
ミ
庫
さ
名
●
０
名
軽
期
判
ぷ
凹
と
０
い
名
条

。や
Ｒ
峰
里
騨
ば
や

】
帥
謡
軍
や
抱
冬
な
糸
野
田
，ｐ
悪
準
や
和
ｐ
儘
駅
里
綱
皿
や
】
巡
占
０
３
糸
糸

。や
ミ
に
里
ｋ
ｌ
ヽ

Ｋ
や
壇
預
〓
里
世
硬
離

″製
ヽ
。や
和
ｐ
謡
軍
里
離
は
里
帥
極
懇
軽
凹
饗
蝶

。こ
や
二
】
柏
】
翌
懇

′■
ミ
図
〉
＝
ｒ
Ｒ
饗
期

丁
ミ
や
増
笙
極
懇
軽
凹
蝶
理

。二
や
ミ
ーーーＩＥ
『
ｄ
十
絶
軽
選
鞘
製
Ｇ
対
ぶ

曝
Ｅ
け
や
郎
穏
翌
世
硬
離

メ
ミ
や
二
】
Ｄ
翼
駅
申
命
想
Ｇ
語
埋
・謹
電
Ｇ
回
ｒ
興

。や
ミ

や
終
条
，
ミ
判
日
や
二
】
い
や
〉
蕊
名
念
興
眠
問
皿
Ｇ
佃
邸
凹

′
い
ヽ
望
帥
命
想

Ｇ
凹
Ｅ
帥
昧
瞑

″命
想
Ｇ
回
Ｎ
興

′ｐ
Ｒ
Ｉ

。や
鳴
】
螢
ば
芭
饗
Ｗ
ｓ
増
や
命
想

Ｇ
凹
Ｅ
け
味
螺

′儘
赳
Ｇ
回
Ｎ
国

。や
増
名
（壊
破
〉
題
懇
曝
凹
ミ
撃
や
卜
翌
埜

○ ① ○ < □ ○ ① ③ < 田 0

難
棋
釈
ぷ
挺
報
電
「
―
キ
ぐ
）

球
拭
Ｇ
対
ｌＪ
冬
Ｄ
黙
・雨
悪
Ｇ
電
「
―
モ
Ｏ

（紺
い
斉
題
様

′緯
判
Ｇ
尽
翻
冬

′代

収
翌
ぶ
曜
棋

夕埜
球

メ
０
求
韓
祖

″郎
図

夕綻
再
甲

夕韓
榔
旬

▲
卜
）
。や
二
】
●
い
や
整
棋
Ｇ
貯
ｓ
〉
や
旧
暉

′い
ヽ
や
コ
ヨ
ニ

ば
や
榔
ヨ
字
対
ｌＪ
持
Ｄ
黙
穐
い
対
わ
く
―
神
四
く
ｐ
電
「
―
モ

軽
Ⅸ
Ｇ
齢
儘
駅
Ｇ
極
韓
軽
凹
Ｇ
〉

謡
翠
Ｇ
て
神
雄
題
軽
凹
Ｏ

（齢
蟻
紺

鞭

″螢
選
球

″塩
凹
謹
壊

″塩
田
ヽ
や
二
Ｖ
Ｄ
軽
選
伸
神
雑
駆

曝
田
や
和
】
謡
解
翌
辞
順

‐
十
一世
＝
釈
証
囃
字
学
思
Ｇ
お
脅

０
０

わ
０

”
寸

Ｎ
守
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。″０

Ｄ
母
】
０
経
軽
Ｎ
暮
苺
ｙ
，
Ｗ
Ｄ
眺
料
望
電
苺
Ｌ
や
回
市
ぷ
瑠
】
ｏ
や
対
苺

―
神
―――

夕神
後
や
Ｏ
Ｓ
導
判
巣
隠
ｌＪ
″求
蝉
や
韓
埋
Ｇ
く
終
１，
い
ヽ
や
和
】
い

ヽ
と
や
奇
名
謂
蝉

″士
糸
和
国
い
ヽ
や
尺
０
や
】
Ｄ
怪
慨
〉
叶
申
還
皿
Ｇ
ぷ
く

。
′
Ｏ
Ｄ

壺
】
Ｄ
駅
控
伸
再
装
や
ミ
峰
終
冬
翌
さ
庫
製
占
Ｅ
里
ぷ
瑠
張
叶

ｔ
ｒ
↓盆
翌
〉

峰
】
Ｄ
は
い
爵
〉
叶
や
□
ｒ
申
０
お
帥
製
Ｄ
対
和
二
和
二
Ｇ
ｐ
「
―
モ
Ｇ
く
終
ｌＪ

。こ
Ｄ
母
】
Ｄ
学
苺
旺
】
二
●
翌
代
韓
３
庫
把
士
Ｅ
里
退
瑠
霊
叶
】
「

Ｇ
瑠
輔
Ｇ
ゃ

ｔ
ｒ
再
判
対
や
ミ
な
く
ヽ
里
岨
単
名
ぷ
輩
や
和
】
ぷ
く
】
Ｄ
を

は

デ
ミ
や
卜
翻
珊
や
判
蝶
Ⅸ
陛
瑠
Ｇ
ｏ
め
、呈
や
再
理
Ｇ
神
曜
く
Ｇ
ｏ
．長
□
四

。こ
Ｄ
些
】
０
揮
伸
臨
電
織
響

世
Ｄ
墳
里
郎
塩

′】
地
ゃ
緯
揺
Ｇ
野
田
′担
里
Ｒ
Ｇ
緯
駅
ｋ
儘
響
緊
慨

′収

ヽ
。や
ミ
な
Ｓ
無
穐
対
ＩＪ
ｙ
，
Ｗ
Ｄ
黙
拭
翌
い
ヽ
や
ミ
お
士
駅
申
緯
翌
望
球
選

′と
い
翌
電
蝉
禅
Ｎ
帥
旺
再
Ｇ
細
緯
怪
理
終
軸
〉
仲
軸
翌
巴
悪
翌
球
く
押

。こ
Ｄ
些
】
０
峰
申
撃
拭
い

ヽ
や
ミ
０
と
駅
Ｎ
儘
響
弱
収
里
Ｓ
世
Ｇ
還
い

夕ば
盤
霊
叶
Ｗ
Ｄ
判
「
―
指

″０

穐
や
０
稲
軍
対
芸
聴
ｌＪ

ｔ
Ｆ
一祢
や
ヽ
Ｄ
】
Ｄ
対
霞
医
伸
緯
翌
や
ヽ
里
芸
聴
ｌＪ

ト ヽ 心 ト ヽ

。や
二
Ｗ
和
】
終
再
装
や
図
翌
榔
的
韓
卿
収
と
や
里
ぷ
瑠
霊
叶

。や
二
】
Ｄ
里
榔
伸
饗
慨

判
軽
懇
軽
田
】
と
わ
望
退
瑠
緊
叶

夕柚
卓
里
″つ名
名
い
や
い
準
世
埋
と
世
ぷ
く

。や
二
】
ミ
抱
や
各
と
ミ
和

国
翌
占
Ｅ
里
ぷ
噂
韓
叶
お
図
申
蝶
搬
Ｇ
対
ぷ
眠
″な
後
や
和
田
や
酬
峠
Ｇ
芸
隠

。こ
や
二
】
ミ
和
と
ヽ
韓
さ
麟
や
寝
き
旺

夕知
や
ム
“
Ｄ

梅
Ｇ
】
と
Ｅ
里
ぷ
瑠

夕
Ｇ
Ｇ
や
や
二
】
ミ
庫
母
郷
朋
Ｇ
対
題
韓
軽
凹
Ｇ
世
ぷ
く

。や
〉
】
ｔ
蔦
や
里
旧
コ
理
Ｇ
「
―
そ
翌
椎
′Ｄ
く
製
や
帥
興
賦

Ｇ
韻
付
や
】
●
対
里
革
隠
ｌＪ
↓
和
Ｋ
穐
ハ
ー
ス
ふ
Ｇ
く
終
ｌＪ
や
い
ヽ
Ｅ

夕と
対
門

〉
而
叫
穐
ぶ
く

ず
っ
や
二
】
く
韓
と
再
苺
翌
撃

）
様
掩
択
翌
Ｄ
ぷ
く
業
本
鯖
歴

。′０
」ド
′０

】
ミ
拘
際
神
奎
尋
苺
蝶
棋
Ｇ
喜
ヽ
―
モ
や
還
苺
眠
把
占
Ｅ
里
ぷ
瑠
霊
叶

″い
紀

】
●
や
対
四
咽
対
や
卜
瑠
贈
伸
Ｅ
□
歩
ミ
題
摂
選
く

′】
Ｄ
対
士
郎
理
瑠
Ｇ
韓
林

。や
′つ
Ｖ

ミ
的
や
穐
緯
軽

″緯
駅
０
墳
翌
郎
穏

メ
Ｒ
単
Ｇ
儘
駅
蟻
命
眠
翌
採
収
Ｇ
回

ｒ
貯

。や
二
】
Ｄ
翼
駅
Ｎ
儘
響
里
還
寮
投

′】
や
や
付
里
鎖
キ
Ｇ
せ
寧

。や
二
】
Ｄ
や
酎
柳
怪
翌
い
ヽ
里

帥
構
想
Ｇ
凹
喪
相
笙
里
こ
証
田
。や
二
】
Ｄ
儘
駅
Ｎ
賑
儘
怪
翌
報
慨

′回
ヽ
一時

。と
や
二
】
ミ
や
卓
避
塩
儘
暖

響
里
母
霊
慨

′
い
紀
】
ぃ
や
逆
墳
預
Ｇ
田
照
い
る
対
や
卜
壇
夜

″単
ミ
碍
名
理
離

。や
二
】
Ｄ
黙
棋
】
喜
「
―
モ
′〓
里
Ｒ
終
韻
田
名
裏
隠

ＩＪ
。や
二
】
ミ
拘
ミ
ヽ
ト
ト
）
Ｄ
対
照
伸

′Ｄ
蝉
騨
と
球
増
字
□
Ｇ
命
駅
。や
二
】

や
や
蝶
】
●
ヽ
里
芸
隠
ｌＪ
′饉
儘
駅
Ｇ
町
口
や
革
命
怪
選

夕】
０
対
霞
睡
′】
Ｄ

対
椰
翠
〉
四
】
Ｄ
蝉
輿
巾
捜
革
怪
盟

，Ｄ
里
Ｓ
Ｋ
や
翌
撃
田
Ｇ
く
終
「
対
其
隠
拘

○ ① ③ < □ 0 ○ ① ◎ < □

搬
期
Ｇ
判
駆
翠
軽
幽
翠
と
Ｅ
里
盤
瑠
寮
叶
Ｏ

。や
二
】
０
い
判
田
選
軽

凹
や
ミ
導
や
二
増
Ｄ
緯
Ｇ
Ｓ
把
Ｇ
ぷ
叫
摂
叶

″“
蝉
翌
Ｄ
ぷ
く

難
棋
Ｇ
蝠
儘
怪
翌
寮
収
Ｏ

。や
二
】
Ｒ
翻
Ｎ
再
苺
や
磐
鮒
や
ミ
０
と
駅
Ｎ

蟻
命
旺
翌

′母
ヽ
１
モ
ニ
や
や
Ｅ
謡
歴

。や
二
）
０
軽
棋
里
い
ヽ

や
ミ
な
と
駅
や
締
翠
Ｇ
最
凹
字
襲
綿
怪
理

″出
回

ｒ尊
輯
翌
叶

ゆ
守

寸
や
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。や
ミ
な
Ｓ
終
名
ヽ
韓
さ
麟
や
い
キ
や
ミ
図
申
「
Ｅ

′批
翌
Ｇ
弾
翠
苺
嶋

′】
コ
傘
碍
対
的
や
覇
怒
字
対
ｌＪ
代
Ｄ
黙
Ｇ
ｓ
対
わ
く
―

夕】
■
Ｇ
捜
対
証
ロ

。こ
Ｏ
Ｌ
】
代
】
●
碍

Ｄ
縮
膨
匝
―
虹
揮
や
対
ｉＪ
や
名
や
０
里
蛇
翌
Ｇ
翌
翠
壊
嶋

′ミ
約
監
〉
て
や
や

や
や
製
Ｇ
栄
採
名
対
ｉＪ
い
二
対
卜
な
伸
里
増
部
や
】
ｏ
碍
】
昧
曝

′ｐ
〓
Ｇ
営

。こ
製
Ｄ
姓
緊
申
却
ＩＪ
や
ミ
糸
二
】
Ｄ
黙
拭
′】
ｅ
傘
他
ば
ミ
ニ
や
ミ

尊
翌
な
抱
や
日
暉
や
名
や
０
翌
「
Ｅ
′投
翌
Ｇ
錠
翠
苺
嶋
Ｇ
く
驚
ｌＪ
ヤ
■
Ｇ

Ｄ
な
韓

′】
０
四
小
媒
〉
ヽ
理
性
翌
付
翠
Ｇ
日
伸
よ
つ
０
韓
投
く
館
言
Ｇ
ミ
寧

。や
ミ
拒
酬
糸
対
ＩＪ
ｙ
つ】
Ｄ
蛙
神
や
喜
翠
や
い
ヽ
Ｇ
や

い
庫
伸
母
〉
叶
様

″饉
翌
世
Ｎ
ｏ
村
Ｄ
】
抽
瑠
Ｄ
や
′さ
世
ミ
釈
申
日
球

″避
仲

球
や
い
や
０
対
終
ミ
〔
い
エ
タお
監
申
К
Ｉ
ふ
や
田
医
や
や
対
ミ
〔
い
ユ
】
ｏ
対

翌
恨
英

″Ｒ
な
対
申
通
準
字
控
翌
Ｇ
章
寧
メ
０矩
Ｄ
綿
念
＋
】
旺
付
旺
欝

。こ
Ｄ
高
一

】
Ｑ
二
】
Ｄ
里
い
ヽ
や
占
瑠
ミ
蝉
や
帥
横
Ｇ
て
神
山
く
Ｇ
翌

ざ
キ
対
や
担
「

匝
く
終

′和
ほ
〉
キ
巾
念
二
‐――ＩＥ
名
虹
姿
望
Ｒ
戻
と
基
せ
０
朝
名
ミ
〔
い
二
″終

や
蛙
い
碍
芭
対
ＩＪ
や
０
劇
名
ミ
ヽ
い
工
「
本
や
卜
捉
朝
翌
鯉
―

夕い
増
や
翌
軍

ト 半 心 ト 半

。や
′０】
く
韓
さ
麟
翌
「
Ｅ
Ｄ投
翌
Ｇ
錠
韓
装

哺
０
終
や
代
Ｄ
黙
ｐ
〓
Ｇ
授
朝
Ｇ
証
田
的
や
陣
隠

夕も
雑
字
ド
ニ
肛
や
電
報
ロ

。や
二
】
ｅ
駄

せ
「
軍
Ｇ
卜
車
翌
翠
な
名
や
代
Ｄ
黙
】
〓
Ｇ
捜
対
証
田
″対
冬
嶋
雑

′ぶ
二
田

。や
二
】
ミ
的
や
〉
や
と
い
拘
】
〓
Ｇ
捜
対
証
口
】

Ｄ
判
陣
台
題
Ｋ
電
や
投
翠
翠
翠

″齢
Ｒ
と
●
Ｇ
さ
い
い

夕四
日
Ｇ
眠
隠
Ｇ
電
側

。こ
や
ミ
な
と
駅
ば
る
と
糸
和
Ｓ
，
難
棋
終

こ
と
旺
Ｇ
「
―
モ
タさ
増
や
卜
単
遷
模
Ｇ
ぐ
対
ＩＪ
〉
Ｓ

′と
Ｗ
●
ヽ
せ
神
山
く

′製

拒
）
や
奇
糸
神
翠
や
と
名
ヨ
翌
本
的
や
嶋
雑
や
さ
Ｈ
′お
キ
望
貯
士
報
碧
料

。こ
や
二
】
ミ

抱
や
饉
代
韓
い
庫
卜
糸
Ｓ
や
苺
は
な
掩
や
ヽ
Ｄ
球

′】
〓
Ｇ
Ｄ
な
博

丁
ミ
や
二
】

口
や
峰
母
「
Ｅ
夕投
翌
Ｇ
堪
翠
苺
嶋
や
ヽ
里
対
や
Ｓ
捜
半
轟
字
喬
娘
ハ
Π
ハ
Ｉ
Ｈ

ふヽ
▲
Ｇ
】
К
コ
ー
本
半
い
や
貯
ハ
ｍ
小
―
い

白ヽ■
く
い
Ｇ
】
理
翠
軽
田
ミ
撃

。や
′つ
】
Ｄ

墳
預
翌
Ｓ
回
い
日
伸
嘘
念
＋
終
旺
簿

‐
す
ふ
キ
ニ
や
な
や
里
小
―
ム
ふ
Ｇ
二
Ｈ
縄

ｔ
や
″
Ｏ
Ｗ
コ
ロ
一い
ヽ

や
と
報
Ｒ
理
や
辞
濃
Ｇ
て
神
山
く
Ｇ
製

″弛
騒
〉
ヽ
や
ミ
ニ
限
名
虹
要
望
Ｒ
真

避
一踏
世
Ｄ
回
ツ
Ｒ
ミ
い
い
エ
メ
Ｒ
や
ＩＪ
田
せ
壁
饉
Δ
ヽ
卜
い
工
「
本
時
卜
鯉
Ｈ
科
轟
韓
―

。や
二
】
和
】
饗
難
】
翌
壇
預
や
く
点
や

Ｓ
買
Ｇ
虹
選
対
や
〉
ほ
Ｎ
縮
Ｇ
Ｒ
東

′饉
ミ
ヽ
い
工
Ｇ
「
Ｅ
神
山
く
や
日
瑠
里
世

。や
増
や
対
日
い
拒
Ｄ
Ｗ
Ｓ
熊
伸
確
Ｇ

二
田
紀
】
Ｄ
田
申
寮
世

デ
ミ
や
増
や
対
ＩＪ
や
卜
や
翌
電
製
終
翌
缶
い
、
０
夕さ
型
Ｄ
瑠

回
里
十
や
抱
翠
陣
申
撻
仲

″せ
】
い
ヽ
里
旺
簿

。や
電
ヤ
巴
名
二
糸
拘
二
Ｇ
艦
Ｍ

○ ① ③ < 田 ○ ① ○ <

難
棋
翌
と
Ｅ
逆
導
回
翌
翠
Ｇ
嶋
台
６
）

姓
韓
Ｇ
翠
傘
装
嶋
Ｏ

。や
″０】
や
韓
さ
吾
里
い
ヽ
や
卜
引
Ｅ
。世
翠

里
寒
皿
膨
〓
Ｇ
捜
＝
雛
田
Ｇ
貯
対
拘
持
Ｄ
球

″翻
隠
夕お
轟
字

さ
二
Ｈ
″Ｄ
難
翻
伸
（貯
卜
単
Ｇ
提
韓
卜
督

ゴ
や陣
Ｇ
承
饉
想

隊

タト
車
ミ
ぶ
）通
控
Ｇ
卜
〕
製
韓
Ｇ
日
装
嶋
Ｇ
く
Ｇ
昧
螺

黙
Ｈ
娯
枢
Ｇ
「
Ｅ
神
山
く
Ｒ
）

墳
預
Ｇ
て
ミ
い
い
と
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
里
い
ヽ
二
や
コ
的
０
朝
Ｎ
置
拭
字
様
降
里
神
配

く
Ｇ
製
や
神
陣
珊
″ｅ
体
ュ
饗
難
Ｇ
や
〓
翌
佃
環
終
鮒
壇

′Ｄ

蝉
騨
や
田
怪
Ｇ
ミ
ヽ
い
ユ
や
糸
せ
と
Ｇ
「
匝
神
山
く
″担
虹
懇

り
ヽ

０
守

０
や
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。や
ミ
ヽ
馴
タミ
対
日
い
０
や
】
Ｄ
伸

袖
■
ト
ロ
や
】
巴
騨
二
終
い
′遵
祖
蝉
里
Ｒ
Ｇ
虹
細
な
や
対
ＩＪ
や
和
】

メ
ミ
や

二
】
ミ
や
峰
】
０
墳
翌
案
年
Ｇ
ヽ
暉
母
里
Ｒ
や
郎
穏
〓
卜
ふ
型
口
Ｇ
遵
佃

ガ
つＤ
単
】
Ｄ
硝
選

ざ

け
は
名
旺
揮
い
ヽ
や
卜
抱
二
終
い
，ミ
く
い
Ｇ
申
，純
幽
榔
対
く
や
和
□
い

″い

増
】
堰
二
製
と
な
や
】
Ｄ
胆
即
奎
卜
ふ
赳
ロ
タ】
ｏ
対
里
い
帥
叶
縄
Ｇ
昧
曝

。や
ミ
拒

馴
穐
対
日
ｙ
，
】
Ｄ
退
駅
世
還
握
韓
申
神
部
製

ボ
キ
や
ミ
抱
蝉
騨
】
二
●
里

帥
眠
尊
高
字
寝
皿
Ｇ
艦

メ
ミ
エ
欝
組

″
い
ヽ
せ
ミ
暮
Ｇ
帥
極
翠
怒
凹
搬
製

。こ
Ｏ
Ｌ
】
い
二
】
Ｄ
ぷ
】
Ｄ
対
聴
席
や
対
終
導
駅
Ｇ
隠
装

″耐
選
Ｇ
艦
芸

Ｊ
亭
対
判
〉
二
】
Ｄ
咽
騨
】
３
０
里
帥
眠
半
高
♀
翌
皿
Ｇ
艦

メ
ミ
ヽ
暉
虹
姿

ト ヽ ト 半

。や
二
】
ミ
札
韓
い
摩
い
ヽ
や
卜
軽
Ⅸ
申
卜
ふ
製
口
，導
佃
い

。投
二
】
ミ

牟
峰
里
念
十
や
ミ
く
い
Ｇ
壊
憾

。や
二
】
ミ
や
い
】
や
や
佃
里
準
駅
Ｇ
神
四
く

。翌
０
名
や
二
】
ミ
や
ｔ
担
和
亀
持
壇
字
二
穐
い
Ｇ
遵
祖
田
Ｇ
世
細
橋
Ｅ
絹

夕穐
や
碍
】
対
ＩＪ
Ｇ
対
や
二
】
Ｄ
製
駅
申
卜
ふ
製
口
】
Ｄ
墳
翌
郎
穏
わ
ヽ
終
督

′師

。翌
二
】
や
糸
拒
里
皿
車
神
山
く
笙
卜
ふ
型
□
，お
碍
翌
岨
帝
憩
せ
に
ロ
ペ

。や
鳴
ｐ
Ｓ
担
や
に
噂
抑
球

。や
二
】
Ｄ
蝉
騨
申

案
羊
艦
芸

′い
終
】
Ｄ
耐
選
３
キ
里
輔
Ｒ
製
や
酪
電
艦
芸
Ｇ
い
対
わ
く
―
せ
虹
聾

。や
二
】
Ｄ
里
則
撃
担
蝉
騨
Ｇ
帥
眠
単
面
里
準

′的
冬
世
収
ｏ
牟
ギ
名
艦

。や
ニ

ツ
Ｄ
難
Ｈ
い
ヽ
や
和
】
艦
菫
〉
Ｄ
Ｈ

夕
３
終
】
０
景
四
せ
虹
懇
Ｎ
翌
皿
Ｇ
灘
Ｇ
ヽ
理

。
や
二
Ｗ
Ｄ
蝉
宴
申
東
率
林
整

′Ｄ
耐
選
Ｎ
臨
電
艦
裏
Ｇ
い
対
わ
く
―
担
旺
姿

。こ
終
二
】
ミ
拘
や
里
念
＋
母
蝉
騨
Ｇ
】
二
●
翌
眠
半
高
字

電
皿
Ｇ
照
Ｇ
い
判
わ
く
―
神
山
く

′母
虹
姿

す
Ｒ
や
碍
〓
ミ
ヽ
ト
ト
Ｇ
韓
控
寝
艦

。こ
や
亀

対
ｌＪ
や
日
申
順
里
学
嵐
や
ヽ
世
林

丁
Ｒ
ャ
寧
旺
碧

′コ
単
翌
塩
網
印
字
豊
凹

デ
ミ

や
二
】
ミ
傘
峰
奎
耐
選
や
即
柳
騰
革

′和
や
田
里
＝
ぷ
浦
Ｇ
株
製
ミ
抱
Ｒ
ミ

○ ① < □ ○ ① ③ < m

即
迎
怪
選
６
）

投
球
軽
張
Ｇ
電
型
口
Ｏ

（帥
Ｓ
小
Ｈ
卜
Ｇ
増

慧
字
ロ
ヨ

タ黙
棋
Ｇ
帥
二
糸
↑

ミ
く
い
Ｇ
鯛
ミ
く
コ柚
幽
壊
）

。や
二
】
Ｄ
難
棋
里
寝
辞
口
や
離
葉
Ｇ
型
口
，い
ヽ
こ
や
０
＝

糸
二
球
や
ミ
央
Ｇ
〓
Ｇ
ロ

タ０
終
や
Ｄ
ヨ
抽
面
巾
べ
Ｇ
神
山
く

黙
Ｈ
Ｇ
艦
芸
Ｏ

。や
二
】

Ｄ
耐
選
申
学
釈
Ｇ
年
岨

″Ｄ
難
Ⅸ
い
ヽ
や
柏
】
艦
墓
望
３
紀
対
時

翠
Ｇ
畳
凹
糸
い
対
わ
く
―
神
山
く

，
い
紀
Ｗ
Ｄ
寝
ほ
や
日
旺
字

捉
眠

″旺
半
轟
，
こ
口
Ｇ
艦
や
卜
眠
導
穐
神
山
く

，芭
旺
欝

０
コ

０
∞

ヽ
守

０
や
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。や
ミ
札
馴
終
対
日
や
ミ
抱
縮
駅
里
寝
提
韓
●
糸
電

霊
世
巾
瓢
維
い
士
申
革
郎
Ｇ
帥
英
得
票
硬
革

‐
す
市
対
判
ば
尊
Ｇ
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ

ン
Ｇ
珊
い
硬
墳
Ｇ
旺
や
占
０
占
邸
終
貯
蟻
継
岬
Ｇ
謡
偲
き
は
や
＝
硬
革 。″

っ

Ｄ
距
】
く
韓
い
爵
里
幾
い
や
母
軍
投
ミ
●
士
申
革
駅
対
＝
再
緯
胆
Ｇ
旺
揮

。と
Ｄ
些
ｐ
や
韓
さ
麟
里
遵
い
収
Ｓ
佃
革
駅
や

呂
提
韓
●
糸
電
霊
投
い
ヽ
や
和
】
墳
預
里
世
硬
離
各
虹
畑
虹
揮
「
―
モ
い
ヽ

里
べ
導
Ｇ
帥
昼
栞
♀
題
釜
軽
凹

夕や
里
£
翌
Ｇ
卜
、
卜
咽
ミ
Ｇ
ヽ
国
旺
欝

。こ
Ｄ
単
Ｗ
●
二
】
Ｄ
翼
球
翌
電
霊
慨
伸
椰

翻
朴
収
二
や
鞠
逆
ミ
や

′ミ
抱
憶
尊
抱
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ
レ
や
と
紀
里
聾
畑
岨
黙
臣

。や
ミ
拒
馴
名
部

や
ミ
名
終
】
Ｄ
耐
選
申
Ｓ
Ｘ
ｓ
対
Ｇ
】
拒
壇
預
Ｇ
】
電
「
―
モ
望
椰
懇
Ｇ
ＩＪ

ト ヽ 心 ト 半

。赳
ニ

】
ミ
抱
名
蜘
朴
Ｇ
珊
い
硬
墳
枠
鞄
や
雄
ヨ
Ｇ
て
神
翻
維
Ｇ
Ｓ
収
Ｇ
Ｇ
革
亜
票

。や
二
▼
Ｄ
饉
麟
望
い
ヽ
や
和
ｐ
名
旺
組
旺
聾
担
胆
ミ
硬
墳

。や
二
】
Ｄ
縦
駅
申
連
さ
い
士
や
革
駅
里
電
狂
里
●
毛
電
媒
韓

古
ふ
も
や

和
ｐ
壇
預
卜
】
ぷ
里
和
母
一
二
対
拘
ニ

タさ
鳴
】
Ｄ
選
翻
伸
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ
ン
墳
預
碩
艦

。こ
や
二
】
ミ
拘
撃
糾
終
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ
ン
Ｇ
珊
い
硬
控
Ｇ
世
製
ミ
抱
思
亜
終

神
四
く

メ
ミ
や
増
〓
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ
ン
壇
張
・韓
霜
Ｇ
世
硬
離

′棋
＝
。収
●
鳴
】
対
門

Ｇ
判
と
や
熊
ヨ
母
胆
ミ

タト
な
紀
】
占
駅
空
豊
ほ
Ｇ
剤
い
硬
壇

百
一準
と
虹
揮

。や
二
】
い
や
里
や
負
い
嬰
翌
日
や
〓
絡
担
Ｇ
虹
姿

″
さ
増
終
ふ
小
――

ふヽ

″翌
Ｎ

望
〉
Ｈ

″収
村
。や
鳴
ｐ
離
加
ｋ
名
】
珊
い
Ｇ
世
碩
離
笙
】
〓
Ｇ
旺
欝
Ｇ
く
様

。や
と
】
０
中

Ｎ
榔
降
饉
旺
揮

メ
Ｒ
や
和
】
墳
預
里
輩
い
る
対
れ
二

′缶
お
終
】
卓
拘
捜
球
笙
避

麟
や
こ
き
駅
い
社
伸
革
駅

デ
ミ
や
二
】
●
建
母
榔
想
霞

夕和
や
抑
里
ミ
ト
、
１１
ン

。や
二
】
０
伸
察

州
と
い
対
や
小
ハ
Ｈ
ミ
ト
ハ
ヽ
夕さ
縄
】
ミ
抱
や
終
ｅ
基
い
庫
や
卜
題
里
増
態
饉

。や
′０
】

ミ
拘
終
名
墳
預
や
と
い
巾
仲
軸
里
ミ
や
″
い
碍
終
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ
ン
や
卜
題
里
増
黙
饉

。や
二
】
Ｄ
鰹
郎
や
豊
障

′い
紀
】
ミ
抱
や
名
ｅ
基
さ
障
】
二
●
里
岨
熊
撞

。こ
や
る
】
ミ
他
憶
半
〓
帥
ミ
ト
Ｈ
ＩＩ
ン

〉
や
母
Ｓ
Ｘ
さ
庫
里
控

メ
ミ
や
二
】
Ｄ
墳
孜

′と
駅
的
に
製
Ｄ
講
軍
里
ぷ
槃
鞘
蝶

。と
や
二
】
ミ
約
終
担
盆
Ｘ
い
斎
Ｇ
】
＝
墳
積
や
電
装
叫
や

卜
極
里
娯
黙
瞳
Ｇ
赳
導
Ｇ
】
ヽ
―
モ

デ
く
や
二
】
Ｄ
峰
遺
や
二
名
い
や
ニ
ペ
い

や
騨
出
違
い
Ｇ
小
ハ
Ｈ
ミ
ト
ハ
ヽ
さ

縄
】
尺
響
伸
柿
終
Ｇ
無
孜
と
い
岨
熊
使

○ ① ○ < □ 0 ○ ① ③ < 田

珊
い
Ｇ
控
硬
醍
Ｏ

（帥
い
拒
維
的
Ｇ

′尊
釈

夕忘
い

デ
ミ
と
）
。や
和
】
各
判

日
い
い
伸
珊
い
碇
壇
担
呵
揮

市
一世
眼
離
Ｇ
帥
名
占
Ｇ
神
陛
く

無
預
岨
離
瞳
Ｏ

（帥
く
の
任
二
″慧
生

′韓
榛

′～
ハ
Ｈ
ミ
ト
ハ
や
ヽ
や
二
】

Ｄ
卓
駅

夕お
増
名
Ｓ
Ｘ
さ
爵
Ｇ
墳
預
♀
塩
い
や
■
孜
里
増
黙
饉

０
コ

Ｏ
ω

う
守

０
い
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。や
ミ
ヽ
馴
終
判
ＩＪ
γ
っ
】
Ｄ
経
軽
申
冬
翌
３
麟

や
Ｘ
Ｈ
や
い
ヽ
や
£
Ｄ
黙
】
ヨ
望
ま
里
寝
蝉
裡

′ｐ
Ｇ
ｙ
Ｏ
Ｗ
ｏ
名
や
●
里
神

翠
や
や
ミ
捜
や
ミ
や
二
】
ｏ
世

メ
ミ
対
日
や
ヨ
里
太
里
電
避
田
″い
や
や
里
Ｋ

ぬ
工
Ｋ
や
】
ｏ
判
翌
虹
簿
や
く
終
「
判
や
る
望
と
投
電
ぶ
製

↓
や
奇
負
週
煮

。や
ミ
ヽ
珊
名
Ｘ
Ｈ
Ｇ
神

翠
や
い
ヽ
や
柚
】
ヨ
ま
な
終
や
代
Ｄ
黙

夕い
ヽ
や
卜
擦
韓
Ｇ
Ｄ
８
附
Ｇ
ｐ
ヽ
付

さ
監
申
馴
や
Ｇ
神
四
く

″的
終
ヨ
ま
Ｇ
延
樽
〓
二
や
鳴

″ｔ
業
キ

″祖
煮

や
さ
二
肛

″鞄
や
や
卜
曜
再
母
＝

↓
や
担
】
Ｇ
や
■
饗
ば
】
電
翠
訴
く
英 。′っ

Ｄ
単
】
Ｄ
曜
日
や
里
い
〉
仲
嘘
田
昧
や
コ
拘
ｌＪ
瑠
〉
Ｄ
球
里
鞭
―
】
電
「
―
モ

知
や
や
ミ
拘
緯
綿
や
対
や
抱
や
ヽ

′い
せ
ｏ
な
や
】
ｏ
蝉
い
Ｎ
帥
隠
や
翌
路
隠

ｌＪ

ｔｒ
石
拘
ガ
Ｄ
Ｄ
単
】
代
】
Ｄ
棉
判
当
隠
ｌＪ
抱
判
り
や
と
四
】
栄
や
】
●
二
〉

離
四
照

′】
Ｄ
対
隠
Ｇ
神
四
く

′や
▼
〉
や
和
】
笙
建
轟
里
撃
笙
】
悪
「
―
そ

。こ
Ｄ
匹
】
持
】
Ｏ
“
Ｄ
艦
巴

―
や
対
芸
隠
ｌＪ
′楔
＝
。や
ミ
相
馴
終
ネ
Ｈ

″理
日
字
墳
預
や
拝
郎
里
祢
傘

ヽ
Ｄ
】
Ｄ
里
避
―
製
鵠
′缶
占
耐
里
ｇ
終
珊
〓
軍
控
椰
旧

夕知
や
〉
製
ミ
ニ
】

二
Ｖ
い
葉
い
齢
】
拒
や
ミ
聾
母
里
世

夕
い
製
ミ
怖
や
料
里
離
順
里
さ
蟻
Ｓ
覇

ト ヽ ト ヽ

。や
″つ
】
Ｇ
半
申
神
韓
や

ヨ
里
煮
町
や
ば
翠

′〔
ヽ
い
生
ｐ
叫

′
お
製
と
糸
ヨ
里
も
雑
♀
Ｓ
二
肛
里
ｇ
狂
回

。や
二
】
ミ
拘
申
Ｄ
Ｏ
雌
Ｇ
に
お
製
珊
】
告
Ｇ
想

。や
二
】
士

ミ
ヨ
ロ
い
て
帥
□
ぐ

′銀
埋
鯉

″Ｉ
Ｋ
Ｉ
く
Ｇ
軽
緊
冬
Ｋ
Ｇ
ほ
買

″翌
Ｇ
も
雑

。や
二
】
く
韓
さ
麟
里
い
尊
神
韓
鞄
や
や
ト

民
斡
里
怖
峰
さ
製
と
名
】
望
祖
ま

。や
二
】
く
韓
い
爵
い
ヽ
や
Ｄ
球
】
ヨ
】
ま
に

。や
二
】
Ｇ
ヽ
Ｄ
】
●
終
対
や
負
い
や
〉
や
奇
名
神
懇
や
０
黙
】
ヨ
翌
煮
や

】
０
い
均
堂
望
ヽ
Ｒ
製
Ｄ
い
や
″ミ
０
紀
や
Ｒ
二
際
Ｇ
墜
製
字
や
末
Ｇ
二
盤
ヨ
ま

・　
　
　
　
　
　
　
　
。や
二
】
●
＝
即
里
巴
製
や
ト
ミ
総
翌
鞄

や
ニ
ハ
て
ヽ
Ｇ
Ｋ
■
―
■
ヽ
い
Ｇ
謡
お
♀
嶋
益
Ｇ
ぐ
査
増

ぷ

増
や
貯
士
眠
翠
料

。や
二
Ｖ
二
四
】
Ｄ
ｌＪ
瑠
里
名
や
震

″Ｄ
目
轟
匝
―
旺
揮

′対
や
尺
冬
掩
芸
聴
拘

。や
ム
】
ミ
抱
ｌＪ
瑠
〉
ヽ
費
脅
四
里
樹
皿
や
芸
隠
拘
″『
や
や
ミ
約

蕊
通
里
捜
―
対
く
れ
抑

ざ
紀
】
Ｄ
尉
轟
母
旺
碧

″や
】
ミ
な
栄
●
二
粕
芸
隠
ｌＪ

。や
電
糸
順
田
鴎
や
と
や
●

〉
ｐ
い
な
く
ヽ
や
や
酬
四

。
や
二
】
Ｄ
田
絹
】
拘
黙
は
や
い
ヽ
や
や
絹
申
建
Ｇ
隠
駅

″
登
隠
隠

。
や
二
】
●
持
村
田
回
亀
い
く
ヨ
や
ヽ
や
ミ
０
や
届
ｐ
ｐ
０
３
単
キ
ー
に

。や
ミ
や
亀
糸
い
や
Ｒ
や
ミ
製
投
や
鐘
二
〉
里
Ｄ
い
〉
ｏ
ｅ
夕さ
ミ
ミ
約
理
照

”
『
ｔＪ
や
卜
題
絹
里
離
照

′】
い
や
０
】
名
虹
姿

メ
Ｒ
や
ム
】
ミ
約
鼠
轟
担
絹
栄

。や
二
】
０
や
判
韻
田
糸
対
日
や
飾
や
村
望

騨
順
里
い
撃
郎
弾

ぷ

増
終
菫
再
翌
Ｅ
世
範
日

′末
―

。や
二
】
ミ
０
〉
０
糸
ば

国
聴
二
■
，
Ｄ
Ｅ
絹
里
離
は

ざ

終
】
Ｄ
日
遥
匝
―
旺
欝

夕対
や
尺
代
掩
芸
隠
拘

○ ① ○ < m ○ ① ③ < 口

撃
棋
Ｇ
捜
¶
Ｇ
】
軍
増
Ｇ
押
四
く

．●

難
棋
Ｇ
捜
＝
と
や
０
中
日
０
眠
里
「
―
そ
Ｏ

（鮒
尽
斡
付
球

′題
絹
饉
買

″も
摘

″ぶ
ニ

賦
）
。や
二
】
０
尊
Ｎ
幅
田
撫
や
い
ヽ
や
ｅ
Ｄ
黙
】
士
糸
ヨ
望
ほ

増
里
逗
蝉
揺

‐十
一■
約
ｌＪ
照
ｐ
士
型
母
Ｇ
「
―
モ

メ
Ｒ
神
四
く

難
棋
娯
照
Ｇ
対
巣
隠
対
神
嶼
く

寸

饗
拭
旺
綿
Ｇ
芸
聴
Ｏ

（帥
抱
卜
や
Ｏ
Ｇ

択
樫
Ｇ
ぐ
剛
蛭

″
眠
再
祖
皿
Ｇ
無
娘

″撃
拭
Ｇ
珊
韓
距
雑
躍

′日
轟

夕嘘
田
瞭
ニ
ト
や
栄
）
。や
二
】
●
尊
Ｎ
幅
国
聴
や
い
ヽ

や
や
ｌＪ
瑠
〉
ヽ
調
を
四
〓
世
題
絹

′和
ｐ
臣
絹
里
郎
順
終
描
隠

０
０

マ
０

ｒ
ゆ

ミ
ゆ
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。や
ミ
抱
控
露
糸
判
ＩＪ
ｙ
Ｏ】
ｔ
韓
ｓ
庫
里
「

Ｅ
Ｇ
く
コ
ー
ト
ト
ふ
二
矩
Ｄ
ミ
撃
望
対
や
Ｇ
碩
騨

′奎
神
副
コ
対
碍
ギ
く
択

。こ
Ｄ
些
】
０
こ
】
Ｄ
駅
雑
申
再
基
ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
図
申
「
Ｅ
Ｇ
駅
Ｇ

Ｋ
コ
ー
ヽ
卜
ふ
】
苺
畑
「
―
卜
″尺
な
対
Ｖ
Ｄ
判
神
翠
ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｄ
会
順
里
卜
ふ

Ｇ
遵
ぐ
や
稲
赳
Ｇ
難
騨

′さ
世
代
】
●
照
お
噂
】
０
や
翌
回
町
伸
卜
ふ
や
ニ

】
Ｄ
喜
蝶
む
襲
＝
―
邸
□
″持
韓
さ
馬
】
虹
畑
虹
碧
】
二
０
翌
埠
駐
問
皿

。や
ミ
な
Ｓ
無
亀
判
日
ｙ
Ｏ
】
二
題
申
ば
捜
Ｇ
暉
暉
里
ほ
眠
基

′条
い
対
条
虹
欝
製
Ｄ
口
望
ヽ
―
指
蕊
珊
Ｗ
Ｓ
価
や
翠
軍
Ｇ
判
虹
懇
字
神
Щ

く

夕】
Ｇ
や
や
翌
選
や
郎
劇
翌
紐
ホ
糸
卜
ふ
「
―
卜
母
】
「
―
に
ト
ー
ミ
ふ

。や
ミ
格
馴
名
神
翠
い
佃

Ｄ
緯

′和
題
伸
ば
捜
Ｇ
虹
揮

′や
里
Ｓ
製
ｙ
つ
】
】
祉
伸
「
―
卜
。や
ミ
Ｏ
Ｓ

終
名
冬
韓
翠
や
ミ
抱
き
区
終
眼
Ｇ
虹
懇
畔
暉
や
卜
蝉
里
神
山
く
ヽ
口
′饉

望
Ｓ
翌
ｙ
つ】
く
韓
さ
篤
里
卜
ふ
「
―
卜
】
０
終
判
拭
―
掩
虹
揮
Ｇ
悪
く
奇

ト ヽ ● ト ヽ

。や
二
】
ｔ
韓
３
斎
里
台
離
】
と
や
里
「
Ｅ
Ｇ
弧
Ｇ
К

コ
ー
ホ
ト
ふ
】
球
料
Ｇ
ミ
や
ミ
や

ｉＦ
『
や
Ｇ
伸
酬
母
神
翻
抑
″神
隠
ギ
く
英

。
や
二
】
Ｄ
Ｓ
聾

夕】
Ｄ
製
回
申
「
Ｅ
弧
Ｇ
「
―
指
ト
ー
ミ
ふ

くや
ば
塩
糸
い
塩
判
ＩＪ
や
瑠
判
く
押
抱
名
再
苺

Ｒ
撃

夕
さ
紀
】
Ｄ
申
抑
韓
対
や
押
和
〓
翌
神
隠
ギ
く
捉

。棋
Ｄ
饉
判
や
二
】
ミ
拘
和

調
望
ネ
判
眠
聾

′ミ
拘
業
副
伸
暉
革
）
ば

↓
や
や
二
ば
帳
神
課
瑠
登
噂
ギ
ー
に

。ミ
●
条
や
ミ
な
と
駅

ば
糸
期
ｙ
Ｏ膨
く
韓
ｓ
障
】
０
終
対
ミ
ー
対
球
暉
Ｇ
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
望
こ
と
眠

担
神
隠
ギ
く
栄
タト
な
紀
】
ミ
抱
組
喋

′難
即
名
禅
担
Ｇ
ヽ
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
Ｇ

〓
Ｇ
装
綱
く
栄

デ
ミ
や
二
】
●
や
Ｎ
捜
離
里
「
Ｅ
Ｇ
Ｋ
コ
ー
ト
ト
ふ
″登
神
即
抑

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
名
縮
軽
電
性
】
二
Ｑ
翌
暮
苺
や
韓
さ
障
里
卜
ふ
】
い
や
対
京
―
な

る
終
】
極
申
「
―
卜
旺
簿

デ
Ｒ
や
や
蝉
笙
抱
む
捜
＝
―
。や
二
】
ｔ
理
さ
爵
里
電

遷
授
や
投
申
捜
寵
翌
引
Ｅ
Ｇ
К
コ
ー
ヽ
卜
ふ
″い
鳴
】
神
翻
抑
名
神
隠
ギ
く
捉

。こ
や
二
】
０
鮒
】
相
翌
代
韓
さ
庫
や
颯
蝉
終

″地
や
二
や
二
】
ミ
Ｓ
Ｄ
ミ
捜
】

Ｄ
判
神
翠
製
士
Ｅ
里
「
Ｅ
Ｇ
К
コ
ー
ヽ
卜
ふ
）
や
対
せ
対
些
名
お
碑
Ｇ
田
騨
字

慰
単
製
Ｄ
襲
事
″革
】
二
０
望
捏
職
問
皿
丁
ミ
や
Ｒ
掩
会
い
笙
二
確
Ｇ
神
即
仰

雫
抱
き
ば
る
は
慎

″
さ
紀
】
ミ
栂
尊
穐
ば
田
撫
や
Ｒ
阻
や
ば
腰
翌
田
田
″空
虹
姿

。
Ｃ
″
０
】

く
や
′
０
や
ミ
一札

や
終
和
職
終
電
＝
は

″知
や
い
佃
Ｄ
縮

″柚
題
〉
ヽ
伸
ば
模
Ｇ
虹
欝

夕】
二
●
翌
帥

旺
監
虹
簿

夕四
四
く
や
東
Ｒ
取
瑠

夕や
里
奪
翌
ｙ
つ
】
く
理
さ
庫
里
卜
ふ
ヽ
―
ト

。や
二
】
コ
抱
き
ば

″
さ
終
】
二
騒
や
ば

懐
や
眠
梓
Ｇ
虹
饗
蝶
隠

′】
Ｄ
増
や
的
や
翠
眠
Ｇ
総
神
Ｋ
ｌ
ふ

′字
緊
燃
韓
撃

。や
二
】
Ｏ
ｔ
Ｗ
Ｄ
蝉
―
】
猛
終
く
斑
饉
眠
難
虹
姿

ゴ
ミ
や
二
】
０
き
区
′和

ほ
里
念
＋
伸
ば
模
Ｇ
虹
暮

夕〓
】
二
●
里
志
Ｒ
和
期
や
ミ
く
と
駅
Ｇ
神
陛
く

。こ
終
二
】
ミ
和
Ｄ
き
ば
糸
祇
Ｇ
虹
揮
球
瞬
翌
こ
と
叫

丁
ミ
や
二
】
Ｄ
ミ
総
里
日

や
ど
押
即
抑
″さ
終
】
ミ
な
雫
酷
里
船
付
虹
慨
罫
四
く
く
択
″饉
慨
水
神
四
く

○ ① ③ < □ 0 ○ ① ③ < □

翠
佃
軽
Ｇ
黙
冊

．ｒ
ヨ
囲
劉
酬
卿
ｄ
到

尋
寧
Ｇ
神
単
械
Ｏ

ヤ・　
”や
二
】
や
韓
３
馬
里

ネ

タ】
尺
相
′々
や
出
枢
や
醸
蝉
Ｇ
ミ
や
ミ
や

夕押
投
Ｎ
艇
離
里

引
Ｅ
Ｇ
紅
Ｇ
く
仙
―
卒
卜
ふ

′母
神
翻
仰
も
蔦
神
隠
ギ
く
斑

き
』
Ｇ
ば
胆
Ｇ
虹
懇
Ｏ

。や
二
】
二
ほ
伸
ば
慨
Ｇ
虹
懇

′重
Ｖ
３
０
逆
陶
Ｆ
Ｇ
擦
軽
四

く
や
ミ
く
駅
Ｇ
神
山
く
夕斑
代
細
田

′眠
態
Ｇ
神
黙
選
綿
点

０
め

卜
０

わ
０

マ
い
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。こ
Ｏ
Ｌ
】
冬

】
Ｄ
続
揺
】
ム
０
里
搬
―

′的
や
饗
磯
Ｋ
▲
二
Ｋ
字
暮
装
終
爺
字
眠
難
Ｇ
く

ミ
Ｑ
碍
里
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

夕や
】
旧
や
卜
擦
翠
伸
卜
ふ
終
会
や
韓
Ｓ
仙
′ミ

的
難
珊
避
神
翻
柳
Ｎ
陣
二
和
Ｋ
各
―
、
ト
ハ
く
や
ミ
叶
里
棋
隠
拘
″神
理

く

さ

増
】
帥
や
や
釈
粕
増
照
笙
】
ｏ
判
翌
神
山
く
と
い
牟
柳
ミ
く
Ｇ
虹
揮

。や
ミ
ヽ
馴
穐
統
軽
や
卜
〉
や
奇
や
Ｓ
駅

′Ｄ
軽
妊
性

″や
】
日
や
卜
媒
軽
や

卜
ふ
や
名
字
韓
£
和
製
眠
椎
“
町
や
筆
撃
字
四
捜
＝
Ｇ
い
対
●
く
―

。や
糸

や
Ｏ
翌
台
榔
や
】
ｏ
判
里
芸
隠
ｌＪ
や
く
終
拘

′せ
懸
軽
Ｇ
代
黙
覇
対
押
四
く

。こ
Ｄ
些
】
冬
】
Ｄ
続
禅
性

メ
Ｒ
二
終
終
様
降
や
翌
旺

姿

″
ｓ
ヽ
判
や
饉
神
硬
く
】
二
０
里
壇
預

′Ｄ
蝉
興
望
ｄ
十
伸
襲
革
Ｇ
ヽ
ロ

Ｇ
神
凶
く
名
虹
姿
終
艦

″
さ
碍
や
旧
球
や
卜
出
対
神
四
く
ミ
ニ
饉
対
軍
尊

。こ
世
ミ
抱
ネ
Ｈ
い
ヽ
や
和
】
長
総
里

紀
蝉
選
や
里
娯
相
手
連
さ
や
ヽ
里
ふ
―
い
と
、
や
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
Ｇ
電
醸

′紀
や
デ
，
Ｄ
距
】
く
韓
さ
吾
い
ヽ
や
和
膨
縮
駅
ミ
些

，】
】
収
や
回
読
正
叶

。二
収
Ｄ
せ
緊
里
冬
理
さ
庫
や
や
０
拘

い
ヽ
や
和
】
平
ネ
伸
饉
理
や
劇
収

′的
や
い
い
申
ふ
ハ
ゃ
い
ｌ
ｗ
む
韓
中
】
Ｅ
世

瞑

夕
さ
翌
Ｄ
姻
回

′Ｄ
胆
眠
帥
官
準
い
ヽ
こ
卜
や
０
く
脱
〓
姫
韓
Ｇ
遵
縮
駅

。名
い
対
と
】
ミ
抱
統
軽
い
ヽ
や
和
】
長
い
望
寝
里

揺
や
翌
娯
燃
字
整
ほ
や
ヽ
翌
対
や
ふ
―
い
二
小
や
ヽ
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
Ｇ
電
咲

ト ヽ 心 ト 半 心

。や
二
】
ミ
ヽ
韓
糸
ハ
ｍ
小
―
ト
ー
回
収
や
牟
鳴
翌
弾
革
Ｇ
神
凶
く

。や
二
】
】
料
Ｎ
無

″齢

や
卜
導
禅
申
肥
日
旺
く

，Ｄ
蝉
騨
申
襲
キ
翌
Ｄ
増
や
□
ｒ
Ｇ
さ
対
●
く
―
神
四
く

。や
二
】
ミ
＝
韓
糸
ハ
ｍ
小
―
い
Ｉ
Ｅ

ｓ
虹
姿
収
や
傘
碍
里
К
Ｉ
て
や
襲
革
Ｇ
押
山
く
知
や
無
く

′世
騨
篠
，
世
低
瑠

。こ
Ｄ
些
】
●
二
】
０
図
や
拠
慨

′Ｄ

曝
Ｓ
電
性
や
帥
田
即
姿
選

″や
里
Ｓ
製
ｙ
Ｏ
】
Ｄ
世
球
や
卜
ふ
翌
Ｄ
擦
翠
収
Ｄ
捜

や
ミ
娯
Ｇ
ロ
Ｉ
Ｇ
神
陛
く

。や
鳴
ｐ
回
照
名
翻
囃

夕辞
瑠
Ｇ
旺
饗

夕栄
本
部
歴

。や
ミ
お
ｅ
栄
掩
統
軽

″】
Ｄ
対
卜
ふ
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
や
鳴
膨
酷
酬

名
暗
題
Ｇ
持
駅
轟
】
Ｇ
判
里
神
は
ず
０
里
い
〉
●
穐
撃
題
Ｇ
持
駅
言
や
】
ｏ
対

里
芸
隠
拘
ぷ
キ
対
や
担
神
岨
く
′ミ
な
代
〉
恥
終
柳
相
帥
Ｓ
囃
Ｇ
電
く
英
Ｇ
旺

簿

″よ
―
デ
ミ
や
二
】
ミ
ヽ
韓
糸
ハ
ｍ
小
―
ト
Ｉ
Ｅ
製
や
や
碍
里
鎖
羊
Ｇ
神
四
く ０や

二
】
ミ
な
ミ
く
冬
韓
里
ハ
Π
小
―
ト
ー
回
名
虹
欝
襟
様
や
】
二
●
望
Ｅ
尊

）
輔

亀
旺
饗
や
二
】
●
や
判
終
様
Ｇ
対
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
穐
旺
懇
Ｇ
語
提
セ
α
く
栄

。や
二
】
Ｄ
や
さ
〉
や
ぷ
昭
ニ
ト
や
Ｄ
縦
駅
や
準
ほ
翌
翌
理
解

。
や

ニ

】
ミ
拘
や
亀
柿
把
求
熙
電
や
キ
里
“
韓
Ｇ
選
準
ほ

‐
ｒ
一わ
な
や
趣
Ｓ
Ｇ
い
型
饉

。こ
韻
二
‐――ＩＥ
と
対
や
二
Ｖ
和
】
ミ
総
ヽ

Ｅ
弓
翌
連
ほ
世
Ｄ
墳
里
裡
饉
名
虹
欝
畑

丁
ミ
や
二
Ｗ
Ｓ
体
い
ヽ
や
卜
緯
駅
申
連
Ｓ 。′っ

や
ミ
和
Ｄ
ｕ
韓
や
Ｄ
卜
穏
】
や
ヽ
や
＝
名
悪
モ
総
漏
デ
ミ
や
】
Ｓ
Ｓ
里
卓
禅
ネ
Ｇ

虹
震
Ｇ
鞭
電
塾
い
。や
二
】
Ｄ
ミ
＄
翌
電
蝉
経
里
進
応
Ｇ
最
ま

″挫
応
電
く
斑

。こ
や
対
や
対
些
笙
神
翠
や
■
ミ
い
里
連
お
穐
章
寧
旺
聾

綱

′
い
縄
】
ミ
な
堅
里
船
神
側
抑
と
準
ほ
最
ま

す
ミ
や
二
】
ｏ
い
や
連
ほ
世
眠
難

○ ③ ◎ < □ 0 ○ ① < □ 0

電
胆
・軽
禅
Ｇ
旺
姿

。Ｎ

軽
選
Ｇ
虹
簿
型
０
墳
里
襲
革
Ｇ
神
理
く
Ｏ

。や
二
ｐ
ｔ
韓
申
ハ
ｍ
小
―
ト
Ｉ
Ｅ
終
Ｓ
Ｇ
虹
欝
収
Ｄ
量

里
ミ
日

ｔ
十
一Ｓ
■
や
卜
整
棋
や
ミ
提
Ｇ
捜
対
や
襲
年
Ｇ
神
山
く

縮
駅
Ｇ
挫
ほ
や
紀
環
理
Ｏ

”や
二
】
Ｄ

霊
田
ュ
虹
欝
Ｇ
】
て
い
申
臨
電
Ｇ
や

′Ｄ
縮
駅
伸
挫
ほ
収
Ｄ
慢

理
型
部
Ｇ
卓
や
ミ
や
貯
卜
、
ト
ー
回
末
ト
タ世
眠
監

丁
ミ
旺
懇

ｒ
Ｏ
”

い
０

”

ゆ
０

０
０
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。や
ミ
的
せ
張
や
冬
韓
さ
庫
Ｇ
対
や

娯
恵
幸
悪
枢
韓
控
Ｇ
対
旺
揮
Ｇ
く
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
Ｇ
製

夕さ
製
と
摘
Ｎ
榔
翠

〉
輝
申
持
翠
負
帥
神
翻
柳
里
こ
窯
投

ざ
翠
Ｄ
製
眠
や
神
圏
盛
Ｇ
「
匝
旺
聾

。る
い
対
せ
】
代
Ｗ
ｏ
“
Ｄ
様
ｐ
Ｅ
Ｉ
虹
揮
里
神

懇
Ｇ
ＩＪ
夕】
二
●
翌
ほ
蝉

′極
世
や
ミ
く
唖
―
】
ミ
選
対
３
齢
叶
縄
輩
里
世

。こ
Ｄ
母
】
ヽ
Ｗ
Ｄ
続
軽
超
腔
】
ｏ
や
里
蝶
料
Ｇ
く
終
ｌＪ
メ
Ｒ
い
知
名

収
糸
翌
Ｄ
鯛
里
は
く

″さ
四
い
蝶
巾
糸
せ
●
碍
】
Ｓ
掴
名
Ｇ
対
描
隠

′統
磐
Ｇ

翌
撃
Ｇ
せ
寧
や
二
矩
Ｄ
緯
Ｇ
対
芸
隠
ｌＪ
Ｇ
世
Щ
く
Ｇ
ぐ
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

。こ
Ｄ
匹
】
と
語
伸
神
韓
や
卜
話
筆
里
ｄ
十

や
帥
名
や
碍
】
Ｒ
ミ
ｏ
鳴
里
ヽ
―
モ
里
ネ
判
硝
選
噂
捜

夕馴
峠
Ｇ
描
隠
ｌＪ
字

く
終
拘

″帥
い
な
や
】
Ｄ
Щ
く
鶴
き

さ
製
ｏ
ｔ
伸
田
絹
理
隠
里
拒
帥
橿
理
く

ト ヽ ト ヽ

。や
二
】
ミ
約
や
終
さ
〉
や

督
軍
や
い
ヽ
二
や
な
ヽ
収
絶
Ｋ
▲
ユ
く
）
蕊
や
母
ＩＪ
い
佃
０
梅
】
旺
欝
字
神
赳
盛

。や
二
】
】
ヽ
尊
里
饗
難
Ｋ
▲
ユ
Ｋ
母

Ｈ
小
、
ぬ
卜
い
Ｇ
や
性
順

′い
尊
や
椰
韓
や
卜
抱
緯
さ
世
Ｄ
蕊
軍
望
ぼ
「
里
電
霊
慨

。こ
終
二
】
０
縮
奎
無
や
卜
練
望
饗
難
Ｋ
▲
ユ
Ｋ
里
控

。や
二
】
コ
＝
択
】
判
日
や
装

夕柚
や
０
〉
望
捜
―
対
神

四
く
や
旺
辞

）
や
避
判
ＩＪ
や
さ
や
嘔
装
】
日
や
基
駅
穐
や
碍
饉
ほ
球
隈
本

″０

名
Ｄ
。こ
輪
や
神
翠
や
抽
】
綿
軍
名
旺
筆

）
ヽ
や
ふ
―
い
「
―
卜
Ｇ
「
匝
旺
簿

。や
二
】
●
則
里

慨
基
理
く
】
０
蝉
騨
伸
Ｅ
胆
Ｇ
芸
聴
拘

′く
終
拘
″ミ
的
念
＋
や
ぷ
浦
Ｇ
橿
齢

。や
二
】
●
峰
上
像
十
●
条
川
叫
申
ハ
ｍ
小
―
ト
ハ
Ｈ
３

末
Ｇ
‘
芸
憶
ｌＪ
夕く
終
ｌＪ
饉
】
０
世
鳴
里
唖
く

，縄
や
。や
二
Ｖ
Ｏ
海
筆
毬
十
糸
い
対
ミ
く

い
増
望
ヽ
１
終
′Ｓ
製
や
増
糸
静
遊
く
て
二
翼
翌
と
制
捜
対
字
禅
陛
く
隠
世
神
阻
く
様

珊
梓
♀
襲
革
Ｇ
く
終
拘

′
。や
二
】
Ｄ
海
鉛
申
慨
Ｘ
山
く
里
や
対
『
〉
騒
や
的
終

二
組
Ｄ
縮
さ
〉
ｏ
Ｄ
対
帥
芸
隠
ｌＪ
′せ
里
世
慨
基
は
く

。こ
蕊
終
Ｒ
二
盟
掩
Ｅ
熊
四
く
対
や
製
ｏ
会
や
ミ
佃
翌
く

終
ｌＪ
終
Ｄ
Ｏ
聴
Ｇ
】
電
「
―
そ

″
さ
せ
０
学
陣
名
碑
革
Ｇ
弧
台
望
）
■

′ぷ
四
く

′終
や
二
Ｖ
Ｄ
慨
基
や
四
く
ミ
い
Ｇ
二
佃
Ｄ
縮
判
芸
隠
ｉＪ
や
―
十
小
―
キ
ン
ト
ふ

。製
ミ
０
占
駅
ば
や
く
―
ふ
や
二
】
ミ
な
ぺ
蝶
】
Ｄ
判
四
く
や
電
世

―

″■
ミ
抱
や
終
二
佃
Ｄ
縮
や
念
＋
Ｇ
対
く
終
ｌＪ
字
芸
隠
ｌＪ
】
二
０
里
Ｄ
な
陣
Ｇ

枠
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

″い
紀
Ｖ
Ｄ
細
榊
】
二
紀
逆
館
旺
酷
慨
軍
四
く
Ｇ
電
く
択
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提
郎
Ｇ
無
饗
難
Ｇ
К
▲
二
Ｋ
Ｏ

（帥
く
贈
Ｇ
Ｉ
小
ヽ
て
Ｉ
Ｋ
Ｉ
く
夕麟
博
Ｇ
持
担

′母
媒
Ｇ
Ｈ
騨
旺
姿

″椰
翠
や
卜
襲
判
神
帝
忘
）
。や
二
】
ミ
く

さ
難
伸
照
Ｒ
や
卜
栞
難
申
К
ぬ
と
く
や
ヽ
翠
Ｇ
「
総
球
Ｇ
虹
懇

忘
Ｒ
峻
預
Ｇ
世
四
瑠
わ
式
世
凶
く

０

続
軽
Ｇ
Ｓ
把
Ｇ
慨
基
Ｇ
鞭
四
く
Ｏ

（帥
馴

様
Ｇ
芸
隠
・神
理
く

夕暗
題
く
預
や
捜
対

′瑠
襲
や
畑
里
服
母

嶼
く

′郁
蛭
儘

″盛
神
笙
球
経
饉
球
欄
や
ヽ
や
二
】
０
経
饗

里
冬
十

メ
ミ
や
碍
】
神
ほ
預
理
く
求
Ｄ
掴
里
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

い
０
】

卜
０

一

ヽ
０

”
０
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。や
ミ
拒
珊
名
二
佃
Ｄ
緯
岨
＝
ｐ
「
―
卜
虹
揮

夕Ｗ
Ｒ

ヽ
″々
や
聾
神
理
く
ｙ
っ
】
０
学
超
刺
卜
拒
卜
＝
ぷ
付

メ
ミ
Ｇ
や
「
な
韓
】
「

―
モ
や
ヽ
鎖
キ
Ｇ
盟
騨
Ｇ
鞄
′Ｗ
Ｄ
対
惹
Ｒ
Ｇ
「
―
指
名
や
ヽ
里
Ｋ
Ｉ
ふ
く

や
や
や
′冬
報
申
帥
小
―
ス
ふ
Ｇ
て
耶
や
ど
い
緯
】
Ｑ
判
翌
さ
怖
貯
終
Ｇ
昧
採

。糸
一
『
〓
Ｖ
冬
】
ｏ
佃
Ｄ
緯
里
榔
翠
Ｇ
ＩＪ
や
】
ム
●
里

喜
装
γ
っ
】
Ｄ
Ｓ
軽
里
や
『
判
や
卜
蝉
票
Ｎ
酬
博
Ｇ
業
隠
ｌＪ
′く
終
「
夕】
ニ

Ｑ
里
卜
ふ
ｋ
望
字
学
四
側
Ｇ
巡
付

‐十
石
抱
ず
つ
０
世
】
代
】
０
何
Ｄ
服

夕】

士
増
や
尽
帥
や
こ
と
叫
鞄
や
無
Ｒ
軽
ば
Ｇ
】
ヽ
付

″や
】
Ｄ
預
里
芸
隠
ｂ

。や
ミ
Ｏ
Ｓ
無
名
判

ＩＪ
〉
二
】
Ｄ
軽
棋
や
】
二
●
望
判
鞭
Ｇ
珊
岨

″鞄
や
や
卜
や
翻
翻

，
３
収
Ｄ
申
埜

蝶
せ
鯉
―

′●
穐
や
Ｄ
ョ
和
高
や
Ｒ
Ｇ
神
陛
く

″Ｄ
蝉
騨
申
贈
羊
〉
や
士
い
抱

ト ヽ ト ヽ

。や
二
】
ミ
や
い
名
蝶
拭
Ｇ
て
ば
四
瑠
ｙ
つ
Ｇ
蛾
韓

メ
つれ
Ｄ
緯
ｄ

十
『
く
終

夕革
隠
拘
″鞄
終
世
翌
ｏ
や
里
蝶
棋
郎

革
】巴
刺
い
把
Ｄ
卓
距
穐
鎖
年

ｃ
や
ニ

】
Ｄ
申
堅
棋
や
毛
や
霊
い
ヽ
わ
択
〉
や
へ
〉
て
や
や
後
小
―
ヽ
ふ
Ｇ
対
ｌＪ
や
翌
さ
禅

Ｇ
ぐ
ば
壇
留
ｙ
Ｏ
Ｌ
露

。
●
二
】
●
佃
Ｄ
憾
は
■
対
路
隠
ＩＪ
廷
】
●
世
鳴
里
距
瑠

。や
二
】
二
製
世
二
伸
蛾
韓

メ
０矩
Ｄ
鵬
念
十
や
判
芸
隠
ｌＪ
。や
二
】
尺
神
申

案
業
や
ミ
牟
聴
対
と
ば
榊
―
】
尺
神
逆
Ｉ
申
糸
や
＝
名
Ｅ

″】
●
対
里
神
眠
再

。や
二
】
０
と
Ｇ
里
悪
＄
名
神
山
瑠
米
本
摘
歴
埜
駅

丁
ミ
や
二
】
Ｄ

難
棋

′焦
翌
や
ば
峰
緯
ぱ
い
Ｇ
二
佃
Ｄ
様
対
芸
隠
ｌＪ
夕さ
紀
Ｖ
Ｄ
に
答
翌
郎
翌
駅

。名
二
終
笙
枠

Ｇ
二
や
〉
終
も
や
Ｒ
や
二
】
ミ
ミ
世
Ｎ
様
時

メ
ミ
Ｇ
や
ミ
〉
紀
絶
Ｄ
栂
聴
二
Ｄ
黙
Ｇ

】
「
―
モ
】
椎
鐘
羊
や
い
ヽ
Ｇ
対
″）
ヽ
い
二

′奎
里
〓
Ｇ
芸
隠
拘
メ
ミ
や
二
▼
Ｄ

黙
黙

′↑
騨
申
択
や
緯
Ｒ
い
Ｇ
二
佃
Ｄ
綿
判
芸
隠
ｌｊ
夕
さ
縄
】
Ｄ
に
さ
里
帥
翌
黙

。や
二
】
Ｄ
剛
触
さ
名
Ｇ
Ｄ
，
３
紀
】
０
庫
Ｎ
幅
里
姓
球
離
架

″＝
姫
道
電
「
―
モ

。や
二
Ｖ
ミ
Ｏ
Ｒ
削
里
電
対
懇
的
や
側
無

″ぬ
ヽ
ニ
タに
■

。や
ミ
０
と
駅
ば
穐
ほ

や
３
】
コ
出
里
業
隠
拘
字
神
山
く

，
さ
増
や
―
小
て
ヽ
い
ヽ

′世
】
二
●
里
珊
四

Ｇ
せ
寧
神
四
く

メ
ミ
や
二
】
ｏ
革
Ｎ
胆
州
〓
里
翻
抑
対
想

′撻
無
Ｇ
冬
最
眠
ネ

○ ① ◎ < □ ○ ① < □

蝶
Ⅸ
Ｇ
四
瑠
Ｏ

。や
碍
糸
暮
苺
Ｇ
や
′母
矩
蝉
と
や
絶
尽
陣

山
瑠

。や
二
】
Ｄ
撃
棋
里
い
ヽ
や
ミ
緯
里
求
陛
叫
ｙ
つ
Ｇ
せ
韓

′膨
「
ポ
０
卓
Ｎ
答
蕊
や
念
十
里
棋
隠
や
神
は
く

′世
拒
。や
増

】
選
ぷ
亀
騨
瑠
収
基
Ｇ
や
里
や
対
対
〉
や
湘
里
翌
黙

′道
理
瑠

翻
抑
制
様
・朝
鯉

．寸

即
抑
対
趣
Ｇ
電
「
―
モ
Ｏ

（帥
翠
曜
択
″巴
提
空

″準
や
い
タト
ロ

″〓
や

夕崎
祖
）
。や
二
▼
Ｄ
世
軽
Ｎ
対
毎
や
離
無
Ｇ
電
「
―
キ

の
Ｏ
”

う
０

つ
０
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。や
ミ
Ｏ
Ｓ
終
糸
対
ＩＪ
ｙ
Ｏ
】
ｏ
図
や
世
導

Ｇ
や
判
ｅ
水
さ
麟

″芭
】
二
０
翌
翻
抑
Ｇ
哨
さ
や
郎
穏
名
隈
州

″】
Ｇ
や
鳴

掩
卓
礎
や
糸
離
里
将
酢
Ｇ
対
や
慈
離

夕や
】
〉
や
二
】
抽
慨
終
革
沖
】
＝
付

。や
ミ
な
ｅ
終
糸
胆

択
や
毬
＋

）
や
饉
】
と
や
二
嘩
〉
畑
糸
翌
翠
ド

″や
】
〉
や
糸
革
い
】
椎
付

。こ
Ｄ
距
】
く
翠
お
臣
里
ム
“
Ｄ
緯
収
占
や
望
「
埋
釈

性

夕的
や
や
■
眠
捜
伸
購
盛
ユ
か
く

く
一学
コ

‐
ｒ
一ネ
判
選
樹
Ｇ
常
“
将
軍
齢

。や
ミ
な
£
無
糸
対
日
ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｄ
聴
脱

メ
Ｏ
Ｌ
Ｎ
ニ

矩
Ｄ
綿
翌
Ｄ
世
軽
】
「
匝
虹
簿

，Ｄ
盛
軽
判
や
や
和

‐
す
一Ｓ
ミ
Ｇ
〓
掻
想
性

〉
や
せ
】
料
に
出
棋

デ
長
投
い
ヽ
製
ゃ
毛
や
穐
緯
稲
Ｇ
判
革
沖
】
ミ
ぷ
Ｆ
降

ト や ト 半

。や
二
】
ミ
抱
即
抑
白仰
軽
里
Ｓ
照

。や
二
】
ミ
抱

や
対
デ
Ｒ
ｏ
Ｄ
終
撻
日
】
こ
０
翌
蜘
球
Ｇ
鴫
さ
や
郎
ミ
糸
腰
州
Ｇ
齢
衰
択
手
艦

。こ
や
二
】
ミ
抱
や
せ
甚
田
Ｇ
軽
控
字
ｅ
基
い
爵

ゴ
ミ
や
二
】
Ｄ
と
捜
邸
ミ
十

。こ
Ｄ
些
】
Ｄ
経
軽
電
性
】
二
０
翌
英
よ
Ｇ
酎
コ
や
ほ
暉
担
球

′い
電
】
二
肥

里
ゃ
３Ｊ
対
〉
理
Ｇ
い
名
や
ｐ
縦

ぷ
増
】
割
佃
饉
店
球
抑
球
Ｇ
照

ガ
っ終
二
】
ミ

抱
や
饉
壇
臣
里
控

′】
二
０
望
抑
畦
Ｇ
嘔
さ
や
郎
ミ
毛
慢
択
Ｇ
帥
衰
田
眺
字
艦

。や
二
】
ミ
相
韓
い
菖
】
Ｅ
ｌ
虹

揮
い
ヽ
や
ミ
〉
紀
申
Ｄ
Ｏ
韓
や
田
皿
】
綱
榔

。
や
二
】
雫
劇
や
二
佃
Ｄ
操
Ｇ
Ｅ
旺

欝
】
占
や
望
眠
夜
「
畳
想
雌
Ｇ
再
陣

″紀
や
。や
二
】
ミ
約
慎
尊
堂
』
耐
再
陣

。や
二
】
ｔ
韓
い
吾

ｗ
不
キ
や
卜
申
３
佃
Ｄ
雄
】
占
や
里
榊
再
Ｇ
К
コ
ー
小

″Ｄ
憶
華
や
中
拒
韓
軍
陣

。こ
や
二
Ｖ
ミ
拘
や
笙
響
樹
Ｇ
中
ｕ
韓
革
沖

，Ｓ
投
赳
●
条
や
掩
革
齢

″】
拒
付

。こ
や
二
〓
】
ミ
な
０
縮
〓
眠
「
握
釈
距
翌
撃

丁
ミ

製
●
碍
士
―
語
辞
車
曝
翌
】
＝
付
′缶
栂
紀
】
ミ
抱
響
掛
名
招
準
伸
姫
韓
革
陣
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騨
コ
・コ
球
Ｇ
電
さ
や
郎
穏
Ｇ
標
州
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
蝶
郎
旦
さ
終
『

Ｇ
や
″Ｇ
糸
″貧
基
３
障
里
選
ぷ
や
貯
択
Ｒ
田
抑
″に
暉
抑
軽

夕担
】
二
●
工
に
さ
や
郎
穏
Ｇ
模
択
Ｇ
け
さ
Ｒ
，衰
拭
字
艦

眠
挺
対
悼
拒
韓
Ｇ
革
陣
Ｏ

（紳
士
や
禅
模
卜
会

捉
翌
選
付
メ
０
碍
Ｄ
螺
Ｇ
Ｈ
握
毬
距
）
。や
二
】
と
や
０
里
神
語

Ｇ
ヽ
コ
ー
ヽ

夕さ
縄
】
Ｓ
対
拒
や
ｕ
群
革
い

夕伸
環
ミ
Ｄ
＝
黙
糸

襲
齢
硬
醍
Ｇ
帥
答
降
よ
い

，ぷ
降
綿
隈
′硬
酬

′苺
輝

′名
士

や
“
↓

０
，
Ｆ

”
０

-44-



。と
棋
ミ
条
紀
Ｖ
Ｄ
翻
剛
い
ヽ
や
和
】

軽
蝶
韓
挙
里
狂

′堂
】
二
●
里
照
＝
や
ム
】
ミ
な
Ｓ
栄
穐
に
眠
や
里
電
巴
羅

。こ
収
ミ
抱
和
朴
岨

旺
】
電
ヽ
―
モ
い
ヽ
や
和
レ
ー
軽
Ｎ
経
硝
】
二
Ｑ
里
な
ミ
ＩＪ
′】
Ｅ
Ｉ
旺
揮

。二
Ｄ
些
】
●
二
】
く
韓
さ
庫
里
露
理
解
中
地
や
日
臣
韓
軍
Ｇ
神
―――
駅

ガ
つ
Ｄ
市
一

Ｗ
代
】
Ｄ
ネ
Ｈ
的
や
や
尺
Ｍ
や
神
Ｈ
獄
里
日
や

″
お
ミ
Ｄ
翠
軽
伸
椰
芸
隠
里
神

韓
Ｇ
日

ｌ
Ｆ
石
抱
ガ
つ
翠
ミ
抱
海
鑑
糸
い
地
糸
Ｇ
二
■
♀
二
‐―＝Ｅ
穐
芸
隠
ｌＪ
′Ｄ

経
軽
Ｎ
昼
跡
Ｇ
綿
軍
口準
神
Ｇ
】
村
付

メ
ミ
ニ
や
二
Ｗ
Ｄ
導
益
濃
糸
口
鞭

。こ
収
Ｄ
控
寮
や
ヽ
理
３
吾
Ｇ
船
や
く
翌
綿
軍
糸
神
―‥―
駅

メ
く
い
対
饉
】
ミ

ヽ
韓
い
吾
ミ
抱
綿
騨
里
当
隠
拘
帥
や
卜
叫
釈
神
神
当
聴
里
神
翠
Ｇ
３Ｊ
′終
ゃ

ト 半 ト ヽ 心

。製
●
鳴
糸
ぷ
蝶
Ｇ
韓
饗
里
こ
理
揺
せ
世
細
器

。製
ニ

】
ミ
抱
聖
Ｓ
狙
０
名
念
＋
的
や
壇
預
Ｇ
旺
辞

′墳
預
Ｇ
神
出
粗

″喜
蝶
Ｇ
野
中

。世
●
碍
】
こ
ミ

導

タミ
な
０
鐘
糸
獄
期
Ｇ
対
い
ヽ
ミ
く
と
駅
と
対
日
●
料
尊
望
榊
語
卜
ふ
翌
駅
篤

。世
●
ミ
や
ミ
栂
ば
毛

ミ
準
や
こ
蝉
揺
Ｎ
占
Ｅ
里
憶
軽
韓
馨
′お
掟
糸
喜
蝶
棄
紙
収
と
Ｅ
里
慢
椛
最
ま

。製
ミ
な
と
駅
ば
糸
Ｅ
唱
翌
照
出

夕酌
電
や
卜
駆
里
終
器
辞
け

，判
熙
悼
や
酪
こ
や
二
】
卓
お
Ｓ
無
長
格
眠
韓
控

。や
二
】
Ｄ
寄
群
里
路
隠

夕碇
ぷ
翌
悼
ぷ
爺
町
郎
郎
則

０
や

二
Ｖ
Ｄ
罫
お
里
芸
聴
】神
山
く
と
望
世
翌
駅

夕
さ
鳴
Ｗ
Ｓ
Ｘ
や
口
題
車
駅
準
神

′語
軍

。′
０

Ｄ
些
】
士
媒
Ｄ
笙
ミ
駄
や
Ｒ
噂
Ｄ
四
さ
軽

，Ｄ
翌
選
ぷ
】
Ｄ
対
巴
暮
″い
、
や
眠
な

や
】
Ｄ
綿
軍
や
】
●
二
や
遵
付
，ｓ
糸
〓
抱
喜
台
や
ミ
抱
理
順

夕や
日
０
糸
や
二
】

い
な
や
】
Ｄ
〉
キ
メ
デ
っ終
笙
眠
再
Ｇ
】
Ｄ
対
口
鞭
轟
軍
，膨
Ｇ
や
二
】
ミ
抱
轟
騨

や
膨
Ｅ
名
出
隠
ｌＪ
芭
】
鯉
軽
隠

夕さ
紀
】
ミ
拘
駅
筆
名
畦
駆
躍
蝉
Ｇ
対
業
は
Ｊヽ

。こ
Ｄ
Ｌ
】
持
】
Ｄ
統
軽
】
や
牟
増
対
８
差
い
ヽ

や
ミ
な
ミ
蝉
伸
馴
郎
翌
騨
ば

′や
】
〉
や
と
】
雄
神
終
和
Ｋ

ガ
０
や
二
】
ミ
抱
眠
再

対
く
対
壁

′卜
●
縄
Ｖ
ミ
杓
母
ぷ
蕊
Ｖ
こ
０
ュ
捉
よ
虻
再
Ｄ
郷
い
軽

ゴ
ミ
や
二
】

Ｄ
ぷ
濡
里
業
隠
・神
理
く
と
望
世
翌
黙

″
さ
鳴
】
£
基
抱
口
鞭
セ
駅
撃
神

″綿
軍

。こ
神
二
】
Ｄ
笙
対
日
や
Ｒ
蝉
Ｄ
四
さ
軽
Ｄ
預
里
抵
隠
わ
【
神
山

く

′
（神
翻
担
ｙ
ミ
や
二
】
ミ
抱
硝
答
糸
珊
興
セ
駅
控
榔
里
神
革
講
暉
陣
郎
朝
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革
蝶
・悟
眠
Ｇ
韓
攣

．ゆ

墳
預
や
卜
預
里
延
絹
Ｇ
貯
綱
稲
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
革
蝶
翌
寝
理

解
申
韓
控

′と
里
世
臣
絹
Ｇ
貯
虹
細
稲
埠
椛
字
虹
蕊
弾
納
悠

峻
頼
Ｇ
て
攣
榊
・謡
軍

む

に
ぷ
Ｇ
セ
駅
撃
神
・轟
軍
Ｏ

。や
二
】
ミ
噂
Ｄ
四
小
軽
】
ほ
回
対

碑
Ｘ
伸
よ
卓
Ｇ
眠
再
Ｇ
や
里
芸
隠
わ
真
神
四
く

，
３
碍
】
赳
Ｓ

糸
虹
簿
わ
真
口
鞭
Ｇ
暮
「
―
モ
や
ミ
く
と
駅
申
経
細
や
綿
解

”

”
〓

”

“
一
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。や
ミ
な
Ｓ
栄
名
代
理
さ
庫
や
こ
理
解
地

や
韓
朋
Ｇ
】
齢
綿
岬

″い
ミ
Ｄ
綿
〉
Ｄ
統
や
い
準
Ｇ
く
終
ｌＪ
里
世
神
旧

′い
鳴

ｐ
埋
々
Ｇ
芸
隠
ｌＪ
名
Ｇ
い
二
対
二
〉
里
二
‐――ＩＥ
】
Ｇ
や
二
】
０
な
や
】
●
や
〉
ヽ

。や
ミ
ヽ
馴
名
持
韓
い
障
Ｇ
配
―
や
遵
付

↓
輔

中
判
ＩＪ
や
ミ
０
終
】
０
世
Ｎ
煙
々
い
二
対
「冊
Ｇ
嘘
笙
ｐ
ｔ
馴
「
本
ミ
ＩＪ
ｐ
Ｇ

や
二
】
●
な
や
】
Ｄ
〉
ヽ
♀
や
姓
は
い
二
対
や
二
】
ｏ
や
里
緯
判
紀
」
と
芸
隠
ｌＪ

。こ
翌
Ｄ
逆
素
翌
代
韓
い
爵
や
和
Ｅ
極
的
や
や
卜
響
掻
申
神
芸
隠

市
一

０
約
。二
Ｄ
些
】
●
二
】
Ｄ
申
軽
蝶
韓
磐
望
芸
隠
拘

夕的
や
■
ヨ
】
Ｄ
】
さ
堅
申

い
峰
０
な
碑
♀
東
羊
Ｇ
章
□
連
回
―
眠
ぷ
製
Ｄ
や
庫
怪
半
Ｎ
ｓ
Ｕ
「
―
モ

。や
ミ

拘
せ
緊
終
対
ｌｊ
ｙ
め】
く
韓
ｓ
麟
里
ぷ
蝶
標
準
や
ｇ
鑑
慨
や
い
ヽ
や
や
翌
持
Ｄ

黙
や
描
隠
ｌＪ
）
卜
や
い
名
へ
い
ヽ
″対
冬
焦
軽
冬
韓
さ
麟
Ｇ
旺
聾

夕い
準
Ｇ

苺
組
「
―
そ
〉
や
世
】
占
型
い
そ
０
お
碑
Ｇ
く
終
ｌＪ
′
ｓ
ヽ
里
貯
お
邸
ヽ
―
そ

ト や ト ヽ

“く
こ
卜

一担

臣
い
ヽ
や
や
ヨ
和
高
名

馴
郎

♀
ば
胆

メ
０
矩

い
庫
申
韓
朋
】
帥
緯
煙
世
埋
】
０
墳

里
球
苺
製
＝

夕製

Ｃ
眠
蝉
Ｎ
掛
峰
０
い
噂

字
腱
革

Ｇ
罫

口
望
踏
偶

熊

Ｇ
隠

隠
均

。や
二
】
二
四
】
Ｄ
ヨ
申
刷
博
字
ば
慨

″Ｒ

蝉
〉
Ｄ
維
的
や
さ
峰
Ｄ
Ｏ
陣
Ｇ
邸
□
字
【
羊
Ｇ
嶋
台

′対
や
ミ
抱
絹
栄
名
芸
隠
ｌＪ

。こ
や
二
】
ミ
抱
終
饉
代
韓
い
障
ト
ヨ
和
面
伸
珊
博

′ｓ
製
二
彊
伸
ば
胆

百
一韓

。こ
や
二
】
ミ
抱
や
饉
士
糸
和
導
や
こ

装
囃

′知
や
韓
鯛
や
電
素
慨
や
い
ヽ
ト
ヨ
和
古
申
ば
懐

丁
ミ
や
二
】
ミ
牟
卓
里
離

照
饉
緯
韓

′知
や
や
卜
Ｄ
緯
縄
〉
Ｄ
維
申
い
準
Ｇ
守
田
空
翌
芸
隠
ｌＪ
ミ
ミ
抱
絹
栄

。や
二
】
Ｄ
や
占
糸
ほ
と
翌
世
韓
旧
Ｇ
芸
隠

。や
二
】
Ｄ
申
≡
終
Ｇ
Ｈ
叶
Ｇ
椰
Ｄ
翠
″縮
韓
饗

。や
二
Ｖ
ミ
抱
ｔ
黙
掩
「
い
ヽ
製
」
′製
い
。や
二
】
ぺ
蝉
】
静
悔
慨
や
世
絹
栄

．
や
二
枠
嗅
韓
い
麟
翌
導
蝶
韓
讐
禅
ｇ
報
慨
禅
い

ヽ
や
や
里
代
Ｄ
球
押
当
ほ
ｌＪ
）
卜
や
い
糸
念
い
ヽ
′対
終
焦
軽
持
韓
さ
障
Ｇ
旺
範

夕■
障
Ｇ
母
付
く
―
そ
字
予
々
Ｄ
Ｏ
噂
Ｇ
く
に
出

夕
さ
拭
０
四
螺
Ｎ
さ
尊
ヽ
―
格

。と
や
二
】
尺
蝉
母
里
輩
奎
里
塔
隠
ｌＪ
や
報
田
掩
臣
絹

デ
く
や
二
】

尺
蝉
や
い
控
Ｇ
町
増

′い
製
二
四
】
ば
や
「
て
ミ
ト
′担
翌
世
ミ
ミ
な
栄
里
題
絹

。こ
や
二
】
Ｒ
蝉
饉
翌
電
壊
旺

′こ
霊
収

″や

対
や
つ
々
Ｄ
な
雌
Ｇ
紐
口
Ｇ
さ
対
め
く
―

丁
ミ
や
二
】
０
と
組
Ｎ
縦
躍
翠
Ｇ
く
択

○ ① < 田 ○ ① ③ < □

娯
棋
Ｇ
判
芸
憮
対
ヽ
―
終

．ト

占
ミ
和
ｇ
ト
ヨ
和
古
申
酬
郎
字
ば
植
Ｇ
芸
隠
Ｏ

。や
二
】
０
い
翌
翌
蝉
経
申
帥
韓
朋
電
寮
慨

′士
糸
ほ
Ｇ
世
神
口

‐
す
下
ヽ
や
和
】
い
収
Ｄ
綿
翠
い
■
ミ
蝉
里

騨
ば
翌
虹
欝
伸
珊
博

′ば
隅

″字
対
ｌＪ
や
さ
各
掩
ば

メ
ミ
業
隠

革
蝶
韓
饗
や
卜
題
翌
中
準
Ｇ
狂
□
Ｇ
て
描
隠
Ｏ

（齢
セ
組
Ｇ
Ｈ
い

′き
「
Ｇ

ヽ
卜
■
郎
峰
字
卓
釈
Ｇ
「
い
ヽ
製
し

。や
二
】
眠
蝉
里
電
装
叫

″電
霊
慨
や
い
準
Ｇ
狂
口
や
さ
そ
０
●
障
Ｇ
神
凶
く

百
一当
隠

Ｎ
Ｎ

一

Ｏ
Ｃ

０
０
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。こ
Ｄ
単
】
Ｄ
経
軽
抱
担
Ｒ

や
和
ｐ
ｕ
韓
翌
塔
隠
里
霊
寮
慨
Ｗ
£
韓
】
ミ
頃
申
些
二
名
や
ＩＪ
ゃ
二
】
と
や

。こ
Ｄ
拒
馴
終
対
ｌＪ
〉
縄
】
Ｄ
伸
Ｓ
Ｘ
お
庫
】
濃
Ｇ
名
な
Ｅ

′】

Ｇ
や
鳴
や
『
や
対
日
や
■
無
維
翌
巡
聴
】
Ｄ
申
§
二
肛
】
い
や
ギ
翌
神
は
く

。や
ミ
拒
珊
名
対
叫
ｙ
Ｏ
】
０
図
い
ヽ
や
尺
佃
Ｄ
梅
〉
や
撃
限

″Ｄ
四
ｓ
軽
申
軒
翠
，
デ
ミ
い
や
唱
胆
栂
糸
喜
「
―
モ

′】
Ｇ
や
鳴
や
】
妊
ニ

〉
翌
ニ
ーーーＩＥ
夕Ｒ
Ｉ
や
増
】
判
日
や
や
里
ば
や
ぐ
二
投
や
芸
隠
ｌＪ
″担
日
Ｇ
組
組

。や
ミ
＝
馴
終
占
名
和
Ｓ
Ｇ
な
条
喜
「
―
そ
い
ヽ
や
士
ニ

】
０
図
申
搬
則
里
電
蝉
躍
判
ほ

′押
里
Ｓ
製
Ｇ
「
Ｅ
卜
ふ
無
螺
Ｇ
革
■

夕さ

縄
】
ミ
な
£
無
終
眠
捉
字
選
翻
Ｇ
ヽ
―
モ
ト
ー
ミ
ふ

′】
Ｄ
対
扇
尊
Ｇ
＝

。こ
製
Ｄ
姓
寮
申
対
門
ｙ
っ
】
ミ
な
国
名
猟
朋

い
ヽ
や
と
こ
】
Ｄ
無
ネ
終
韓
埋
Ｇ
朝
Ｇ
対
率
占
■
や
】
「
―
モ
ト
ー
ミ
ふ
珊

ト や 心 ト ヽ

。や
二
Ｖ
ミ
抱
則
抑
デ
く
ｏ
Ｄ
ざ

増
終
餓
韓
ヨ
ミ
国

。や
二
】
Ｄ
鞭
拝
里
芸
隠
”
眠
葉
伸
柿
帥
事
駆

′Ｄ
酬
柳
い
ヽ
望
撃
韓
ヨ
韻
総

。こ
や
二
】
ゃ
ヽ

基
終
ミ
ー
ミ
Ｇ
抽
韓
や
電
寮
慨
Ｇ
て
革
隠
ｌＪ
収
尺
眠
や
的
終
―
コ
田
Ｇ
披
彗

′名
や
二
】
和
】
せ
騨
迎

タミ
な
銀
終
ュ
ー
小
ぬ
ミ
な
と
車
名
些
二
糸
や
日
対
く

や
和
く
寧
く
寧

″Ｄ
鞭
韓
里
芸
隠
ｌＪ
里
名
字
霊
地
や
む
群
遵
帥
ほ
郎
Ｇ
ぶ
二
肛

。こ
や
二
】
０
と
即
距
想
Ｓ
Ｗ
Ｄ
製
政
堅

。や
二
】
Ｄ
Ｓ
撃
】
と
や
里
引
Ｅ
Ｇ
卜
ふ
求
螺

夕さ
麟
里
禅
伸
韓
鯛
Ｇ
判
営
に

。や
二
】
Ｄ
響
ネ
や
「
―
モ

タ知
終
珊
窓

′報
眠
維
Ｇ
謡
埋
守
く
押

。こ
や
二
】
●
峰
〓
里
こ
理
解
担
撃
せ
】
Ｄ

判
「
―
モ
ト
ー
ミ
本

″さ
紀
】
●
卓
】
柿
ｉ
ｓ
ハ
早
撃
棋
網
↑
碑
蝉
Ｇ
謡
鰹
苺
車

慨
製
里
榔
や
翠
撻
題
Ｇ
「
―
十
里
控

′収
ヽ
ガ
０や
二
】
Ｏ
尊
重
と
名
和
尋

Ｗ
二
０
翌
艦
駅
な
糸
喜
「
―
そ
ト
ー
ミ
ふ

ｔｒ
一撃

）
や
せ
解
郎
Ｇ
黙
陣
卒
宮
拒

○ ① < □ ○ ① < □

騨
型
猫
組
Ｇ
神
蛭
く
Ｏ

。や
二
】
Ｄ
望
糸
な
ぷ
抱
韓
ヨ
Ｇ

や
里
呂
報
投
里
芸
隠

″ｓ
紀
】
ｅ
慨
「
Ｇ
綿
軍
対
芸
隠
Ｎ
択
末

柳
ゼ
Ｇ
や
″芭
里
佃
球
二
や
和
】
糸
即
抑
Ｇ
韻
＄
終
神
陛
く

娯
燃
Ｇ
対
軍
翠
判
ヽ
１
そ

．∞

い
や
駆
Ｇ
対
卒
畳
■
Ｏ

。や
″０
】
Ｄ
緯
駅
里
こ
理
揮
Ｎ
器
郎

率
畳
■
Ｇ
柿
酬
器
欄
告
芸
隠
夕さ
対
里
騨
や
韓
則
Ｇ
対
舞
蛍
ほ

Ｃ
Ｎ
，

卜
ヽ
ｒ

ヽ
０

Ｃ
Ｃ
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。こ
Ｄ
些
】
０
二
】
Ｄ
黙
筆
申
翌
嘩
理
″的
や
や
と

名
わ
皆
伸
ミ
総
Ｇ
て
陣
峰

″総
選
Ｇ
野
田
夕娯
想
Ｇ
対
神
く
押
や
神
択
皿

。′
０

翌
Ｄ
控
察
申
終
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Ｇ
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捜
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く
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い
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里
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Ｇ
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や
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く
と
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データマップ

道府県別ホーム別達成率ヒストグラム

道府県別項目達成率 (上位5項 目、下位5項 目)
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【北海道】 (N=52GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12

1 0

8

6

4

2

0

|

L   _
-20  -25  -30  -35  -40  -45  ～ 50  ～55  -60  -65  ～70  ～75  ～80  ～85  -90  -95  ～100

%

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

14

12

1 0

8

6

4

2

0

■自己評価共通  翻 外部評価

0  0  0  0  0  o  o  o  o  o  O ■0

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 98.01% 55,97% 84.45%

自己評価共通 98.59% 60.56% 83.78%

外部評価 94.37% 61.9796 82.18%

- 5 1 -



【】ヒ】喜対査】
上位5項目 (N=52GH〓 87ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

捉
期
駈

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率脚期
品

項目見出し 達成率

２

■
入浴可否の見極め 100091 144

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

98911 ！２３
，
拘束のないケアの実践 100091

■

十

６

≡
‖

休息の支援 100016 118 調査等の訪間に対する対応 98996 ４

！

３

一

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
1000%

ごみの処分 100091
一
６

■

，
巧
！
埋美容院の利用支援 977% ６３

一
調査等の訪間に対する対応 1000%

一打
古
”

自信の回復 98996 トラブルヘの対応 97791
，
３

■

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

981%

共に支えあう場面づくり 98.991
■
＝
材
馴染みの食器の使用 96.691 ４

一

医療関係者への相談 98111

入居者一人ひとりにあわせた
罰理方法 ・盛り付けの工夫

98991

一，
鶴
，
一．

医療関係者への相談 96.6%

希望する医療機関での受診 98.9% 機
縮

注意の必要な物品の保管 口管
理

966%

鮒
Ｈ
納

身体状態の変化や異常の早期
発見 ・対応

98991

僻
紐
縮
料金の内訳の明示と説明 98996

触
納
協
調査等の訪間に対する対応 98916

下位5項 目
目 己辞H曲 項 日 目 己詳 tm共 通 項 日 外 部 詳 仙 項 日

部盛
胤

項目見出し 達成率
日EE

項 目
Mn

項目見出し 達成率
印
目

は

外
環

Ｎ
項目見出し 達成率

1世
1127
fttt
市町村との関わり 36.891

打
一！１２７
一ｔ■
市町村との関わり 368% 市町村との関わり 15.4%

家族同士の交流促進 46096
一＝町
！一
”

緊急時の手当 50696 研
；
継続的な研修の受講 46211

麟第二者への相談機会の確保 49496 運営理念の啓発 529%
“一一母＝～

地域の人達との交流の促進 46.291

おか蛇
博
一

緊急時の手当 50691

il伴

110 地域の人達との交流の促進 56.3%
一
コ
一
ホーム機能の地域への還元 500%

様
抽
締
職員の休憩場所の確保 506%

介護計画への入居者 B家族の
意見の反映

59896 運営理念の啓発 53.8%

“瞬 地域との連携 50696
!‖|
“0 緊急時の手当 538%

- 5 2 -



【青森県】 (N=105GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

18

16

1 4

12

10

3

6

4

2

0
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ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

４。

　

　

　

，

や
-95  ～100

%

ホーム数

40

35

30

25

20

15

1 0

5

0

L却 日外部評価J

00000000001丁 10ヒ01丁 o下
~高

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 29,35% 7831%

自己評価共通 100.00% 28.17% 77,89%

外部評価 95.77% 6479% 8221%
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【青森県】
上位5項目 (N=105GH=152ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

疑
輔
姉

項目見出し 達成率車盛
胤

項目見出し 達成率郷聴
胤

項目見出し 達成率

状態にあわせた下着等の使い
分け

987%
，解齢
縛
医療関係者への相談 98.791

帥
増
３
一犠

排泄パターンに応じた個別の
排泄支援

100096

幌
橘 入浴可否の見極め 98.796

鋼
弱
翻
理美容院の利用支援 94,796

ヽ
年
毎
一快

トラブルヘの対応 98,l ll

医療関係者への相談 98.796
艦
購 入居者の金銭管理 94716

！繍
室療関係者への相談 971%

盟
翻
軽

異変情報及び対応方法の家族
との共有

987%
一藝 時の見当識への配慮 94.191

鎖
騒 家族の訪問支援 97.191

一蠣

臓
料金の内訳の明示と説明 98.096 ソ 入居者

一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

94196 階
1縮
調査等の訪間に対する対応 97.196

ど
退居の支援 941%

下位5項目
自己評価項 目 目己 評 価 共 通 項 目 外部評価項 目

記
聴
胤

項目見出し 達成率
こ
目

ｎ

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率棚酎
Ｌ

項目見出し 達成率

脇 市町村との関わり 24396 醒市町村との関わり 24,396
警

纏
市町村との関わり 21.991

も 家族同士の交流促進 32.9% 運営理念の啓発 48796
鞠

鯨
緊急時の手当 47.691

ヘ
第二者への相談機会の確保 41.496 緊急時の手当 48.791 運営理念の啓発 55.296

ぬ
塁営理念の実現 42.896

轟
剛
わ
地域の人達との交流の促進 493%

！譴 介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

59096

饉
生活の拡充を支える近隣住民
導への働きかけ

43.496ウス トレスの解消策の実施 50,7%
入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

59.Oll
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【岩手県】 (N=31GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12
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0
～95  ～100

%
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ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
¬

ホーム数

16

14

12

1 0

8

6

4

2

0
-25 ～ 35 ～ 55      ～ 65 -75 ～85 ハ,95

■自己評価共通

日

4     4 ■4 1

塙 1測
00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  占0  110  日ほ目 1日0  日E慰 ■

0

最大値 最小値 平均値

自己評価 94,03% 61,94% 81.5596

自己評価共通 95.77% 59.1596 81.01%

外部評価 94.37% 66.2096 82.55%
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【岩手県】
上位5項目 (N=31GH=36ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
己
目

は

自
環
Ｎ

項目見出し 達成率
部

目

ｎ

外

項

Ｎ
項目見出し 達成率

■

一

共用空間における居場所の確
保

1000% 8
共用空間における居場所の確

保
1000執 ２

！
拘束のないケアの実践 1000%

３ｔ
ｉ

入居者一人ひとりとのコミュ
ニケーション

1000%
ホーム内の役割 コ楽しみごと
の支援

1000'
一
３２

一
個別の栄養摂取状況の把握 1000%

斡
一
自信の回復 100091 1

理念の具体化及び運営理念の

共有
972% 身体機能の維持 100091

６

一！

共に支えあう場面づくり 1000% ，絆 回別の記録 97291
ヽ
的
一
ホーム内の衛生管理 100011

“

十
献立の工夫 1000%

俳泄パターンに応じた個別の

俳泄支援
972% 権利 口義務の明示 96811

■
■
６

■
休息の支援 100.091 1681

ⅢⅢI I 十1
医療関係者への相談 972% 一拘

一
場所間違い等の防止策 968%

紺

＝

ホーム内の役割 口楽しみごと
の支援

100096＝鮮 責任者の協働 97291 221 入居者一人ひとりの尊重 96891

Ｓ‐
ｉ

身体状態の変化や異常の早期

発見 ・対応
1000% 陥
！
退居の支援 97291 一夕

■

一人でできることへの配慮 968%

一統
ｈ
料金の内訳の明示と説明 100,091一梅

十
ホーム内の衛生管理 972%

ｉ
３４
市

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
96811

124 外泊時の家族との情報交換 100091湘
一
調査等の訪間に対する対応 972% 研

十
理美容院の利用支援 968%

安眠の支援 96891

!4″ 表療関係者への相談 96811

鶴

，
トラブルヘの対応 968%

一協
村
家族の訪問支援 96896

抑＝
市
調査等の訪間に対する対応 968%

６７

一
入居者の金銭管理 96891

下位5項目
自己評価項 目 目 己評 価 共 通 項 日 外部評価項 目

韓
囃
駈

項目見出し 達成率把酎
Ｍ

項目見出し 達成率
部
目

」

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

|1棚

!ぷ
櫨
緊急時の手当 27.896

鞠

十

緊急時の手当 27891 市町村との関わり 258%

躍
艦
市町村との問わり 27.896

側
蹴
市町村との関わり 27811 柵緊急時の手当 452%

鞠
介護計画への入居者 E家族の

ま見の反映
36191

介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
36.191
■
５．
４計

ス トレスの解消策の実施 45291

躍

僻
家族同士の交流促進 36191

部
ぼ
撤
ス トレスの解消策の実施 47296 運営理念の啓発 516%

鞭第二者への相談機会の確保 38996 機地域の人達との交流の促進 472%
！禅
，
一イ

介護計画への入居者 ・家族の
ま見の反映

51696
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【宮城県】 (N=52GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0
-5   ～ 10  ～ 15  -20  -25 -30 -35  -40  -45  -50  -55  -60 -85-75～70 -80

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ■ 0

ホーム数

14

12

1 0

8

6

4

2

0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

|       ~

最大値 最小値 平均値

自己評価 9851% 55.60% 82.04%

自己評価共通 9859% 53.5296 81.46%

外部評価 9859% 60.56% 82.99%
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【宮城県】
上位5項目 (N=52GH=72ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

霊
理
帆

項目見出し 達成率虻期
ｈ

項目見出し 達成率
部
目

は

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

一一，Ｓ榊
入浴可否の見極め 100096

隅
鱈
ホーム内の衛生管理 1000納

戦
騒
換気 ・空調の配慮 100011

ｔ繍 身体状態の変化や異常の早期
発見 ・対応

100,091
騨
亀
戦
個別の記録 98,691

響
五
辞
拘束のないケアの実践 98196

＝一綱！一貯一

料金の内訳の明示と説明 100096

ユ
撃

併

赫

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

97296
離
研
甜

プライドを大切にした整容の
支援

98.191

縮
冊
鞠
手洗い、うがい 100096

鞠
藤
プライ ドを大切にした整容の
支援

972%

縦

F各 医療関係者への相談 98196

蹴
艦
ホニム内の衛生管理 100,0% 医療関係者への相談 97.2%

横
麟
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

96291

一８
焔
口腔内の清潔保持 97.2%

戦
翻
排泄パターンに応 じた個別の
排泄支援

96291

畿
鮒
撤

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

96296

フ安眠の支援 96.211

躙

畿

雛

麟

身体機能の維持 96296

トラブルヘの対応 96296

議
ホームに開じこもらない生活
の支援

96216

織齢
鋼
ホーム内の衛生管理 96.2%

下位5項目
自己評価項 目 目 己評 価 共 通 項 目 夕ヽ君

記
聴
帆

項目見出し 達成率車酎
』

項目見出し 達成率郷難
胤

項 目見出し 達成率

ぶ
轍
鋼
ン
ち
ミ

市町村との関わり 37.596 市町村との関わり 37596

鍮
柵

翻

靭

運営理念の啓発 36596

介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

41796
介護計画への入居者 。家族の
意見の反映

41.7%

一齢

市町村との関わり 36.596

鵠

一

運営理念の啓発 43.196 選管理念の啓発 43.196
介護計画への入居者 口家族の
意見の反映

44296

諸

一

地域との連携 44.496 終急時の手当 48696
嬰

紹 緊急時
の手当 51、9%

バ
キ 機員

の休憩場所の確保 45891

り

介設計画の見直し 542%

一縄

軽

督
介護計画の見直し 61.596

ヘス トレスの解消策の実施 54296

-58-



【秋田県】 (N=46GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

-5   ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30  -35  -40  -45  -50  -55  -60  -65  ～ 70  ～ 75  -80  -35

L___

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

‐６

‐４

‐２

‐０

８

６

４

２

〇

　

　

一

■自己評価共通  日 外部評価

i            ~~丁
~~~■ ~~~

00  00  ‐ 0  コロ0  00  00  ョ ロ0  口 0  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 98.51% 12.6996 76.74%

自己評価共通 98.59% 12.68% 76.20%

外部評価 94.37% 66.20% 84.1196

- 5 9 -



【秋田県】
上位5項目 (N=46GH=60ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
こ

目

α

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率配聴
品

項目見出し 達成率
部
目

は

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

５２
■
“

入浴可否の見極め 1000% ，‐８
一

「■

≡
調査等の訪間に対する対応 96.7% ！４６

一
一

トラブルヘの対応 100011

９

■
帝望する医療機関での受診 98.3% 医療関係者への相談 950% 31 権利 ・義務の明示 978%

！８

！！！

調査等の訪問に対する対応 96716 ２５

ｔ
確実な申し送り・情報伝達 91711 換気 ・空調の配慮 978%

共に支えあう場面づくり 95016 ４４
，

一

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

917% ２２

一
入居者一人ひとりの尊重 978%

状態にあわせた下着等の使い
分け

95091
一一一一“Ｗ航ｍｉ

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

90091 拘束のないケアの実践 978%

医療関係者への相談 95091 ，８
，
トラブルヘの対応 900%

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 ・盛り付けの工夫
97811

絆 料
金の内訳の明示と説明 95_091 口腔内の清潔保持 900% ３４

，
一

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
978%

ヽ
４
一
，

＝
，
ホーム内の衛生管理 900%

一一鶴
席！

プライドを大切にした整容の
支援

97891

＝確
一一一

家族の意見や要望を引き出す
働きかけ

90096 調査等の訪間に対する対応 978%

入居者の金銭管理 90096

下位5項目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外 部 評 価 項 日

韓
囃
ｈ

項目見出し 達成率韓期
胤

項目見出し 達成率
外部

項 目
Nn

項目見出し 達成率

127
1iltill
市町村との関わり 23396

,革,十

127 市町村との関わり 23.391 ６８
ｉ
市町村との関わり 326%

匡営理念の啓発 367% 運営理念の啓発 36791 “■
一
運営理念の啓発 522%

解
齢
鞠

地域に出やすい周辺環境の整
備

41791 ス トレスの解消策の実施 43391
“
“
市料

継続的な研修の受講 565%

穀
抑
報
地域との連携 41796

一打一的
統̈
！

地域の人達との交流の促進 45.091 緊急時の手当 587%

ス トレスの解消策の実施 43396 緊急時の手当 50091＝
一
ス トレスの解消策の実施 58716

鮒
ｎ
鶴
職員の休憩場所の確保 43,391

繍第二者への相談機会の確保 43391

家族同士の交流促進 433%
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【山形県】 (N=34GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

1 0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 -40  ハ ツ45  ～ 50  -55  -60  -65  ～ 70  -75  -30  -85 -90  -95  ～ 100

%

|
|

|ホーム数

司

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

16

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0

科
＝
訓
田
判

％
―
□

～45～ 25 ～ 35 ～ 55       ～ 65       ～ 75       ～ 85

| ■自己評価共通__日
外部評価 J

‐  ― ― ― ― ― ― ― ― - 1 - ― ― ― ― ― ― ― 一  ―

十

一 ― ― ― ― ― 一

十

一 ― ―

―

00  00  00  00  00  00  00  00  ■ 0  00  00  ■ 0  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 50.75% 8719%

自己評価共通 100,00% 4366% 8615%

外部評価 9718% 80.28% 89.06%
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【山形県】
上位5項目 (N=34GH=61ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

斑
射
恥

項目見出し 達成率証聴
ｈ

項目見出し 達成率郷卵
ｈ

項目見出し 達成率

＝
＝
班
建物の外周りや空間の活用 100,091 運営理念の明示 98.496

一一嘉議 拘束のないケアの実践 100096

瑞
共に支えあう場面づくり 100.096

４殺付翻
ホーム内の役割 ・楽しみごと
の支援

98496
盟
解
理美容院の利用支援 100011

状態にあわせた下着等の使い
分け

100,096
離
親
い

責任者の協働 984%

繍
プライドを大切にした整容の
支援

100,091

十離
拝
休息の支援 100096

齢
隅
犠
退居の支援 98.4% 医療関係者への相談 100096

一繍 料金の内訳の明示と説明 1000%
蠣

ペ 調
査等の訪間に対する対応 98,496

鶴
畿
トラブルヘの対応 1000%

鞭
う
手洗い、うがい 100096

一轟
ケ ホ
ーム内の衛生管理 100.0%

鰯
調査等の訪間に対する対応 100016

下位5項目
自己評価項 目 己詳 4山其

韓
聴
胤

項目見出し 達成率誕聴
胤

項目見出し 達成率
外部
項目
M

項目見出し 達成率

第二者への相談機会の確保 45,991

麟

鯨 市町村との関わり 50.3%
謗
冊
鞘
市町村との関わり 52.991

ふ市町村との関わり 50,891
謬

じ
地域の人連との交流の促進 52.5% や緊急時の手当 67.691

鞭
・３４て
人材育成への貢献 50.896

鶉
セ
巴営理念の啓発 55,7%

搬
Ｈ
轍
地域の人達との交流の促進 676%

ラ

一

地域の人達との交流の促進 52.591
目辺施設等の理解 ・協力への
働きかけ

57491
鞘

ば
運営理念の啓発 70696

一タ
運営理念の啓発 55.796

が
緊急時の手当 62.391

て
鰊
個別の栄養摂取状況の把握 73.591

隊
ボ
緊急時の対応の周知 55,796
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【福島県】 ( N = 3 3 G H )

「
~

|

|ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価全数)

”５

‐十１

１

一

ム数

十　

　

一

Ｆ
‐
際
‐８
‐
博
‐６
‐５
‐牌
‐ａに
ド
ーー
ほ
円

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

■自己評価共通  日 外部評価

～ 5 ～ 15

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 52.24% 78.72%

自己評価共通 100.00% 46.48% 77.53%

外部評価 92,96% 64.79% 30.67%
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【福島県】
上位5項目 (N=33GH=47ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己
目

」

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率錠球
胤

項目見出し 達成率
部
目

は

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

４９
，

状態にあわせた下着等の使い
分け

100.091 ３
一

６

一
医療関係者への相談 97916

|■

歩

一十1■|
換気 B空調の配慮 1000%

サ

一
入浴可否の見極め 100091 ，３７

，
陶末のないケアの実践 95796 一掛

■
一

拘束のないケアの実践 1000%

十
６８
一
医療関係者への相談 97.9% 3ヽ1

11111

場所間違い等の防止策 93691 宅
ｉ
医療関係者への相談 1000%

６９

一
希望する医療機関での受診 97,991

！‐‐一伍
柵
責任者の協働 93.6%

一一＝ｉ巾
調査等の訪問に対する対応 1000%

路
異変情報及び対応方法の家族
との共有

97.991 拙
林

注意の必要な物品の保管 =管

理
93691 入居者一人ひとりの尊重 970%

管理者による状況把握 97.991
僻

一

調査等の訪間に対する対応 93691 職員の穏やかな態度 97091

外泊時の家族との情報交換 979%
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 B盛 り付けの工夫

970%

1球
３

ち

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
970%

イラ
援
プ

支
ドを大切にした整容の

970%

４

■

|キ'

トラブルヘの対応 970%

下位5項目
目 己評 価 項 目 目 己評 価 英 通 項 目 外 部 評 価 項 目

直

口Ｈ

ｎ

営
項
Ｎ

項目見出し 達成率逆廓
胤

項目見出し 達成率卿囃
虹

項目見出し 達成率

抑
臨 市町村との関わり 23.491

様
一！碑
，
市町村との関わり 23491一！！一６８一一”

市町村との問わり 212%

岬
繍 第二者

への相談機会の確保 29.891
研
撒
撤
運営理念の啓発 36296 漏運営理念の啓発 394%

家族同士の交流促進 294891
輸
婦
鞘
緊急時の手当 38396

購
鵬 地域の人達との交流の促進 485%

鞠
繍
地域との連携 31996

軒
ゆ
穀
ス トレスの解消策の実施 383% 緊急時の手当 515%

髄運営理念の啓発 362%
撤
麟 地域の人達との交流の促進 404% 催続的な研修の受講 51591

鵬
駒
隅

司辺施設等の理解 ・協力への

働きかけ
40416
轡
齢
族への日常の様子に関する情
報提供

515%
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【茨城県】 (N=51GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

1 0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
～5  ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30  -35 ～40

|

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

20

1 8

16

14

12

1 0

8

6

4

2

0
～45      ～ 55      ～ 65

| ■自己評価共通  日 外部評価 J

00  00  00  00  00  00  00  _0  00  00  E0  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 9925% 38.06% 81,38%

自己評価共通 100.00% 36.6296 31,05%

外部評価 9577% 61.97% 83.13%
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【茨城県】
上位10項目 (N=51GH=81ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率記期
ｈ

項目見出し 達成率脚射
胤

項目見出し 達成率

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

100.096
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

100.0,一】一４娩や

拘束のないケアの実践 1000%

”翻 状態にあわせた下着等の使い
分け

100.096
一郵
材
隷
翻
時の見当識への配慮 9889t 医療関係者への相談 100011

一糾
協
印
入浴可否の見極め 100.096

鱒

！

医療関係者への相談 97596 塩
松
調査等の訪間に対する対応 100,091

一嬰
希望する医療機関での受診 1000%

験
轡
顧
責任者の協働 96396 撒

排泄パターンに応じた個別の
排泄支援

98096

鋼
る
時の見当識への配慮 98.8%

！鱈
換気 ・空調の配慮 95196

響

ギ
トラブルヘの対応 98096

藝
衣類の調節の支援 98896 服薬の支援 95.191

懃
課 痴果に知見の深い医師の確保 988%

へ

鏡
ごみの処分 98.8%

下位 10項目
目 己評 価 項 目 自 己評 価 共 通 項 目 外部評価項 目

妊れ姫Ｍ
項目見出し 達成率喪聴

ｈ
項目見出し 達成率州盛

血
項目見出し 達成率

経
絶
市町村との関わ り 27296

鸞

樫
市町村との関わり 27296

概
一
昨
運営理念の啓発 41_216

鶴
納
ば
第三者への相談機会の確保 32196

鵬
船
鱗
ス トレスの解消策の実施 44.4%

雛
耐
鵬
市町村との関わり 49,Oll

剛

家族同士の交流促進 42096
！ひ
運管理念の啓発 46.996

鵬
撤
叩

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

60,311

献立づくりや調理等への入居
者の参画

43291
ル
麒
ワ
緊急時の手当 49.496

隅
艤
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

62.791

ス トレスの解消策の実施 44.4%
ね
ヨ
地域の人達との交流の促進 50.696 I 介護計画の見直し 62.711
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【栃木県】 (N=30GH)

|

|ホ
ーム数         ホ

―ム別達成率分布(自己評価全数)

1 0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
～5  ～ 10  ～ 15  ～ 20  ～ 25  ～ 30 ～35 -45 ００

％

”
～80-55～50 -70 -95

12

1 0

8

6

4

2

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

-45       -55       -65       -75       -85

9

6

2■ 2■
1 1 1 ■ ■ ■ ■

0 0 0 0 ■ 0 0 0 0 ■ 0 0 ■ ■ ■ ■ ■ ■

00  00  00  00  日 10  00  00  00  ■ 0  00  00  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.0096 24.63% 81.38%

自己評価共通 100.00% 22.54% 80.89%

外部評価 94.37% 66.2096 34.08%
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【栃木県】
上位5項目 (N=30GH=46ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
ヨこ

項 目
Nn

項目見出し 達成率
己

目

は

自

項

Ｎ
項目見出し 達成率棚理

旺
項目見出し 達成率

６

一

■

！
五感への働きかけの工夫 100.0% ６８

一
医療関係者への相談 1000歓 ２７！

，
ドⅢⅢ

一人でできることへの配慮 1000%

一
Ｏ
ｉ

！！！ｉ３

一！！一一一「・「

入居者の状況の把握 100091 場所間違い等の防止策 97816 ３４
■

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
1000%

一如Ｔ，一一

状態にあわせた下着等の使い

分け
100091 114

音の大きさや光の強さに対す
る配慮

97896 Ａと
≡
■

イラ
援
プ
支

ドを大切にした整容の
100091

一
，
一
一

入浴可否の見極め 100011 一
，

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

97891 ５２
ｉ
家族の訪問支援 100011

Ⅲ8・
|‖
医療関係者への相談 100096

■
十５６
一一

理美容院の利用支援 978% 髄
ｉ
ホーム内の衛生管理 1000%

出
碑 希望する医療機関での受診 100,091 16い

船

ホーム内の役割 口楽しみごと
の支援

97896 ！６
一
調査等の訪問に対する対応 1000%

■| ■

樹
料金の内訳の明示と説明 1000%

一叫一”Ｗ，十
入居者の金銭管理 978%

下位5項目
目 己 評 価 項 日 自己評価共通項 目 外部評価項 目

距キ卿跡
項目見出し 達成率

Ｌ

口日

ｎ

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率
部
目

は

外
項
Ｎ

項 目見出し 達成率

翻
癬
第二者への相談機会の確保 34.896

鵬
・２７
静
市町村との関わり 41.396 市町村との関わり 30.Oll

榊

繍
市町村との関わり 413%

介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
50091 4

i

運営理念の啓発 333%

戦

“

家族同士の交流促進 45.791 運営理念の啓発 56596＝一一十一一

緊急時の手当 43316

繍
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

50_091
■
革
蹴
緊急時の手当 587% 地域の人達との交流の促進 567%

報

秘
齢
地域との連携 52291

阻
胡
地域の人達との交流の促進 60996 運営理念の明示 633%

緞人材育成への貢献 52291
周辺施設等の理解 ,協力への

働きかけ
63311
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【群馬県】 (N=79GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

25

20

15

1 0

5

0

2     2~下 万
~t~■ ~ 2

0 ユ 0  0  o  o  o ■o  o ■ ユ

-20 ～30 ～35-25 -55 ～60 -75～70 ～80

|
| ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

30

25

20

15

10

5

0
～ 15 ～ 35～ 25 ～ 45 ～ 55       ～ 65 ～ 75       -85

餡 _」

∞∞h tlo oo配高 高 古
~而
而

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 9.70% 84.42%

自己評価共通 100.0096 1403% 84.01%

外部評価 9718% 64.79% 82.46%
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【群馬県】
上位5項目 (N=79GH=125ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

韓
射
胤

項目見出し 達成率銀期
品

項目見出し 達成率獅聴
Ｍ

項目見出し 達成率

榔

陥
医療関係者への相談 99.291

轡

鹸
医療関係者への相談 99291

躙
観
医療関係者への相談 100091

異変情報及び対応方法の家族
との共有

99296
軸々
一！Ｗお路
ホーム内の衛生管理 97,696

響
″
森
入居者一人ひとりの尊重 987%

掛
対
一轍

状態にあわせた下着等の使い
分け

98,4%
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

96896
！，
付
瓶
トラブルヘの対応 98。711

耕
犠 手洗い、うがい 98.4% 一ふ 定期健康診断の支援 968%

プライドを大切にした整容の
支援

97591

靭
覇
入浴可否の見極め 97691

鵬
船
齢
トラブルヘの対応 968%

錨
糾
撤
圃別の記録 96291

翻鞘材鰍
ホーム内の衛生管理 97691

鱗
織
翻
口腔内の清潔保持 968%

鋼
轍
排泄時の不安や差恥心等への
配慮

962%

餓
鹸 ホ

ーム内の衛生管理 96296

下位5項目
目 己 評 価 項 日 目 己評 価 共 通 項 目 外部評価項 目

即期
胤

項目見出し 達成率並射
』

項目見出し 達成率
郡
目

帆

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

穏市町村との関わ り 36096
じ

め
市町村との関わり 36.0%

響

鱗
市町村との関わ り 31.691

ガ
地域との連携 43296

寵
ポ
運営理念の啓発 464%

一盟
紳
翻
塁営理念の啓発 34,291

ダ運営理念の啓発 464%
ュ
‐３０
鞭
地域の人達との交流の促進 584%

響

繊

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

43.1%

解
編 家族同士の交流促進 49.6%

畿
靭
金銭管理の支援 624%

敷
＝
戦
地域の人達との交流の促進 53296

ア
第二者への相談機会の確保 57.691 ス トレスの解消策の実施 64091

翻

鶴
践員の意見の反映 60896
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【埼玉県】 (N=84GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

18

16

14

12

1 0

3

6

4

2

0
-20  -25  -30  -35  -40  -45  -50  -55  -60  -65  -70  ～ 75  -30  -85 -90  -95  ～ 100

%

| 十 ~

― ―  ― 一 一 一 一 一 一 一 一 -  3 - 一 一 一 一 一 一 一

0 0 0 0 0 0 0

十１ ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

30

25

20

15

1 0

5

0
～55

■自己評価共通  日 外部評価

00  00  00  00  00 ■ 0 上 o 二 o  oo !1。  上 o  oo ■

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 36.19% 81,45%

自己評価共通 100,00% 29.5896 80.67%

外部評価 94.37% 60.56% 83.10%
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【埼玉県】
上位5項目 (N=84GH=127ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
己

目

は

目

項

Ｎ
項目見出し 達成率

却

目

は

外

項

Ｎ
項目見出し 達成率

149
状態にあわせた下着等の使い
分け

984% ４

，

１

一

注意の必要な物品の保管 ・管
理

96.1% ４６
十
トラブルヘの対応 98896

入浴可否の見極め 984% 組
↓

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
94516 一お
■
拘束のないケアの実践 976%

一一伸∵一
料金の内訳の明示と説明 98496 Ｈ

■
ホーム内の衛生管理 94591 35

俳泄時の不安や差恥心等への

里慮
976%

品 手洗い、うがい 98491 1‐1 3
1糾
調査等の訪間に対する対応 945% ！範

一

プライ ドを大切にした整容の

支援
976%

配
一
衣類の調節の支援 976% 医療関係者への相談 93,7% ６３

一
調査等の訪間に対する対応 97696

秘

肝
口腔内の清潔保持 93791

肝
押 退居の支援 93716

下位5項目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外 部 評 価 狼 目

韓
期
ｈ

項目見出し 達成率軍期
品

項 目見出し 達成率棚難
駈

項目見出し 達成率

馳
艦
市町村との関わ り 36216 市町村との関わり 36291

＝
”
一
市町村との関わり 369%

附
ｒ
ｉ＝
緊急時の手当 46591 緊急時の手当 46591 491

一一

緊急時の手当 452%

＝
閣
！縦
第二者への相談機会の確保 472%

麟
継続的な研修の受講 49691

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

53616

服
・０３
鞭
鶴続的な研修の受講 49.691

戦
２
期

介護計画への入居者 B家族の

意見の反映
52.0% ４

一
運営理念の啓発 548%

家族同士の交流促進 49691
十糾
一
榊
金銭管理の支援 52091

‖
■■
介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
59591
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【千葉県】 (N=86GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

一　

　

　

　

１

ホーム数

30

25

20

15

10

5

0
～40  -45  -50 ～60  -65  ～ 70  -75  -80

|
|

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

30

25

20

15

1 0

5

～55       ～ 65 ～75       ～ 85

L,_即

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 1世

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 67.1696 87.87%

自己評価共通 10000% 61_97% 87.73%

外部評価 9577% 60。5696 8235%
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【千葉県】

上位5項目 (N=86GH=120ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

捉
囃
胤

項目見出し 達成率韓期
ｈ

項目見出し 達成率相射
ｈ

項目見出し 達成率

状態にあわせた下着等の使い
分け

100,091納医療関係者への相談 10009
総

艦

プライ ドを大切にした整容の

支援
98.811

入浴可否の見極め 100.0%
い |
■|,|

躙
換気 口空調の配慮 99.2%

ⅢIす十1
1… Ⅲ

22

W
入居者一人ひとりの尊重 97791

“胡
納
医療関係者への相談 100091

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

99291 ＝甫

一

トラブルヘの対応 97.7%

物【一吊脈冊

身体状態の変化や異常の早期
発見 ・対応

100096
情ぜ
粘
却
覇
甥

入居者の金銭管理 98391 拘束のないケアの実践 96.516

燭換気 ・空調の配慮 99296
罷

轟
退居の支援 97596“準母

煎牌

安眼の支援 96.596

翻
繍
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

99.291 調査等の訪間に対する対応 96596

橿侍病等の管理 99.291

鰹
繭
異変情報及び対応方法の家族
との共有

99.2%

下位5項目
自己評価項 目 自 己評 価 共 通 項 目 外 部 評 価 項 目

記
囃
胤

項目見出し 達成率報射
帆

項目見出し 達成率棚射
Ｌ

項目見出し 達成率

齢
臨 市町村との関わり 47596

鱗
願
市町村との関わり 47.5%

轡

一
市町村との関わり 33,791

轍
松
観
家族同士の交流促進 48.396

欝
瀞 国営理念の啓発 61796 運営理念の啓発 47.791

緊

ぶ
第二者への相談機会の確保 50,896

響

一
緊急時の手当 62596

曙
簿
飛急時の手当 50096

メ
生活の拡充を支える近隣住民
等への働きかけ

56.791
麟
い
繭
ス トレスの解消策の実施 650%

鉛

嫌

注意の必要な物品の保管 口管
理

53596

く
欄
運管理念の啓発 617%

盤

を
周辺施設等の理解 口協力への
働きかけ

65091
一靴
輸
撒
ス トレスの解消策の実施 58.l ll
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【神奈川県】 (N=14GH)

ホーム数

6

5

4

3

2

1

0

ホーム数
６

５

４

３

２

１

０

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

-55 ～65 ～ 75～ 15

ホTム 別達成率分布(自己評価全数)

2

■

■

1 1 l 1

0 0 0 。 | | 。 1 00 0 0 0 0 0 0

■
■

～5   ～ 10  ～ 15  ～ 20  ～ 25

最大値 最小値 平均値

自己評価 97.01% 55.22% 83.96%

自己評価共通 95,77% 60.56% 83.90%

外部評価 95,7796 60.5696 83.4096
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【神奈川県】
上位5項目 (N=14GH=18ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
日 E

項目 項目見出し 達成率 項 目 項目見出し 達成率
印
目

ｎ

外
項

問
項目見出し 達成率

６

，
五感への働きかけの工夫 1000% 時の見当識への配慮 1000敦

音の大きさや光の強さに対す
る配慮

1000%

tチ 時の見当識への配慮 1000% 43
排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
1000敦 ５

！！，

個別具体的な介護計画 1000%

付
一
食事のベースを乱さない配慮 100.0% 50

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

1000軟 20 確実な申し送リロ情報伝達 1000%

一な
一

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
100091 ７

十

プライドを大切にした整容の
支援

1000軟 入居者一人ひとりの革童 1000%

４９

一

状態にあわせた下着等の使い
分け

100091 ０

■
安眠の支援 100091 職員の穏やかな態度 1000%

！０

，

５

ｉ

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

100091 付
■

６

■

ホーム内の役割 ・楽しみごと
の支援

100091
入居者一人ひとりの過去の経
験を活かしたケア

1000%

入浴可否の見極め 100,096お身体機能の維持 100011
一
３。

一
馴1染みの食器の使用 1000%

路
入浴時の不安や差恥心等への
配慮

100.0%
一９

ｉ
責任者の協働 100091 ４

一

排泄パターンに応 じた個別の
排泄支援

100091

親
一

イラ
援

プ

支
ドを大切にした整容の

100.091 一９

一
安眠の支援 100091

科 衣類の罰節の支援 100_0% トラブルヘの対応 1000%

”繊 安眠の支援 1000% 160 ホーム内の衛生管理 1000%

一輪
本―ム内の役割 ・楽しみごと
の支援

100_0% 調査等の訪間に対する対応 1000%

樹希望する医療機関での受診 100,096

線 身体機能の維持 100.0%

町縮 トラブルヘの対応 100096

撒持病等の管理 1000%

距Ｈ
！！一一

異変情報及び対応方法の家族
との共有

100016

,併 責任者の協働 100.Oll

巾朗 管理者による状況把握 1000%

1智

10, 料金の内訳の明示と説明 100.091

総入退居時のダメージの防止策 100091
■i出|.t
i,13
Ⅲ■■
ごみの処分 100.096

下位5項 目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外 部 評 価 項 日

担
輔
駈

項目見出し 達成率記期
ｈ

項目見出し 達成率卿囃
ｈ

項目見出し 達成率

牌
絆 機員の体憩場所の確保 33.3% ，一

一
鍵をかけない工夫 50091

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入沿支援

286%

鞠 幕三者への相談機会の確保 38.9% ！６４
ｉ
金銭管理の支援 50091 10 家庭的な共用空間づくり 500%

お母鍵をかけない工夫 50011 運営理念の啓発 55.6% キ 身体機能の低下を補う配慮 50011

一■
一
買い物の支援 50091一ｉ一「

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

61 lll 地域の人連との交流の促進 50011

！４ 金銭管理の支援 50096 130 地域の人達との交流の促進 61191
，
４

，
運営理念の啓発 571%

介護計画への入居者 口家族の
意見の反映

571%

市町村との関わり 571%
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【新潟県】 (N=37GH)

―
司

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～ 40 ～ 45 ～ 50 ～ 55 -60 ～65 -70 ～35～80～75

ホーム数

―
|

12

10

8

6

4

2

0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～55       -65       -75

| ■自己評価共通  日 外部評価

― ――――― 一 一―― ― ― ―十
百
~~打 ~~~口

「
~~‐

00  00  00  00  00  00  00  00  ■ 0  ■ 0  ■ 0  00  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 32.84% 81.71%

自己評価共通 10000% 4035% 81.71%

外部評価 98.59% 69,01% 8573%
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【新潟県】
上位5項目 (N=37GH=51ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

虹
期
Ｍ

項目見出し 達成率
自己

項目
Nn

項目見出し 達成率郷廊
ｈ

項目見出し 達成率

”材
瓶
食べる意欲を引き出す働きか
け

1000%
艦

繍
退居の支援 100,0枕

荘
研
鰐

俳泄パターンに応 じた個別の
俳泄支援

100096

確“前ｗｍ珊
退居の支援 1000%

轡
確雛
ホーム内の衛生管理 100091

一対
鞘
糊

プライ ドを大切にした整容の
支援

100096

鰹ホーム内の衛生管理 1000%
購
ザ 拘束のないケアの実践 98.0%

督

拝

早期退院に向けた医療機関と
の連携

1000%

鱗混乱
や失敗を招かない環境づ
くり

98.096
算紹 プライ ドを大切にした整容の
支援

98.0%
音の大きさや光の強さに対す
る配慮

973%

で胸束のないケアの実践 98096
犠

麟

食事を楽 しむことのできる支
援

96.191 個別の記録 97311

状態にあわせた下着等の使い
分け

98.096
響
ビ
責任者の協働 96191

，ブ
確実な申し送り ,情報伝達 97.3%

お入浴可否の見極め 98096 入居者の決定のための検討 96.1%
掛
″
鶴
入居者一人ひとりの尊重 97311

靭
税
プライドを大切にした整容の
支援

980%
麟

則
調査等の訪間に対する対応 96196

盟
ス
排泄時の不安や差恥心等への
配慮

97396

休息の支援 98.096
艶
艤 医療関係者への相談 973%

し

！一

希望する医療機関での受診 98096
鑑

麟
トラブルヘの対応 97.311

楓 入退居時のダメ
ージの防止策 98.091

！職
繍 責任者の協働 973%

緞

語
ごみの処分 98.0%

艶
Ｈ
縮
入居者の決定のための検討 97396

苦情への迅速な対応 98.0% 鉤ホーム内の衛生管理 97391

し
な
調査等の訪間に対する対応 97396

下位5項 目
目 己 評 価 項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

日E

項 目
Hn

項目見出し 達成率翌聴
帆

項目見出し 達成率棚聴
ｈ

項目見出し 達成率

臀 運管理念の啓発 33.396 セ運管理念の啓発 33391
一静
運営理念の啓発 37896

藷
義
地域の人達との交流の促進 412% 地域の人達との交流の促進 41.296 轡 市町村との関わり 48,611

蒙

第二者への相談機会の確保 43.196
サ
寵 市町村との関わり 471% ホーム機能の地域への還元 48691

地域との連携 451% ス トレスの解消策の実施 52.996 地域の人達との交流の促進 59596

ウ
欄
家族同士の交流促進 47.196 ！綾

介設計画への入居者 ・家族の
意見の反映

538% エ 周辺施設等の理解
・協力への

働きかけ
649%

ゼ市町村
との関わり 47.1%
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【富山県】 (N=28GH)

ホーム数

12

10

8

6

1  4

2

0
-5   ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30  -35  -40  -45  -50  -55  -60  -65  -70  ～ 75  -30  -85 -90  -95  ～ 100

%

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

112

1 0

8

6

4

2

0

■自己評価共通  日 外部評価

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 95.52% 63.43% 86.97%

自己評価共通 97.18% 66.20% 86,78%

外部評価 90.14% 61.97% 79.43%
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【富山県】
上位5項目 (N=28GH=41ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

襲
廓
陥

項 目見出し 達成率翌難
駈

項目見出し 達成率
外 部

項目
田n

項目見出し 達成率

相
十
場所間違い等の防止策 1000% 場所間違い等の防止策 1000軟 ７

十
理美容院の利用支援 1000%

2 9
入居者が感情表現できるよう
な働きかけ

100011 竹

一
拘束のないケアの実践 100091

い６

！ｉ一

！■
一
トラブルヘの対応 1000%

！研
一
拘束のないケアの実践 100091 ４

一

排泄パターンに応じた個別の
排泄支援

100011 ！６。
，
ホーム内の衛生管理 100091

ケ
≡

≡４

■

食べる意欲を引き出す働きか
け

100.0% 50
排泄時の不安や差恥心等への
配慮

100091 1-21換気 白空調の配慮 964%

４８
ｒ

排泄パターンに応 じた個別の
排泄支援

100091一駈
一
理美容院の利用支援 100,0歓 職員の穏やかな態度 96.4%

5 0 排
泄時の不安や差恥心等への
配慮

1000% 常
プライドを大切にした整容の
支援

1000, ，３４
十

排泄パターンに応 じた個別の
排泄支援

96491

‖ 入浴可否の見極め 100096
十1 + | ! ,

109 退居の支援 1000, 351
排泄時の不安や差恥心等への
配慮

964%

入浴時の不安や差恥心等への
配慮

1000%
十■|

解 ホ
ーム内の衛生管理 1000,

一
範
一

プライドを大切にした整容の
支援

964%

■,

,科理美容院の利用支援 100091け碑
一
調査等の訪間に対する対応 1000軌 ‐391 安眠の支援 96411

一算イ仲

プライドを大切にした整容の
支援

100.0% ４２

一
医療関係者への相談 96411

“構
減
衣類の調節の支援 100096 |‐52 家族の訪問支援 964%

隅
生活場面にあわせたその人ら
しい服装支援

1000% 調査等の訪間に対する対応 96.4%

齢休息の支援 100091

樹 希望する医療機関での受診 1000%

縛 痴果に知見の深い医師の確保 100091

髄
痴果の人の受診に理解と配慮
のある医療機関の確保

100.0%

輔
身体状態の変化や異常の早期
発見 ・対応

1000%

異変情報及び対応方法の家族
との共有

100096

齢料金の内訳の明示と説明 1000%

鵡
軸
退居の支援 100096

焼
! ‖=
ホーム内の衛生管理 100ム091

聯 ごみの処分 100096

僻調査等の訪間に対する対応 100091

1券
■|ま■
苦情への迅速な対応 1000%

下位5項目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外部評価項目

日 直

項 目
Nn

項目見出し 達成率
日こ

項 目
Nn

項目見出し 達成率
部
目

は

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

材
，
市町村との関わり 36696

||十11

‐２７
ｒ
市町村との関わり 36691 齢 市町村との関わり 250%

一曲
，
幕三者への相談機会の確保 439%

ヤⅢ
Ⅲ64 金銭管理の支援 512% 運営理念の啓発 3241%

５

一
家族同士の交流促進 46316一２

”
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

585% 料
一
緊急時の手当 429%

【
３
！
‐‐
十

地域に出やすい周辺環境の整
備

48891 133 ホーム機能の地域への還元 585% 「科 地域の人注との交流の促進 42991

地域との連携 488% ５

■
緊急時の手当 610%

一
７。

．

周辺施設等の理解 ・協力への
働きかけ

429%

人材育成への貢献 48896 地域の人達との交流の促進 61011
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に

　
　
一ＦＩ

石川県】 (N=41GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12

1 0

8

6

4

2

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～ 40 ～ 45 ～ 50 ～ 55 ～ 60 ～ 65 ～ 70 ～ 75

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12

1 0

8

6

4

2

0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

-55       お ウ65 -75       -85

■自己評価共通 輌

Ｉ

　

　

　

　

　

　

Ｊ

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 97_26% 56.34% 83.63%

自己評価共通 97.65% 5141% 82.68%

外部評価 94.37% 63.38% 79,15%
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【石川県】
上位5項目 (N=41GH=70ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

車期
品

項目見出し 達成率車期
Ｍ

項目見出し 達成申相期
防

項目見出し 達成率

！料
瀞
自信の回復 100.0%

盤
ゴ
医療関係者への相談 1000' 拘束のないケアの実践 1000%

距躍 休息の支援 100091
鵬
距
雑

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 口盛り付けの工夫
98`691
鉛

轟
イラ
援

プ

支
ドを大切にした整容の

1000%

轡

骨
医療関係者への相談 1000%

一緩 退居の支援 98691 医療関係者への相談 1000%

“輯
‐０８
和
鮮金の内訳の明示と説明 100.096

揮

脇
注意の必要な物品の保管 ・管
理

98691 相談 ・苦情受付の明示 100.091

押鞠
轍
ごみの処分 100,096お権利 B義務の明示 97.1%

響

辮
権利 ・義務の明示 976%

響
ユ
五感への働きかけの工夫 98.696

齢
控
８ 陶束のないケアの実践 971%

鮒“拙
鰯̈
場所間違い等の防止策 97691

叩
ｄ
麟
共に支えあう場面づくり 98696

家族の意見や要望を引き出す
動きかけ

97196 諧安眼の支援 97.691

入居者―人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

98691 トラブルヘの対応 97.691

鸞
ウ
衣類の調節の支援 986% 離

一！

ホーム内の衛生管理 97.696

！３
身体状態の変化や異常の早期
発見 口対応

98696
躍
冊
線
調査等の訪間に対する対応 97696

響
ご
退居の支援 98696

ぬ
ロ
注意の必要な物品の保管 口管
理

98.696

セ
ホ
外泊時の家族との情報交換 98.6%

下位5項 目
目 己 評 価 項 目 目己 評 価 央 通 項 目 外 部 評 価 項 日

捉↓卵Ｍ
項目見出し 達成率証一姫品

項目見出し 達成率
外 部

項 目
Nn

項目見出し 達成率

ヂ
勲 家族同士の交流促進 24.3%

キ

ヤ 市
町村との関わり 32,9%

一申煙鵬 市町村との関わり 26.816

め市町村との関わり 32996 運営理念の啓発 45。791 運営理念の啓発 34.196

ノ
鰹
運営理念の啓発 45796 譲緊急時の手当 45.7%

入居者二人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

46396

緊急時の手当 45796 地域の人達との交流の促進 52,9% 緊急時の手当 46396

ひ
こ 地域との連携 48.6% 綴

介設計画への入居者 ・家族の

意見の反映
571% 地域の人違との交流の促進 46391

ひ
軸 鍵をかけない工夫 571%
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【福井県】 (N=12GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
|

ホーム数

2 . 5

2

1 5

1

0 . 5

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 -40  -45  ～ 50  -55  -60  -65  ～ 70  ～ 75  -80  -35  -90  -95

0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 . 5

3

2 . 5

2

1 5

1

0 5

0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～25 -55       -65 ～ 75

「百百己評価共通 日外部評価一J

～85～45～35～ 15

00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 95。90% 47.7696 74.16%

自己評価共通 97.18% 43.66% 72.63%

外部評価 9155% 61.97% 75.47%
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【福井県】
上位5項目 (N=12GH=18ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
Ｌ

向日

ｎ

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率脚期
品

項目見出し 達成率

博
ｉ
場所間違い等の防止策 1000% ｔ

ｉ
場所間違い等の防止策 100.0鍬

音の大きさや光の強さに対す
る配慮

1000%

統
乱
医療関係者への相談 1000% 医療関係者への相談 1000'

持
排泄時の不安や差恥心等への

配慮
1000%

！
薇
一
希望する医療機関での受診 100016

！
２

■

一「
十
ホーム内の衛生管理 1000,

一
３７

一
理美容院の利用支援 1000%

８４
中
持病等の管理 100.091 “

一

音の大きさや光の強さに対す
る配慮

94.4% ８

ｉ

イラ
援

プ

支
ドを大切にした整容の

1000%

‐０８
，
料金の内訳の明示と説明 100016

一
５

！，
！

一
■

一
換気 口空調の配慮 94491 ，

一
医療関係者への相談 100091

1‐1,
|IⅢ
ホーム内の衛生管理 100.0%

１‐‐．
１，
一
時の見当識への配慮 944% お

一
トラブルヘの対応 1000%

花
打

混乱や失敗を招かない環境づ

くり
944%

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 口盛り付けの工夫
94,4% 組
一
服薬の支援 1000%

協
音の大きさや光の強さに対す
る配慮

94496 llも調査等の訪問に対する対応 94491
一
ぼ
一
調査等の訪間に対する対応 1000%

1譜
1酬
換気 ・空調の配慮 94.491

”線 五感への働きかけの工夫 94496

時の見当識への配慮 94,4%

撤 共に支えあう場面づくり 94491

鍮
入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 ・盛り付けの工夫
94416

ナ衣類の調節の支援 94.491

剛休息の支援 94491

盟
1郷
痴果に知見の深い医師の確保 94.496

購 トラブルヘの対応 94.491

織
異変情報及び対応方法の家族
との共有

94491

1戯

麟 調査等の訪間に対する対応 94.416

下位5項目
目 己 評 価 項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

亜
球
胤

項目見出し 達成率
ヨ0

項 目
Nn

項目見出し 達成率
剖
目

は

外
項

Ｎ
項目見出し 達成率

一慾 地域との連携 16796
十鼈
運管理念の啓発 33.396

一鍮
市町村との関わり 16.7%

騨
脳
地域に出やすい周辺環境の整
備

22216
！冊
鍛
気軽に入れる玄関まわり等の

配慮
38,996 運営理念の啓発 33391

鶴
鷲
抑
家族同士の交流促進 22.291

介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

38991
瑞 ,

料
牌
緊急時の手当 333%

磯

＝
第二者への相談機会の確保 27891

い
一綱
世

食事を楽しむことのできる支

援
38996
■
呂
，

地域の人達との交流の促進 333%

運管理念の啓発 333%
＝
解 市町村との関わり 389%

園辺施設等の理解 口協力への

働きかけ
33391

人材育成への貢献 33396

- 8 4 -



【山梨県】 (N=16GH)

ホーム数

4 . 5

4

3 5

3

2 . 5

2

1 5

1

0 . 5

0

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

～45 ～ 50 ～ 55 ～ 60 ～ 65 ～ 70 ～ 75 ～ 80 ～ 85 ～ 90 ～ 95

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～75      -85

則

００

％

一

|     ~ ~

|

ホーム数

4 5

4

3 5

3

2 5

2

1 5

1

0 5

0

■自己評価共通

最大値 最小値 平均値

自己評価 100_00% 42.54% 84.5496

自己評価共通 100,00% 46.48% 84.38%

外部評価 95,77% 61.97% 81.51%

- 8 5 -



【山梨県】
上位5項目 (N=16GH=18ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

把
聴
紙

項目見出し 達成率韓理
性

項目見出し 達成率嫡射
品

項目見出し 達成率

|■ 隆利 '義務の明示 100096 緩権利
・義務の明示 100091 端介護計画の職員間での共有 1000%

一
摘
一
共に支えあう場面づくり 100,0% 陶束のないケアの実践 100.091戦個別の記録 100011

137 拘束のないケアの実践 1000% 醒 引‖染みの食器の使用 1000' 1281拘束のないケアの実践 100.Oll

惹
一
副1染みの食器の使用 100.091鱗

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
100.09 紺馴染みの食器の使用 1000%

，毎
一

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
100.0%
，紺
一
安眠の支援 100.09 3■

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

1000%

掛 状態にあわせた下着等の使い
分け          |

100,096鉛医療関係者への相談 100.0' 鞘
ⅢⅢ

イラ
援

プ

支
ドを大切にした整容の

1000%

端
入浴時の不安や差恥心等への
配慮     ‐

100.096プ
ホームに閉じこもらない生活
の支援

1000, 鹸
ホーム内の役割 口楽しみごと
の支援

100016

翻
十細
衣類の調節の支援 100096 田

入居者の状態に応じた職員の
確保

1000' 鹸医療関係者への相談 100016

盤 安眠の支援 100096 畿退居の支援 1000' 私
れ| す
家族の訪問支援 100,Oll

縄 休息の支援 100.096期趨 入居者の金銭管理 100.096

概
親
身辺を整える際の支援 100.096

檀 玉療関係者への相談 100.0%

の 市望する医療機関での受診 100.096

ゆ 入居者同士の支えあい支援 1000%

碍 家族
が通院介助を行つた時の

情報交換
100,0%

ホームに閉じこもらない生活
の支援

100.096

端管理者による状況把握 100.096

岬鞘
入居者の状態に応 じた職員の
確保

100.096

輪料金の内訳の明示と説明 1000%

柵
杵あ購
退居の支援 100.0%

縄 手洗い、うがい 100.0%

艦 入居者の金銭管理 100.0%

下位5項目
ヨd L栞 タ

斑射
胤

項目見出し 達成率捉卿
胤

項目見出し 達成率獅嫌
品

項目見出し 達成率

，縄 市町村との関わり 2212眺 ヲ 市町村との関わり 22.296 麗 市町村との関わり 25.096

騒 第二者への相談機会の確保 44.496
介設計画への入居者 ,家族の
磁見の反映

50.0%
注意の必要な物品の保管 =管

理
37.5%

競 介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

50,0% 金銭管理の支援 50.0踊
勉
幡
監
運営理念の啓発 43.891

ゑ 金銭管理の支援 50.096 鍮 緊急時の手当 500% を鍵をかけない工夫 43.8%

軸 緊急時の手当 50096 一轟 地域の人達との交流の促進 500% ス トレスの解消策の実施 43896

1翻

撤 地域の人達との交流の促進 50096

耳‐３４ 入材育成への貢献 50,091

-86-



【長野県】 (N=48GH)

「
ホーム別達成率分布(自己評価全数)

ホーム数

1 2

1 0

8

6

4

2

0 0 0 0 0 0 E 0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～35

ホ中
‐６
‐‐４
に
ド
脚
‐８
‐‐６
‐
４‐ｆ
ド
‐０
１
１
Ｌ

～25 ～ 45 -55 ～ 65

■自己評価共通  日 外部評価

00  00  00  00  日 口0  00  ■ 口0  00  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 98.51% 34.33% 80,9196

自己評価共通 100.00% 23.94% 79.94%

外部評価 97.18% 63,38% 85,0696

-87-



【長野県】
上位5項目

下位5項目

(N=48GH=55ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己

目

“

自

項

Ｎ
項目見出し 達成率

自己

項目
Nn

項目見出し 達成率
部
目

ｎ

分
項

Ｎ

項目見出し 達成率

４

，

状態にあわせた下着等の使い
分け

1000% ル・・ｈ＝！

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 ・盛り付けの工夫
96416 い
一

排泄時の不安や差恥心等への

配慮
1000%

ごみの処分 1000%
■
‐，７８一
トラブルヘの対応 964%

プライドを大切にした整容の
支援

100091

一
６．
，
休息の支援 98211 一・７

一一
！

食事を楽しむことのできる支

援
94591 ３

■

安眠の支援 1000%

1林|

擬
，

異変情報及び対応方法の家族
との共有

98291
排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
94.5% 一”
■
調査等の訪間に対する対応 100011

，‐０８
一
料金の内訳の明示と説明 98.291 ホーム内の衛生管理 94591 一２

！！！ｈ
換気 B空調の配慮 979%

‐２４
＝
外泊時の家族との情報交換 98296

＝
解
注意の必要な物品の保管 口管
理

94.596 職員の相やかな態度 979%

家族の訪間支援 979%

！杵
６０
，
ホーム内の衛生管理 97.916

自己評価項 目 自己評価共通項 日 外部評価項 目

己
目

α

自
項

Ｎ
項目見出し 達成率鵡郷

胤
項目見出し 達成率舶射

陥
項目見出し 達成率

算三者への相談機会の確保 47316
糾
４
技
機員の穏やかな態度 54.516 緊急時の手当 52,l ll

出
・‐５
協
緊急時の対応の周知 52791

f竹

1‐27
搬
市町村との関わり 54591 冊

一
感染症対策 58391

胡
縄
十

職員の穏やかな態度 54596
戦
泌
鯨

介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
56.4% ・範
一
市町村との関わり 583%

市町村との関わり 54591
一緋
杯
艇
中

緊急時の手当 564%
介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
64.691

生活の拡充を支える近隣住民

等への働きかけ
54.5%
！鶉
運営理念の啓発 582%

鵬
整
浄

塁営理念の啓発 667%

鰐
掃
距
感染症対策 58216 撤

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

66711

- 8 8 -



【岐阜県】 (N=59GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数) 「‐‐ホーム数

16

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～70 ～ 75 ～ 80 ～ 85 ～ 90 ～ 95 ～ 100 1

__十 一」

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

1 0

8

6

4

”５

　

一

Ｏ
Ｌ

　

　

　

一

～25 ～ 35 -45       お ウ55       -65       -75       -35

|

-95

最大値 最小値 平均値

自己評価 99,25% 59。70% 843196

自己評価共通 9859% 57,75% 84.04%

外部評価 95.77% 53.5296 80,26%

- 8 9 -



【岐阜県】
上位5項目

下位5項目

(N=59GH〓 77ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

日 芭

項 目
Nn

項目見出し 達成率罪卿
阻

項目見出し 達成率獅舶
М

項目見出し 達成率

沖
椰
隅
異変情報及び対応方法の家族
との共有

100091
戦
繋
医療関係者への相談 98,791

ば醸 調査等の訪間に対する対応 100.096

| | | : f lキ

帆
iⅢⅢ与

献立の工夫 987%
瑠
ｗ
諭
ホーム内の衛生管理 98791

鞭

鰯
換気 ・空調の配慮 98.391

■■キ

島

，

入浴可否の見極め 98796
騨
臨
換気 ・空調の配慮 97.491

投
打
蹴

プライドを大切にした整容の
支援

983%

一枇
納
休息の支援 98.796

鞘
び 退居の支援 97496 盤医療関係者への相談 98.391

医療関係者への相談 98,796
鶉
紳
注意の必要な物品の保管 口管
理

97491
謝
バ
確実な申し送り・情報伝達 96691

翻
ば
痴果の人の受診に理解と配慮
のある医療機関の確保

987%
灘
轍
排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
96696

謡ホーム内の衛生管理 98.791
鵬
剃 安RRの支援 96.6%

目 己 評 価 項 日 自己評面共通項 目 外部評価項 目

霊
殖
胤

項目見出し 達成率翌郷
阻

項目見出し 達成率舶聴
胤

項目見出し 達成率

麟
務
翻
市町村との関わり 33.896

鞭

盟 市町村との関わり 33,8%
鸞

ひ
市町村との関わり 30.596

ヲ地域との連携 390%
留
ご
選営理念の啓発 49.496

麟
鞭
運営理念の啓発 42.4%

躙
距
職
家族同士の交流促進 45,591

ゆ
翻
ホ
金銭管理の支援 50.6%

戦
ゴ
介護計画への入居者 ・家族の

ほ見の反映
45896

だ 運管理念の啓発 49496 地域の人連との交流の促進 54.591
鞠
檀
緊急時の手当 52596

プ 金銭管理の支援 50.691
介護計画への入居者 口家族の

意見の反映
57.196
で

お
入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

57691

家族の参加支援 50.696
周辺施設等の理解 ・協力への

働きかけ
57.191
欝
鶴 金銭管理の支援 57.696

- 9 0 -



【静岡県】 (N=31GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

～5   ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30 -45 ～50 -55 ～60 -65

ホ

９

８

７

６

５

４

３

２

１

０

～35 -45       -55       -65       -75       -35 ～95

―□

0 0 0 0 0 ■ 0 0 ■ 0 0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

00  00  00  00  00  ■ 0  00  00  ■ 0  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100,00% 28.36% 78.2796

自己評価共通 100.00% 23.17% 77.76%

外部評価 9437% 63.3896 78.33%

-91-



【静岡県】

上位5項目 (N=31GH=51ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
Ｌ

口
Ｈ

ｎ

日
項

Ｎ
項目見出し 達成率銀期

胤
項目見出し 達成率棚疑

Ｍ
項目見出し 達成率

！６９
■
希望する医療機関での受診 1000% ‐７

一■
一

時の見当識への配慮 98091
音の大きさや光の強さに対す
る配慮

100.0%

い
■
料金の内訳の明示と説明 100016 ！＝

ｔ
調査等の訪間に対する対応 961% ２８

■
拘束のないケアの実践 1000%

時の見当識への配慮 98091 一博
一
場所間違い等の防止策 941%

∵一ｈ宅一！一一

玉療関係者への相談 100091

一Ｆ
ｉ
自信の回復 98016

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 ・盛り付けの工夫
94111 一備
一
調査等の訪問に対する対応 100011

状態にあわせた下着等の使い

分け
98,091 医療関係者への相談 94.1%

一，！一一！！セ！！！！！！一
換気 白空調の配慮 968%

■‖

轍
入浴可否の見極め 98091

プライドを大切にした整容の
支援

96816

＝
紺
朋

家族が通院介助を行つた時の

情報交換
98.091

下位5項目
自 己評 価 Tt目 自己評価共通項 目 外 部 評 価 項 目

記
射
帆

項目見出し 達成率
口●

項目
M

項目見出し 達成率
部
目

α

外
項

Ｎ
項目見出し 達成率

赫
粉
隅
市町村との関わり 27596 市町村との関わり 27591

，
６８
！ｒ
ｉ

市町村との問わり 25816

鵬
翻 家族同士の交流促進 31.491 運営理念の啓発 39291 4 運営理念の啓発 29096

鞠
胡
運営理念の啓発 392% 18,

鮪
緊急時の手当 412%

■
ド
納
地域の人達との交流の促進 41991

珊
料
鵬
緊急時の手当 41.291

掛
帥
撤
一

地域の人達との交流の促進 45191
＝
＝
■

介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
452%

家族の参加支援 43.191
触
鯖
周辺施設等の理解 ・協力への
働きかけ

45196 緊急時の手当 45216

- 9 2 -



【愛知県】 (N=76GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0
-5   ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30  -35  -40  -45  -50 -65 -85～80～75^,70 ～90 -95  ～100

%

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

25

20

15

1 0

5

0
00 00 00 00 00 00 00 00

生本1 小1 本二本竺 1 ヱ

最大値 最小値 平均値

自己評価 100,00% 3582% 33.04%

自己評価共通 100.00% 4085% 82.32%

外部評価 97.18% 63.38% 833896
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【愛知県】
上位5項目 (N=76GH=109ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
巨亡

項 目
Nn

項目見出し 達成率
日直

項 目
Nn

項目見出し 達成弾郷盛
臨

項目見出し 達成率

入浴可否の見極め 100.091 |1竹医療関係者への相談 97296 を
極
医療関係者への相談 1000%

一
い
一
希望する医療機関での受診 99,191

拙
い
球
身体機能の維持 96.3%

一縄
トラブルヘの対応 1000%

身体状態の変化や異常の早期
発見 口対応

99.1% ホーム内の衛生管理 96396
料
■81
紳

プライドを大切にした整容の
支援

98716

異変情報及び対応方法の家族
との共有

99.191
竹
齢 トラブルヘの対応 95496

！＝
■
控
安眠の支援 98,716

管理者による状況把握 98.296
鱗
え
注意の必要な物品の保管 ・管
理

954% 換気 ・空調の配慮 97416

一一机一朋転村

料金の内訳の明示と説明 98,291
盤
麟
身体機能の維持 97416

鱗
粋
繰
調査等の訪間に対する対応 97416

下位5項目
目 己 評 価 項 目 目 己評 価 共 通 項 目 外 部 評 価 項 目

虻瑯
祉

項目見出し 達成率証聴
ｈ

項目見出し 達成率棚難
ｈ

項目見出し 達成率

鶴
一碑
鞠
市町村との関わり 43.1%

グ
ど
市町村との関わり 43.1%

麟
ぼ 市町村との関わり 38.2%

翻
輝
縄
運営理念の啓発 45996

簿
や
運営理念の啓発 45,9%

躍
一訂
靭
緊急時の手当 474%

轄
125 家族同士の交流促進 49596 ゲ介護計画

への入居者 ・家族の
意見の反映

53,296
欝
鹸
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

50.091

納
鶴
第二者への相談機会の確保 50.596

ブ

詰
ス トレスの解消策の実施 56,091霧運営理念の啓発 51.311

鰹 介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

53296
影
緊急時の手当 58.796

靱

ゼ
注意の必要な物品の保管 ・管
理

60516

継続的な研体の受講 58.7%
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Ｉ

　

一

二重県】 (N=34GH)

|

|

|ホ
ーム数

+ 1 2 1

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

1 0

8

6

4

2

0
0 0 0 0 ■ 0 0 0 0 0 ■ 0 0 0

ホーム数

12

1 0

8

6

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

■自己評価共通  日 外部評価|
L― ――― ―

00  00  00  00  日 10  日E0  00  00  00  日 10  00  00  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 21.64% 84,34%

自己評価共通 100.00% 22.54% 83.94%

外部評価 9296% 71.83% 84.47%
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【二重県】
上位5項目 (N=34GH=47ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 舛部評価項目

Ｌ
目

ｎ

日
項

Ｎ

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項

Ｎ
項目見出し 達成率欄球

胤
項目見出し 達成率

５４

一

入浴時の不安や差恥心等への

配慮
1000% 109 退居の支援 10009 ０

■
個別の記録 100091

痴果の人の受診に理解と配慮
のある医療機関の確保

100091 ７

，「
家庭的な共用空間づくり 97991

，
２。
一
確実な申し送り・情報伝達 1000%

管理者による状況把握 100091 医療関係者への相談 97996 一掛
一
安眠の支援 100011

！姫
■
料金の内訳の明示と説明 100096

＝
”ｔ
一

気軽に入れる玄関まわり等の

配慮
95.791
十一一！一γ一一，

曇療関係者への相談 1000%

”一一神は十一！一一
退居の支援 100.096 時の見当識への配慮 95796 幣

讐|
トラブルヘの対応 100091

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 口盛り付けの工夫
95.791 入居者の決定のための検討 100016

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
957%

排泄時の不安や養恥心等への

配慮
95.791

抑
れ
針
トラブルヘの対応 95791

田腔内の清潔保持 95796

機 ホーム内の衛生管理 95791

下位5項目
自己評価項 目 目 己評 価 英 通 項 日 外部評価項 目

い期
Ｍ

項目見出し 達成率斑難
陥

項目見出し 達成率
外 部

項目
Nn

項目見出し 達成率

い
‐２７
一期
市町村との関わり 36291

撒
競
赫
市町村との関わり 36296

！“一一付！！一一
市町村との関わり 265%

地域との連携 42616
搬
・３０
縁
地域の人達との交流の促進 48996 匡営理念の明示 50.0%

粕
抑
郎
地域の人達との交流の促進 489%

掛
132
胡

周辺施設等の理解 ・協力への

働きかけ
66091
紳
■
料
匡営理念の啓発 55916

献立づくりや罰理等への入居
者の参画

59691 鍵をかけない工夫 68196
叫一！一一立一”一

事故の報告書と活用 559%

■爺

10■
|‖

地域に出やすい周辺環境の整

備
59691 運営理念の啓発 70.2%

，
構
ギ
地域の人達との交流の促進 55911

船一＝“＝
人材育成への貢献 59696

瞥

性
金銭管理の支援 702% 一

一

周辺施設等の理解 ,協カヘの

働きかけ
559%

| IⅢ
８５

一
語急時の手当 70291
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【滋賀県】 (N=26GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12

1 0

8

6

4

2

0

-45  -50  -55  -60  -65  ～ 70  ～ 75  -30  -85  -90

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～55       -65 -75       -35

1型 理 日外社評価J

-35-25～ 15
-95

出

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ■ 0 0

― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― 一  ― ― ― ― ― ―

〒  -   1   1 ~

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 99。25% 5224% 87_21%

自己評価共通 10000% 57,75% 87.38%

外部評価 9577% 60.56% 87,05%
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【滋賀県】
上位5項目 (N=26GH=34ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

車酎
品

項目見出し 達成率記聴
胤

項目見出し 達成率棚聴
胤

項目見出し 達成率

神
臨
混乱や失敗を招かない環境づ
くり

100096酪慾 圃別の記録 100091
耕
f 3
韓
時の見当識への配慮 100096

れ，
材
回別の記録 100.0% じ確実な申し送り

・情報伝達 100,0, 轟入居者のペ
ースの尊重 100016

雌
グ 確実な申し送り

。情報伝達 100091
押
貯
赫
家族の訪問支援 100,0,瞥

齢
一人でできることへの配慮 100.0%

ら駅立の工夫 100.0% 葉退居の支援 100.0'
胡
撒
＝
離

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

100096

縄 入浴可否の見極め 100096 畿 調査等の訪間に対する対応 1000, 鞘立
鰯
理美容院の利用支援 1000%

！播

衣類の調節の支援 100096 戦
家族の意見や要望を引き出す
働きかけ

100.09
革
！一■
密

▼

プライ ドを大切にした整容の
支援

100.0%

生活場面にあわせたその人ら
しい服装支援

100.0% ミ安眠の支援 100.091

調休息の支援 100096 盟
蹴
トラブルヘの対応 100.096

ふ
朝‖染みのならわし等を楽しむ
支援

1000% ボ調査等の訪間に対する対応 100096

希望する医療機関での受診 100.091 郷
鎌 入居者の金銭管理 100096

剣

家族の訪問支援 1000%

11 料金の内訳の明示と説明 100.096

鍮
退居の支援 100096

げ

調査等の訪間に対する対応 100096

家族の意見や要望を引き出す
働きかけ

100096

外泊時の家族との情報交換 100.0%

下位5項目
目 己詳 価 項 日 目 己評 価 共 通 項 目 外部評価項 目

霊
聴
胤

項目見出し 達成率車配
品

項目見出し 達成率棚射
阻

項目見出し 達成率

爾
Ｗ

ス トレスの解消策の実施 50096
へ

一

ス トレスの解消策の実施 50091
鞠

う 緊
急時の手当 50011

職員の休憩場所の確保 52996
た
綾 市

町村との関わり 55,996
一劃
運営理念の啓発 57.791

額

緊急時の対応の周知 52.9% 塁管理念の啓発 58.8%

麗
運営理念の明示 61.591

ゴ
講
く

市町村との関わり 55.9%
局辺施設等の理解 ・協力への
動きかけ

618粥 継続的な研体の受講 61.596

生活の拡充を支える近隣住民
等への働きかけ

55,996 継続的な研修の受講 647%
麒
も
市町村との関わり 61.5%
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【京都府】 (N=38GH)

12

1 0

8

6

4

2

0

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～ 40 ～ 45 ～ 50 ～ 55 ～ 60 ～ 65 ～ 70 ～ 75

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12

1 0

8

6

4

2

0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

■自己評価共通  日 外部評価

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100,0096 57.46% 84.89%

自己評価共通 100.00% 50.70% 83.65%

外部評価 95,77% 66。20% 82,91%
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【京都府】

上位5項目 (N=38GH=44ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率喪囃
品

項目見出し 達成率卿射
林

項目見出し 達成率

一賀
≡
自信の回復 100091 ４

！

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

1000, 拘束のないケアの実践 1000%

共に支えあう場面づくり 100091
■
配
一
医療関係者への相談 10009 ４

■

３

一

排泄パターンに応じた個別の
排泄支援

1000%

，４ 献立の工夫 100091 ，
■
時の見当識への配慮 97716 ３

一

プライドを大切にした整容の
支援

1000%

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

1000%
■
一ｉ３７
一
拘束のないケアの実践 97791 ４６

■
トラブルヘの対応 1000%

状態にあわせた下着等の使い
分け

1000%
排泄パターンに応 じた個別の
排泄支援

97796 ５９
十
退居の支援 100091

＝
比
■
入浴可否の見極め 100011

塩

＝
安眠の支援 977%

概休息の支援 100,091 トラブルヘの対応 97791

曙
撒

医療関係者への相談 100091
ⅢⅢl
109 退居の支援 97791

鞠
翻
希望する医療機関での受診 100096 1 1 6

就
事故の報告書と活用 97.7%

響管理者による状況把握 100096

阻
＝
線
家族の訪問支援 100096

岬
繍 ホ

ーム内の衛生管理 100096

揺
輝子
調査等の訪問に対する対応 100091

下位5項 目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

直
ロロ
ｎ

日
項

Ｎ
項目見出し 達成率韓囃

阻
項目見出し 達成率

部
目

ｎ

外
項

Ｎ
項目見出し 達成率

撒
熱
介護計画への入居者 。家族の
意見の反映

38696
牌
縫
一

介護計画への入居者 口家族の
議見の反映

386%
||‖|
●, 市町村との関わり 368%

打料・２〇一経
第二者への相談機会の確保 50.0% 緊急時の手当 52391 運営理念の啓発 447%

|,総
!,11■

13錬
境ギ|
緊急時の手当 523%

辞
127
1111:|‐
市町村との関わり 54.591 ■7

介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

47.4%

家族同士の交流促進 52.391
叫
輔
！

ス トレスの解消策の実施 568%
貯
れ
＝
緊急時の手当 553%

市町村との関わり 545% 地域の人達との交流の促進 56391 催続的な研修の受講 57911

９

一
地域の人達との交流の促進 579%
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【大阪府】 (N=94GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

20

18

16

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～ 40 ～ 45 ～ 50 ～60 -65 -70 ～75 -35 -90 -95  ～100

%

ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～55 ～75

L旦皇ユ輩価共通 日外部評価J

25

20

15

1 0

5

0
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 10 00 ::怠

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 50.75% 84,94%

自己評価共通 100_00% 50.70% 85.52%

外部評価 9577% 60.56% 8202%
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【大阪府】
上位5項目 (N=94GH=136ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

郎
射
品

項目見出し 達成率部射
品

項目見出し 達成率郷聴
品

項目見出し 達成率

一一一，神瑞
換気 ・空調の配慮 99396

雑

オ
換気 ・空調の配慮 99391 瓢医療関係者への相談 100011

出逆

152 入浴可否の見極め 99391鵬地
提
！

医療関係者への相談 99.391 調査等の訪間に対する対応 100.Oll

！瞥
一
医療関係者への相談 993%

十，購解
い

ホーム内の衛生管理 993% 拘束のないケアの実践 97991

磁
ホーム内の衛生管理 99、3%

一”一騒 注意の必要な物品の保管
口管

理
99391 冊
船
ホーム内の衛生管理 979%

，隅
僻
注意の必要な物品の保管 =管

理
99,396
鞘
ざ
時の見当識への配慮 97896

戦
癬
トラブルヘの対応 96891

年
ほ
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

97896

鞭
ロ
プライドを大切にした整容の
支援

97896

下位5項目

翌
聴
瓶

項目見出し 達成率斑期
ｈ

項目見出し 達成率獅弾
ｈ

項目見出し 達成率

鞠
欝
市町村との関わり 47.191

靭
轟 市町村との関わり 471%

撤
硝
轍
市町村との関わり 36.291

靭
踏
轍
家族同士の交流促進 48.5%

十馳
運営理念の啓発 51596

榊
一■
納
運営理念の啓発 45.711

響

迎
人材育成への貢献 50,7%

一饗

周辺施設等の理解 ,協力への

働きかけ
58896
■
四
搬
健をかけない工夫 55,311

運営理念の啓発 51596
業
ゾ
金銭管理の支援 59691

解
縁 運営理念の明示 585%

一繁
第二者への相談機会の確保 52996 養急時の手当 625%

周辺施設等の理解 ・協力への

働きかけ
596%

隊地域との連携 529%
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【兵庫県】 (N=75GH)

ホニム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

20

18

16

14

12

1 0

8

6

4

2

0
-20  -25  ～ 30  -35  -40  -45  -50  -55  -60  -65  -70

0 0 0 0 0 0 0 _ 0 0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

25

20

15

1 0

5

0
～55       ～ 65

師 悶 日外部評価

151避 空

000000000000上0:千if

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 36.94% 84.62%

自己評価共通 100.0096 33.80% 84.0496

外部評価 97.18% 63.38% 83.44%
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【兵庫県】
上位5項目 (N=75GH〓 134ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己

目

α

自

項

Ｎ
項目見出し 達成率

己
目

α

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
郡
目

α

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

一
■
４９
十■
！

状態にあわせた下着等の使い
分け

993% ８

≡
医療関係者への相談 993% ４

■
医療関係者への相談 100011

一６８

十
医療関係者への相談 99391 ‐２

一

１
１
十
ホーム内の衛生管理 99391

イラ
援
プ
支

ドを大切にした整容の
987%

希望する医療機関での受診 993% 109 退居の支援 985% 入居者の決定のための検討 98716

■
，
一
ホーム内の衛生管理 99396 ８

一
トラブルヘの対応 978% 調査等の訪間に対する対応 98716

3 4 自信の回復 98.596
■
■
，

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
97091

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
96011

異変情報及び対応方法の家族
との共有

98.591 40 トラブルヘの対応 960%

退居の支援 98591 退居の支援 960%

一一龍一，，
ごみの処分 985%

下位5項目
自己評価項 目 自 己評 価 共 通 項 目 外 部 評 価 項 目

韓
射
帆

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率州射
ｈ

項目見出し 達成率

市町村との関わり 38.196

一

‐２７

一
市町村との関わ り 38116

一
６８

一
市町村との関わり 45311

120 第二者への相談機会の確保 47.8% 運営理念の啓発 56.0% ！■
，
運営理念の啓発 560%

1401
ⅢⅢ,!

歓立づくりや調理等への入居
音の参画

52.296 地域の人達との交流の促進 560% ４９
■
ｉ

緊急時の手当 573%

地域との連携 545% 緊急時の手当 590% ，

■

気軽に入れる玄関まわり等の
配慮

61.3%

■
一卓
＝
運営理念の啓発 560% 105

性
ス トレスの解消策の実施 604%

枠
運営理念の明示 640%

地域の人達との交流の促進 560%
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【奈良県】 (N=22GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数) 司
ホーム数

8

7

6

5

4

3

2

1

0
-5   ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30  -35 ～80～40  -45  -50  -55 -70 -75 ～90 -95  ～100

%

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

一
可

ホーム数

～75

L塑 哩 L型 理旦

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 97.76% 6866% 87.18%

自己評価共通 9859% 64,79% 87.26%

外部評価 9718% 64.79% 33.55%

- 1 0 5 -



【奈良県】
上 目 (N=22GH=31ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

錠
酎
胤

項目見出し 達成率車嫌
臨

項目見出し 達成率郷廓
Ｍ

項目見出し 達成率

1 理念の具体化及び運営理念の共有 1000鴨 一革
～
理念の具体化及び運営理念の共有 1000% 3 権利 コ義務の明示 1000%

十す 場所間違い等の防止策 100t196 131 場所間違い等の防止策 1000% 2 0 確実な申し送り,情報伝達 1000%

一
‐６ 五感への働きかけの工夫 1000晴印寵 時の見当識

への配慮 1000% お
”
入居者のペースの尊重 1000%

‖ 時の見当識への配慮 1000% 隅 個別の記録 1000% 繊 個別の栄養摂取状況の把握 100096

を 臆別の記録 1000鴨 瞬 確実な申し送り'情報伝達 1000略 韓
オ

隣泄パターンに応 じた値別の排沌
す揺 1000%

習
”
確実な申し送り・情報伝達 1000鴨 距 排泄時の不安や差恥心等への配慮 1000鴨 138 プライドを大切にした整容の支援 1000%

一糾
八居君が懸情表現できるような働
キかけ

1000括 線 プライドを大切にした整容の支援 1000% トラブルヘの対応 100研

鞠 は立の工夫 1000% 縄 医療関係者への相談 1000佑一縦 入居者の決定のための検討 1000%

！餓 快態にあわせた下着等の使い分け 1000% 齢
Ｆ
，
前
トラブルヘの対応 1000括 織 ホ

ーム内の衛生管理 100096

嵐 棒泄時の不安や差恥心等
への配慮 1000鴨 韻 家族の訪問支援

1000%

路 入沿可否の見極め llJO研 ぎ 責任者の協働 1000%

輯 個性を尊重したおしゃれの支援 1000% 簿 入居者の決定のための検討 1 00 tll

鶴 プライドを大切にした整容の支援 1000% 盛退居の支援 1000%

麓

齢

衣類の調節の支援 1000% 陸ホーム内の衛生管理 1000%

生活 覇 回 に め つ て に て の 人 ら し い

1日発 す 揺
1000発 撥

孫 族 り 患 兄 マ 景 翌 を 引 ご 田 ,切 ど

充、!十   ,
1000%

医療関係者への相談 1000%

簿 持望する医療機関での受診 1000略

藝

ボ

身体の清潔保持 100研

号杯 源 態 の 炎 1じや 異 目 の 早 期 舞

目 E革 |は
100096

柔変情報よひ対応万法の家原 とC

共有
1000%

承族の訪問支援 1000%

搬 氏任者の協働 1000%

颯 曽理者による状況把握 1000%

鐵
グルTブ ホームケアに適 した人材
の裡 日

1000%

却親 入居者の決定のための検討 1000略

H金 の内訳の明示と説明 100096

滑

仲
退居の支援

手洗い、うがい

ホーム内の衛生管理 1 0 0研

ヌ藤の意見や要望を引き出す働き
かけ

1000%

麻泊時の家族との情報交換 1000%

E宅 介護支援センター等との連携 100.0%

下位5

斑れ卵ｈ
項目見出し 達成率証聴

札
項目見出し 達成率棚姫

虹
項目見出し 達成率

鳩鶴
市町村との関わり 258% 鞠 市町村との関わり 258粥 繹 市町村との関わり 182拷

ヽ
‐２
」
語三者への相談機会の確保 地域の人達との交流の促進 54.8粥 鼈 地域の人達との交流の促進 545斉

人材育成への貢献 419% 運営理念の啓発 581%
麗

襲
人活 看

一
人 ひ と りに あ わ せ た 居 垂

あ電 億 → で 明
59196

9 地域に出やすい周辺環境の整備 548略 金銭管理の支援 58.1常 還
下
― ム 円 り 慎 計 案 しか ヒ との 文

隠
591%

蠣
八活者の行きたいところへの訪店
サ揺

襴
瀞
入居看
一人ひとりの迪云の経験 を

活か に,たケア
613% 機 雄続的な研体の受講 591%

一観 地域の人達との交流の促進 548拷 ”曲 継続的な研修の受講 613%
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【和歌山県】 (N=21GH)

「
―――――十一―――――――― ―

|.,…         ホ ー

ホーム

7

6

5

4

3

2

1

0
～5  ～ 10 -15 -20 -25 -30 -35 -40 -95 ～ 100

■自己評価共通  団 外部評価

ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価全数)

-5   ～10  ～15  ～20  ～25  ～30  ～35  -40  -45  -50  ～ 55  ～60  -65  ～70  ～75  -80  -85  -90  ～ 95  ～100

%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 ■ ■ 0 ■ 0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

最大値 最小値 平均値

自己評価 93.28% 46.27% 7559%

自己評価共通 9437% 40,85% 73.59%

外部評価 95。77% 63.38% 79,21%
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【和歌山県】
上位5項目 (N=21GH=28ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己
ロロ
ｎ

日
環

Ｎ
項目見出し 達成率郎難

胤
項 目見出し 達成率畑球

駈
項目見出し 達成率

入居者一人ひとりとのコミュ
ニケーション

1000% ２５
一
確実な申し送リロ情報伝達 964% 権利 白義務の明示 100.O16

４

■

状態にあわせた下着等の使い
分け

1000% ６８

，，――
医療関係者への相談 96411 十２７

一

一人でできることへの配慮 100016

52 入浴可否の見極め 1000% 109 退居の支援 964% ３９
■
安眠の支援 1000%

124 外泊時の家族との情報交換 100.091 ２

一

ホーム内の衛生管理 964% ４

■
医療関係者への相談 100091

一
西
一
確実な申し送 り・情報伝達 96491 ！■

一

共用空間における居場所の確
保

92996 ９

■
退居の支援 1000%

十
分
一

入居者が感情表現できるよう
な働きかけ

96.4% ，

十
時の見当識への配慮 929% 争

ｉ

６

！
調査等の訪間に対する対応 1000%

食事のペースを乱さない配慮 96.416 固別の記録 92_9% ６

一！！！！！一

介護計画の職員間での共有 952%

54
|,|

入浴時の不安や差恥心等への

配慮
96416 157

■| |

プライ ドを大切にした整容の

支援
92991 チームケアのための会議 952%

一，一一“一

医療関係者への相談 96.496
||
９

，
責任者の協働 92991

入居者一人ひとりにあわせた

罰理方法 ・盛り付けの工夫
95291

希望する医療機関での受診 96.491 ７

！！ｉ

理美容院の利用支援 95291付
帰

異変情報及び対応方法の家族
との共有

96491 ４〇

一
金銭管理の支援 95211

108
子■
料金の内訳の明示と説明 96491 ３

！

ｉ４

一||IⅢⅢ十1
身体機能の維持 95211

1 辞|
1091
!||||
退居の支援 96491 一打

一
トラブルヘの対応 95216

職車Ⅲ
■16
1,ヤ
入退居時のダメージの防止策 96416

！脱！一一”
ホーム内の衛生管理 96496

！龍
一
ごみの処分 96.496

下位5項目
目巳評価項 目 自己 評 価 共 通 項 目 外 部 評 価 項 目

韓
酎
陥

項目見出し 達成率
己
目

α

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率棚射
帆

項目見出し 達成率

は，れ″一＝
市町村との関わり 17996 一‐２７

，
市町村との関わり 179% 運営理念の啓発 14.311

地域に出やすい周辺環境の整
備

25096
執
慨
群
緊急時の手当 28691

,耳

８

一
市町村との関わり 19011

針
強
拭
地域との連携 25096 縁運営理念の啓発 35791

＝
組
，
緊急時の手当 381%

協
Ｈ
怖
緊急時の手当 286%

！継

一
ス トレスの解消策の実施 35,791

1  4

０

，

周辺施設等の理解 ・協力への

働きかけ
38111

０

！

２

！一
第二者への相談機会の確保 286% ３２

一

|十11

入居者のペースの尊重 393%
lfl
■71
介護計画への入居者 '家族の

意見の反映
42.911
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【鳥取県】 (N=23GH)

ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価全数)

4 . 5

4

3 5

3

2 5

2

1 , 5

1

0 5

0

―
―
―
　
―
」

-5   ～ 10  ～ 15  -20  ～ 25  -30 -35  -40  -45  -50  ～ 55  -60 ～70 ～ 75

ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

7

6

5

4

3

2

1

0

o  o  0  0  0  0  0 ■0 0

00 00 00 00 00 00 00 ■ 0 00 00 00

巨 評価共通 則
[ _ _ _ _ _ _

最大値 最小値 平均値

自己評価 98.51% 35。07% 77,76%

自己評価共通 9859% 35.21% 77.04%

外部評価 95.77% 6338% 82.79%
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【鳥取県】
上位5項目 (N=23GH=28ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

記
唖
胤

項目見出し 達成率捉卿
品

項 目見出し 達成率郷聴
ｈ

項目見出し 達成率

報
場所間違い等の防止策 100.0%

一繋 場所間違い等の防止策 1000' 鞘 介護計画の職員間での共有 100016

1 7時の見当識への配慮 1000% 時の見当識への配慮 10009
戦獄
胡
チームケアのための会議 100.O16

1船

辞
自信の回復 100.091

↓“””庁般町い

注意の必要な物品の保管 ,管

理
1000'
糾
■
球

排泄時の不安や差恥心等への
配慮

100.Oll

繍共に支えあう場面づくり 100016
僻
靴
隅
拘束のないケアの実践 96496

柵
世
！一糾
医療関係者への相談 1000%

一鱗 希望する医療機関での受診 100.096
線
藷
食事を楽しむことのできる支
援

96496 十一一一Ａ，一一，

トラブルヘの対応 1000%

囀
さ
異変情報及び対応方法の家族
との共有

100.096
鋼
中
プライドを大切にした整容の
支援

96.496
‖
1591
撤
退居の支援 100.0%

ヱ 家族が通院介助を行つた時の
情報交換

100.096
期ま 調査等の訪間に対する対応 96.491

＝
購 ホ
ーム内の衛生管理 100.091

注意の必要な物品の保管 ・管
理

100091
艶
＝
鑑

注意の必要な物品の保管 ・管
理

100011

響

撤
調査等の訪間に対する対応 1000%

下位5項目
自 己言平価 項 目 目 己評 価 央 通 項 目 外 部 詳 1曲項 日

韓
射
胤

項目見出し 達成率軽聴
ｈ

項目見出し 達成率卿斑
Ｍ

項目見出し 達成率

勝
切
躍
市町村との関わり 32.196

胡
1解
鵬
市町村との関わり 32196

諄
れ
撤
運営理念の啓発 47811

躍
靭
運営理念の啓発 35,796

寵

欝
運営理念の啓発 35,796

蹴
鵬
入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

478%

繍
船
鯛
ス トレスの解消策の実施 35.791

雛
ｌｏｓ
鱗
ス トレスの解消策の実施 35,791ぜ地域の人達との交流の促進 47.891

に
地域に出やすい周辺環境の整
備

39.3%
ど
麟
継続的な研修の受講 39.3%

麟
品
紺
市町村との関わり 52211

機
ブ 継続的な研修の受講 39.3%

牌
幾
搬
緊急時の手当 42.916

齢
脇
鞘

付護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
56596

ぎ家族同士の交流促進 39396
轡
蠣
ス トレスの解消策の実施 56.591

の
な
生活の拡充を支える近隣住民
等への働きかけ

39.396

ザ
鍵
緊急時の手当 42.9%
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【島根県】 (N=31GH)

ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価全数)

0 0 0 0 0 0 石
~~■~石~丁~百~巧

1 2
|

1 0

1  2

00 00 00 00 00 ■ 0 00 00 00 00 00

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

～45      -55       ～ 65       ～ 75       -85

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 36.57% 84.56%

自己評価共通 10000% 29.58% 836196

外部評価 92.96% 59,15% 81,4296

- 1 1 1 -



【島根県】

上位5項目 (N=31GH=39ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
日直

項 目
Nn

項目見出し 達成率
部
目

α

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

4 権利 ・義務の明示 100011 4 権利 ・義務の明示 10009 ！２３
■
職員の程やかな態度 1000%

10 建物の外周りや空間の活用 100016
ホーム内の役割 口楽しみごと
の支援

10009
！４ 医療関係者への相談 1000%

16 五感への働きかけの工夫 100.0%
プライ ドを大切にした整容の

支援
97496 拘束のないケアの実践 968%

36 共に支えあう場面づくり 100091 ６８
一
医療関係者への相談 97491

プライ ドを大切にした整容の

支援
968%

休息の支援 1000% ！０

■
入居者の決定のための検討 97491 打

■

ホーム内の役割 ・楽しみごと
の支援

968%

！
”
十

ホーム内の役割 ・楽しみごと
の支援

100091 109 退居の支援 974%
！
的 ホーム内の衛生管理 968%

御
，
希望する医療機関での受診 100091 ‐ｉ‐２

■ 十

ホーム内の衛生管理 974%

０

，
祖
一
入退居時のダメージの防止策 1000%

下位5項 目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外 部 評 価 項 日

己
目

住

日
環

Ｎ
項目見出し 達成率韓射

Ｍ
項目見出し 達成率脚酎

品
項目見出し 達成率

一
切
一
市町村との関わり 35.991 127 市町村との関わり 35991 ６８

■
市町村との関わり 452%

120 第二者への相談機会の確保 43616 5 運営理念の啓発 56.491 4 運営理念の啓発 58.1%

一
１１

〇

一

！
■

４

，

献立づくりや調理等への入居
者の参画

538% 介護計画の見直し 615%
一
３

！
介護計画の見直し 58101

一
髄
■
買い物の支援 538% 離急時の手当 61516 ５

，！

継続的な研修の受講 613%

01 運営理念の啓発 56491 192
電辺施設等の理解 口協力への
動きかけ

615% ，

一
個別具体的な介護計画 64591

！韓
■

食事を楽しむことのできる支
援

645%

!■■|

中
■
！

緊急時の手当 645%

６７
十
ス トレスの解消策の実施 645%

４

一
，一一

６

！，！！！！一！

旧談 口苦情受付の明示 64511

０

一！一！！！！

，
■

国辺施設等の理解 ・協力への

動きかけ
64511
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【広島県】 (N=54GH)

ホーム数
ホーム別達成率分布(自己評価全数)

14

12

1 0

8

6

4

2

0
～5   ～ 10  ～ 15  -20  -25  -30  -35  -40  -45  -50  -55

～60  -65  ～70  ～75  -80  -85  -90  -95  ～ 100

%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

1 8

16

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0
-55 ～75

腔 理理二翌塑型里J

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 ■ 0 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 50,75% 81.58%

自己評価共通 100_00% 51,17% 81,23%

外部評価 98,59% 6056% 33.49%
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【広島県】

上位5項目 (N=54GH〓 89ユ ニット)

自己評価金数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

記
姫
帆

項目見出し 達成率翌期
品

項目見出し 達成率州聴
ｈ

項目見出し 達成率

医療関係者への相談 100096 縄医療関係者への相談 100.0執 一旬コ
一
拘束のないケアの実践 1000%

ごみの処分 100091
寵
協
麟
拘束のないケアの実践 98.9%

！欝 イラ
援
プ

支
ドを大切にした整容の

98.1%

拘束のないケアの実践 98991
割
コ
繍
走期健康診断の支援 96696 医療関係者への相談 98196

鶴
ロ
状態にあわせた下着等の使い
分け

98.9%
艦
確鞭
退居の支援 96.696

ち

一

退居の支援 98.191

麟
け
希望する医療機関での受診 98.996

戦
期
”

入居者の金銭管理 96.696
隷
セ
雛
換気 ・空調の配慮 96396

欝
一人でできることへの配慮 96.391

安眠の支援 963%

詰トラブルヘの対応 96.391

響
ゾ
責任者の協働 963%

僻
麒 調査等の訪間に対する対応 96396

下位5項目
目 己 ,

韓
郊
胤

項目見出し 達成率車聴
Ｍ

項目見出し 達成率州難
駈

項目見出し 達成率

諾市町村との関わり 25.8%
轍
勲
翻
市町村との関わり 25.896鯨市町村との関わり 35296

劃第二者
への相談機会の確保 50.696 緊急時の手当 517%

鞠

鞠
緊急時の手当 44.411

ナ

一

緊急時の手当 51.7%
ぼ
漕
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

55.1% 隷運管理念の啓発 59391

磁員の休憩場所の確保 53.991
躙
神
鍛
地域の人連との交流の促進 56.296

盤
購
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

63096

2,
介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

55.196
顛
ｗ
瑠
継続的な研修の受講 57396

轡

軸

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

63.O16

靭
報
騨
ホーム機能の地域への還元 63.091
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【山田県】 (N=40GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12

1 0

8

6

1  4

|

1  2

|

| °
毛

|

～10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～ 40 ～ 45 ～ 50

|
|ホ
ーム数

1 14

12

1 0

8

1  6

i 4

2

0

|    _ _

～95～ 85～75-65

■自己評価共通  田 外部評価

1             1     1  1  1

0 0 0 0 ■ 0 0 0 0 ■ 0

00  00  00  00  日 ■0  00  00  00  00  日 10  00

最大値 最小値 平均値

自己評価 98.51% 21.64% 80.8996

自己評価共通 98.59% 21.13% 80.32%

外部評価 94.37% 59,1596 82.4696
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【山田県】
上位5項目

下位5項 目

(N=40GH=48ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己
目

α

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率韓印
血

項目見出し 達成宰郷囃
ｈ

項目見出し 達成率

６

！
五感への働きかけの工夫 100011 Ｈ

一
換気 ・空調の配慮 97911 28 拘束のないケアの実践 100091

49
状態にあわせた下着等の使い

分け
100091 57

プライドを大切にした整容の

支援
97991

プライ ドを大切にした整容の

支援
1000%

９８

一
管理者による状況把握 1000% 刑

一
トラブルヘの対応 979% 安眠の支援 1000%

15 換気 B空調の配慮 979%
W
注意の必要な物品の保管 ・管
理

97991 ５９
■
退居の支援 1000%

「＝
！十
共に支えあう場面づくり 97996

| ! ■|

171
!|■
時の見当識への配慮 95891

≡
６。
一
ホーム内の衛生管理 1000%

一竹
，

食べる意欲を引き出す働きか

け
97996 ７

■
拘束のないケアの実践 958% ！６３

一
調査等の訪間に対する対応 1000%

露
一

入浴時の不安や湊恥心等への

配慮
97991 一４４
十

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

95891

イラ
援

プ

支
ドを大切にした整容の

97991 1 1 1 2
,|十111‐

ホーム内の衛生管理 95891

身体の清潔保持 97991

鞠

“

異変情報及び対応方法の家族
との共有

97991

料金の内訳の明示と説明 97.991

紳
由
研
ごみの処分 97996

続 注意
の必要な物品の保管 を管

理
979%

自己評価項目 自己評価共通項目 外部評価項目

韓
難
胤

項目見出し 達成率
己
目

α

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
部
目

は

外
環
Ｎ

項目見出し 達成率

■
仰
＝
第二者への相談機会の確保 27,191

押

！
‐２７
＝
市町村との関わり 27.191 胡

一＝
市町村との関わり 300%

揚 市町村との関わり 27.196 地域の人達との交流の促進 45.896

■
運営理念の啓発 375%

地域との連携 41796
増

！”！キ一

馴染みの食器の使用 47996
料
韓
入居者一人ひとりの希望にあ

わせた入浴支援
40091

地域の人達との交流の促進 458% 一ホ一！！！確！
周辺施設等の理解 口協カヘの
働きかけ

50091
周辺施設等の理解 コ協力への

働きかけ
550%

Ⅲ■

４３
十
目‖染みの食器の使用 479% 5 運営理念の啓発 52191

，
４９
一
緊急時の手当 575%

４

！！一十

金銭管理の支援 52116
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【徳島県】 (N=36GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12

10

8

6

4

2

0
～5   ～ 10  ～ 15  ～ 20  -25  -30  -35  -40  -45  -50  -55  -60  -65

|ホーム数

1 10

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

9

8

7

6

5

4

3

2

1

-55       -65       -75

| ■自己評価共通 日外部評価

4 44 44 4

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 6343% 86.99%

自己評価共通 100_00% 6291% 86。16%

外部評価 9437% 64.79% 81.53%
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【徳島県】

上位5項目 (N〓 36GH=57ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
日直

項 目
Nn

項目見出し 達成率韓射
胤

項目見出し 達成率舶廓
肌

項目見出し 達成率

玲
仲
鞠
状態にあわせた下着等の使い
分け

100,0% 端
翻
理美容院の利用支援 100091暇継

輔
医療関係者への相談 100096

報
払
期
入浴可否の見極め 100096 響

覇

プライ ドを大切にした整容の
支援

100091 穏トラブルヘの対応 100.091

嗣
岡性を尊重したおしゃれの支
援

100.096懃医療関係者への相談 100.0,報翻 ホーム内の衛生管理 1000%

隅
繭 理美容院の利用支援 100016浦麟 阻居の支援 100.0' 盟 調査等の訪間に対する対応 1000%

樅
プライドを大切にした整容の
支援

100096 鱗ホーム内の衛生管理 1000, 麟
音の大きさや光の強さに対す
る配慮

97291

ヱ 医療関係者への相談 100,091
鞠

雛
換気 ・空調の配慮 97.296

圃帝望する医療機関での受診 100.096 鶴
観
拘束のないケアの実践 97296

痢果の人の受診に理解と配慮
のある医療機関の確保

100096 罷
排泄時の不安や差恥心等への
配慮

97216

鱗 入院受入れ医療機関の確保 1000%
購 貯 |

締
プライ ドを大切にした整容の
支援

97211

家族が通院介助を行つた時の

情報交換
100.0% 一鹸 安眠の支援 972%

曽理者による状況把握 100096 ズ
ホーム内の役割 ・集しみごと
の支援

97.2%

料金の内訳の明示と説明 100.091 畿退居の支援 97296

退居の支援 100,091

せホTム 内の衛生管理 100,091

ごみの処分 100,096

繭

外泊時の家族との情報交換 100,096

下位5項目
目 己評 価 項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

郎
難
』

項目見出し 達成率記聴
ｈ

項目見出し 達成率
部
目

住

外
項

Ｎ
項目見出し 達成率

げ
運営理念の啓発 47.4% 夕

一

運営理念の啓発 47.4%
撤
搬
市
市町村との関わり 33.391

躍

態 市町村との関わ り 47.496
す
諸 市町村との関わり 47.4%

鞠
ノ
周辺施設等の理解 ・協力への
働きかけ

52.891

地域との連携 49.1%
一ば
つ
間辺施設等の理解 ・協力への
酌きかけ

614%

彰
運営理念の明示 55.691

よ 献立づくりや調理等への入居
者の参画

50,996
詰

素

族への日常の様子に関する情
報提供

649%

ヅ
権利 コ義務の明示 55696

ぶ家族同士の交流促進 50.9%
介護計画への入居者 ・家族の
磁見の反映

66.7%
ぷ
ヌ 運営理念の啓発 583%
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【香川県】 (N=25GH)

ホーム数

ホTム 別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

■自己評価共通  日 外部評価

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 50.7596 80.56%

自己評価共通 100.00% 46.48% 79,7596

外部評価 92.96% 63.3896 80.06%
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【香川県】

上位5項目 (N=25GH=37ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
己

目

は

自

項

Ｎ
項 目見出し 達成率脚射

胤
項目見出し 達成率

換気 ・空調の配慮 100091 換気 B空調の配慮 1000軟
一
２２ 入居者一人ひとりの尊重 100091

31
入居者一人ひとりとのコミュ
ニケーション

1000% ６〇

一
安眠の支援 1000軟 ３

一

プライドを大切にした整容の
支援

1000%

状態にあわせた下着等の使い

分け
1000% 168 医療関係者への相談 1000軌 安眠の支援 1000%

一
５２

！
一
入浴可否の見極め 1000% ８

一
調査等の訪間に対する対応 100.0軌 一４ 医療関係者への相談 1000%

５４

‐，■―

入浴時の不安や差恥心等への

配慮
100.091 ３

ヤ

拘束のないケアの実践 97391 ６

！，

４

！
！，

トラブルヘの対応 1000%

一
的
一
安眼の支援 100091 脅

食事を楽しむことのできる支
援

97391 ４

！
口腔内の清潔保持 1000%

宙
一
医療関係者への相談 100091 一的

，

排泄時の不安や差恥心等への

配慮
97391 ２

■
家族の訪問支援 1000%

い
，
お
！
詩望する医療機関での受診 100016 湾

，
トラブルヘの対応 97391 調査等の訪間に対する対応 1000%

「″
！‐‐‐■
入院受入れ医療機関の確保 1000%

一
３

，
権利 コ義務の明示 96011

■■|

88
異変情報及び対応方法の家族
との共有

100.0% ２

≡
換気 口空認の配慮 960%

料金の内訳の明示と説明 1000% ３

，ｉ

職員の程やかな態度 960%

手洗い、うがい 100091 ３

！！！

２

！！！一

拘束のないケアの実践 96091

Ⅲli

碑
一
調査等の訪問に対する対応 100091

一‐！ｉ３４
＝

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
96091

一
３３

一

排泄時の不安や差恥心等への

霊慮
960%

竹
一

早期退院に向けた医療機関と
の連携

96016

４

一
身体機能の維持 960%

４８

一
服薬の支援 960%

一
韓
一
責任者の協働 960%

■

０
■
６ ホーム内の衛生管理 960%

６

ｉ

家族の意見や要望を引き出す
働きかけ

960%

下位5項目
自 己評 価 項 目 自己 評 価 共 通 項 目 外 部 評 価 項 目

己
目

α

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率卿期
肝

項目見出し 達成率

12, 市町村との関わり 32496 セ
一
市町村との関わり 32491 報市町村との関わり 20.0%

匡営理念の啓発 37811
増

一
運営理念の啓発 37891 一■

，
運営理念の啓発 400%

化0
1111,|
地域との連携 43291 ス トレスの解消策の実施 48691 ！４９‐

‐！‐‐……十
緊急時の手当 440%

104
0」 T(職 場での働きながら
の学習)の 確保

45991 ５

■
緊急時の手当 56891 ・お

ｉｔｉ！
鍵をかけない工夫 520%

134 人材育成への貢献 45.991 Ｏ

ｉ
地域の人達との交流の促進 56891

入居者一人ひとりにあわせた

居室の環境づくり
560%

ホーム機能の地域への還元 568%
入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

56091

継続的な研修の受講 560%
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【愛媛県】 (N=58GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0
-5   ～ 10  ～ 15  -20  ～ 25  ～ 30  -35 ～85～70”一

４０

　

　

，

や
～60 -65 -75 -90 -95  ～100

%

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

‐一　　　一‐‐‐‐に一　いいいいいい出中‐“Ａ‐口中一【中中巾中中巾「「【一‐‐‐十１１１」

ム数

～75

■自己評価共通 日外部評価 |

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 100,00% 65,67% 84.61%

自己評価共通 100_00% 59,15% 84.08%

外部評価 9718% 63.38% 84.46%
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【愛媛県】

上位5項目 (N=58GH=103ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

規
郊
胤

項目見出し 達成率把射
血

項目見出し 達成率州射
統

項目見出し 達成率

，
解
鳩
五感への働きかけの工夫 1000% 掛解

鱗
ホーム内の衛生管理 100.0, シ

イラ
援
プ

支
ドを大切にした整容の

100.091

胡
状態にあわせた下着等の使い
分け

100.0%
搾
町，一
搬
権利 ・義務の明示 990%

船
撤 医療関係者への相談 100011

一
十Ｗ
冊
ホーム内の街生管理 100096一＝

！一慎
医療関係者への相談 99096一馬

析
旧別の記録 983%

縦
掬
靴
ごみの処分 100091 輔

翻
退居の支援 990%

柵
舛
裁
拘束のないケアの実践 98391

戦

轍
外泊時の家族との情報交換 100.096

懃
館
拘束のないケアの実践 98196

織
抵
輔
トラブルヘの対応 98316

親
財
轍
家族の訪間支援 98.391

下位5項目
自己評価項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

理
射
胤

項目見出し 達成率距聴
品

項目見出し 達成率卿難
胤

項目見出し 達成率

さ
れ
運営理念の啓発 39896 レ匡営理念の啓発 39891

躙
艦
運営理念の啓発 44.311

鯨

介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

44.7%
鞭
お
介護計画への入居者 白家族の
意見の反映

44.796
隷
一“
揚
市町村との関わり 44.891

穏
斃
市町村との関わり 44796

軸
‐２７
顛
市町村との関わり 44.796

介設計画への入居者 ・家族の
意見の反映

60396

神
轡
■ 地域との連携 44,7眺

鶴
獅
朧
ス トレスの解消策の実施 51.5%

粘

搬
緊急時の手当 62.191

櫛
ひ
職員の休憩場所の確保 47.691な緊急時の手当 53.491

鮒
糾
蹴
感染症対策 62.191
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【高知県】 (N=21GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

4 . 5

4

3 . 5

3

2 . 5

2

1 5

1

0 . 5

0
～20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 -45  -50  -55  -60  -65  ～ 70

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

0 0 0 0 0 0 0 0

00 00 00 00 00 00 ■ 0 00 00 00 00 00

～25 ～95～45-35 ～ 55       ～ 65 ～ 75

■自己評価共通 日外部評価

～85

最大値 最小値 平均値

自己評価 99.25% 42.54% 83.0596

自己評価共通 100.0096 32.39% 82.15%

外部評価 9577% 63.38% 82.36%
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【高知県】
上位5項目 (N=21GH=28ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
己

目

は

自

項

Ｎ
項目見出し 達成率

己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
部
目

ｎ

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

41 権利 B義務の明示 100011 権利 ・義務の明示 100011 13 時の見当識への配慮 1000%

171時の見当識への配慮 1000% 時の見当識への配慮 1000歓 拘束のないケアの実践 1000%

鍵をかけない工夫 100.091 鍵をかけない工夫 1000軟
入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 ・盛り付けの工夫

1000%

一
付
状態にあわせた下着等の使い
分け

100.091
プライドを大切にした整容の
支援

1000軟 34
俳泄パターンに応 じた個別の

俳泄支援
10040%

身
ｉ
入浴可否の見極め 1000%

一
６ 医療関係者への相談 1000軟

俳泄時の不安や差恥心等への

里慮
1000%

53
個性を尊重したおしゃれの支
援

100096 109 退居の支援 1000軌 ｇ

■

‐３
，

プライ ドを大切にした整容の

支援
1000%

協
一

プライドを大切にした整容の
支援

100091 112 ホーム内の衛生管理 1000, ９

十

安眠の支援 1000%

休息の支援 100091 核
ｉ
入居者の金銭管理 1000' 42 医療関係者への相談 1000%

10■医療関係者への相談 100016
早期退院に向けた医療機関と
の連携

100096

瑞希望する医療機関での受診 1000% 52 家族の訪問支援 100091

協 身体状態の変化や異常の早期発見 ・対応
100.0%

輯
|■‖

異変情報及び対応方法の家族
との共有

100091

家族が通院介助を行つた時の

情報交換
100096一い

す

●

神
十

輪料金の内訳の明示と説明 100016

| 十出

総 退居の支援 100096

僻ホ
ーム内の衛生管理 100.096

犠ごみの処分 100.096

緋昔情への迅速な対応 100.091

入居者の金銭管理 100091

下位5項目
自 己 評 価 項 目 目 己 評 価 英 通 項 日 外部評価項 目

喪
酎
ｈ

項目見出し 達成率逆酎
胤

項目見出し 達成率
卸
目

ｎ

外
項

Ｎ
項目見出し 達成率

■!■

■27 市町村との関わり 35791
1 話 ‐

市町村との問わり 357%
一
館
一
市町村との関わり 143%

樹 緊急時の手当 42991 緊急時の手当 429%
一研
ｉ
地域の人達との交流の促進 429%

■Ⅲド
13t
生活の拡充を支える近隣住民
等への働きかけ

46491 105 ス トレスの解消策の実施 53691 1491 緊急時の手当 476%

総
，
買い物の支援 50.0% ！一一一ｉ！！一一ｉ̈！

運営理念の啓発 57196 ４
■
運営理念の啓発 524%

2 匡営理念の実現 536% 10や継続的な研修の受講 57,1%
一一
６ 継続的な研修の受講 524%

104
O」 T(職 場での働きながら
の学習)の 確保

536%

す05 ス トレスの解消策の実施 536%

緊急時の対応の周知 536%
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【福岡県】 (N=104GH)

可

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
|ホ
ーム数

1  18

1  16
|

1  1 4

1  12

1  l o

1  3

1   6

1  4

2

1  0

___  十 ~~~~~―  ― ― 一 ― ―― ― ― 一  ― ――――――――――― ‐― ――――― ―十中

― ― ― ― ―  ― ― - 1-― ― ― ― ― ―― ― ― ― ― ―

 +―

― 一 二

十

一

+―

一 ―

―
・ E~~~十

一 ― ―

■ ■

― 一 ―

0    0    0   H   0    0

-15 ～20 ～25 -30  -35  -40 A′45 ～50 -55 ～60 -65 ～70 -75 ～90～80 -35 ～95 ～100

%

～5 ～ 10

| _ _ _ _ _

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

30

25

20

15

1 0

5

0

L皇 三里型墜望≧_

2

00  00  00  00  E0  00  上 o  oo  lo  10  10

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 1973% 81 12%

自己評価共通 100,00% 22.54% 80.47%

外部評価 9718% 6338% 8113%
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【福岡県】
上位5項目 (N=104GH=150ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
芭

口
Ｈ

ｎ

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率叫卿
品

項目見出し 達成率舶酎
胤

項目見出し 達成率

“”群Ｈ＝＝

希望する医療機関での受診 99.396一鎌 換気
白空調の配慮 98091

■
輪 医療関係者への相談 99096

状態にあわせた下着等の使い
分け

98796 医療関係者への相談 96.091
坤“ネＷ一一

トラブルヘの対応 990%

一一↓ゼ一一，

入浴可否の見極め 98.796 入居者の金銭管理 96091 拘束のないケアの実践 98.196

堪
i t毛ヽt i

換気 =空調の配慮 98.091 定期健康診断の支援 94091

■■
14争

帥

早期退院に向けた医療機関と
の連携

971%

鞠

1逆
異変情報及び対応方法の家族
との共有

96.791
隅
鶴
トラブルヘの対応 93396

怖幣

雛
調査等の訪間に対する対応 97191

”癬

“

管理者による状況把握 96796
線
料
切
麟

入居者の状態に応じた職員の

確保
93391

盟
艦
料金の内訳の明示と説明 96796

下位5項目

韓
聴
胤

項目見出し 達成率記姫
胤

項目見出し 達成率卿聴
阻

項目見出し 達成率

厳市町村との関わり 320%
暇
ホ 市町村との関わり 32091

翔
繍 市町村との関わり 29,8%

曜
縄
解
匡管理念の啓発 40.096

戦
権
運営理念の啓発 400% 竹

I W
運営理念の啓発 45.291

灘

一
ス トレスの解消策の実施 47.396

蟻
！‐
‐
ｏｓ
翻
ス トレスの解消策の実施 47396 幣

犠
緊急時の手当 52911

欝
纏
家族同士の交流促進 48.096

響
鹸 緊急時の手当 50.796

協
付
離
地域の人達との交流の促進 53896

鵜
購 地域との連携 48.791

十一一強
地域の人達との交流の促進 51.391

等
軸
注意の必要な物品の保管 口管
理

54896
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【佐賀県】 (N=30GH)

ホーム数

０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

０

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

12

1 0

8

6

4

２

　

　

〇

　

　

　

　

　

一

■自己評価共通  日 外部評価

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 98.51% 67.91% 85。56%

自己評価共通 10000% 64.79銘 85.68%

外部評価 94.37% 69.01% 85.40%
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【佐賀県】
上位5項目

下位5項目

(N=30GH=41ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

Ｅ

目

α

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率
己

目

は

目

項

Ｎ
項目見出し 達成率爛囃

品
項目見出し 達成率

12
混乱や失敗を招かない環境づ

くり
100091 時の見当識への配慮 100.0助 拘束のないケアの実践 1000%

７

≡
時の見当識への配慮 100091 44

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 口盛り付けの工夫
1000'

プライドを大切にした整容の

支援
1000%

入居者一人ひとりとのコミュ
ニケーション

100011 ！６８
一
医療関係者への相談 10009 トラブルヘの対応 1000%

34 自信の回復 100091 ９６
十
責任者の協働 1000軟 入居者の決定のための検討 1000%

３

！・一

共に支えあう場面づくり 100.0% 1 1 1 2
1 1 ■‐
ホーム内の衛生管理 1000敦 60 ホーム内の衛生管理 1000%

“
一

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 ・盛り付けの工夫
100.Oll 1114

注意の必要な物品の保管 中管
理

1000' 調査等の訪間に対する対応 1000%

い
十

４

！

伏態にあわせた下着等の使い

分け
100091

８

■
医療関係者への相談 100091

部
翻 希望する医療機関での受診 100091

十ril

l/r
!Ⅲ■|

痴呆の人の受診に理解と配慮
のある医療機関の確保

100.096

中
総
一

トラブルヘの対応 100091

幣
”
責任者の協働 1000%

鞘
■|■
鮮金の内訳の明示と説明 100_096

‖

Ｗ
ｉ
ホーム内の衛生管理 100016

織 ごみの処分 1000%

||と
■■十1

注意の必要な物品の保管 口管
理

100.0%

自己評価項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己
目

は

自
環
Ｎ

項目見出し 達成率通舶
虹

項目見出し 達成率
部
目

は

外
環
Ｎ

項目見出し 達成率

楊
杵 十11

市町村との関わり 43991
一
！切
一！＝
市町村との関わり 43.9% 14 運営理念の啓発 20091

130 地域の人達との交流の促進 43.9%
一は
‐３０
■
地域の人達との交流の促進 43996

ド
一６８
！！ｉ
市町村との関わり 36706

■
母
一
運営理念の啓発 48↓8%

‖
計
十
運営理念の啓発 488% ！研

ｉ
！

地域の人連との交流の促進 433%

，―‐！‐‐
２〇

一
第二者への相談機会の確保 48.891 ！３３

一
緊急時の手当 512% ４９

一
緊急時の手当 567%

129 地域との連携 48811 64 金銭管理の支援 63411 70
周辺施設等の理解 ・協力への

働きかけ
667%
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【長崎県】 (N=79GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホー

25

20

15

1 0

5

0

ム数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 ユ o ■ ど

～ 5 ～10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 -45  -50  -55  -60  -65  ～ 70  -75  -80

|

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

25

20

15

10

5

1  0

|
|

1 _

-45       -55       -65       -75       -85

00 00 00 00 00 00 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 10000% 48.51% 35。76%

自己評価共通 100.00% 4507% 85。32%

外部評価 9718% 59。15% 85。31%
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【長崎県】
上位5項目 (N=79GH=93ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

並
聴
Ｍ

項目見出し 達成率雛球
胤

項目見出し 達成申郷囃
ｈ

項目見出し 達成率

入居者一人ひとりにあわせた
調理方法 口盛り付けの工夫

100096
瑞
熱
甜

入居者一人ひとりにあわせた

調理方法 ・盛り付けの工夫
1000, 一人でできることへの配慮 987%

密

一
状態にあわせた下着等の使い
分け

100.096
摯
靭
プライドを大切にした整容の
支援

97316 医療関係者への相談 98,791

■
協|||||||
入浴可否の見極め 100096

魯
“
軒
医療関係者への相談 97891

一い
■
！，一
【

トラブルヘの対応 98.7%

一“一脇 希望する医療機関での受診 989% 口腔内の清潔保持 97891
一＝
一
統
拘束のないケアの実践 97.5%

鶴
異変情報及び対応方法の家族
との共有

989%
捻

麟
入居者の金銭管理 97891

郭

鶏
家族の訪問支援 97591

ごみの処分 98.916
森
い
掃
調査等の訪間に対する対応 97596

下位5項目
目 己評 価 項 日 己

車期
Ｍ

項目見出し 達成率拒↓卵Ｍ
項目見出し 達成率

外部

項 目
M

項目見出し 達成率

戦
鰯
第二者への相談機会の確保 41996

雄
切
麟
市町村との関わり 43.091

機
器
市町村との関わり 41.8%

で
材
で
市町村との関わり 43096

躍
服
欄
運営理念の啓発 46.291

！鼈
醒営理念の啓発 51.991

運営理念の啓発 46.2%
欝
露
鍮

介護計画への入居者 B家族の
意見の反映

58.1%
鶏
爾
匡営理念の明示 59,5%

餞
生活の拡充を支える近隣住民
等への働きかけ

47.3%
鞘
ひ 緊急時の手当 58。1%

盤
轍
緊急時の手当 59.5%

剛
・２３
脇
家族同士の交流促進 55,996

畿

盟
練

周辺施設等の理解 =協力への

働きかけ
602% 繍

介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

63.391
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【大分県】 (N=24GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

～20  -25  -30  -35  -40  -45  -50  -55

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

-45～ 35～25～ 15

■自己評価共通  日 外部評価

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 59.7096 34.02%

自己評価共通 100.0096 60,56% 83.60%

外部評価 94.37% 63.38% 83.27%
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【大分県】
上位5項目 (N=24GH=33ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

錠
酎
品

項目見出し 達成率
』

向日

ｎ

日
項
Ｎ

項 目見出し 達成率
郡
目

住

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

時の見当識への配慮 100011 時の見当識への配慮 1000軌 家庭的な共用空間づくり 1000%

確実な申し送り ,情報伝達 1000% 251 確実な申し送リロ情報伝達 1000執 加
一
確実な申し送 り・情報伝達 1000%

29
入居者が感情表現できるよう
な働きかけ

100091 ７

一

３

！！！

拘束のないケアの実践 10009 入居者一人ひとりの尊重 1000%

入居者一人ひとりとのコミュ
ニケーション

1000%
，４ 入居者

一人ひとりにあわせた

調理方法 口盛り付けの工夫
10009

一
２３ 職員の穏やかな態度 1000%

７

一
拘束のないケアの実践 100091

一
５〇

一

排泄時の不安や養恥心等への

配慮
10009 拘束のないケアの実践 1000%

入居者の状況の把握 1000% ７

■

プライドを大切にした整容の
支援

1000敦 ８

ｉ

プライドを大切にした整容の
支援

1000%

４４
＝

入居者一人ひとりにあわせた
説理方法 ・盛り付けの工夫

1000% 安眠の支援 1000敦 39 安眠の支援 1000%

的
一

状態にあわせた下着等の使い

分け
1000% 1781 トラブルヘの対応 100091 142 医療関係者への相談 100091

車
＝

排泄時の不安や差恥心等への

配慮
100.0% 一出
一
服薬の支援 1000軟

，
３

！！一

十
一
４

一！一

早期退院に向けた医療機関と
の連携

1000%

＝Ｊ“Ｈ
入浴可否の見極め 100011 ０９

，
退居の支援 1000軟

６

！！！一

４

！！一一

トラブルヘの対応 1000%

一，一
プライ ドを大切にした整容の

支援
100091

ば

一

６

一ヽ
安眠の支援 100091

鶏体息の支援 100096

性
排
希望する医療機関での受診 100.091

粘身体の清潔保持 100096

８３
十
眠薬の支援 1000%

，
韓
家族が通院介助を行つた時の

情報交換
100091

108 料金の内訳の明示と説明 100096

絶
一
退居の支援 1000%

偽 ごみの処分 100.091

‐２４

一
外泊時の家族との情報交換 100091

下位 10項目
自 己評 価 項 目 自己評価共通項 目 外 部 評 価 項 日

記
射
胤

項目見出し 達成率証難
胤

項目見出し 達成率脚廓
胤

項目見出し 達成率

昭 市町村
との関わり 27391 確7 市町村との関わり 27391

中
髄
ｒ
市町村との関わり 292%

掛 地域に出やすい周辺環境の整
備

36,491 130 地域の人達との交流の促進 45591 41i 運営理念の啓発 37591

一ｍ
一
第二者への相談機会の確保 394% 軒

一
運営理念の啓発 48511

介護計画への入居者 口家族の

意見の反映
542%

136 地域の人達との交流の促進 45.591 132
周辺施設等の理解 ・協力への
働きかけ

51591
食事を楽しむことのできる支

援
583%

運営理念の啓発 48591
介護計画への入居者 ・家族の

意見の反映
60_6% 地域の人達との交流の促進 583%

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

606%
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【宮崎県】 (N=64GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)|ホーム数

1  1 4

12

1 0

8

6

4

2

0

ー

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

16

14

12

1 0

8

6

4

2

0
-55       -65

1而 繭 日外部評価 |

――一― ‐ ――――――――― ―一―――― 一  十
一― ―― ―――――――十一

――

00 00 00 00 00 00 ‐ 0 00 00 00

最大値 最小値 平均値

自己評価 99.25% 35,07% 80.67%

自己評価共通 98.59% 30,99% 79,80%

外部評価 9577% 69.01% 82.90%

- 1 3 3 -



【宮崎県】
上位5項目 (N=64GH=95ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

霊
舶
ｈ

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
部
目

は

分
項
Ｎ

項目見出し 達成率

″

一
入浴可否の見極め 100096

プライドを大切にした整容の
支援

98991 ■
一

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
100011

げ

∵
４

■

状態にあわせた下着等の使い

分け
98996 医療関係者への相談 979%

，
車
！＝

プライドを大切にした整容の
支援

100.091

一呂
ｉ

プライ ドを大切にした整容の
支援

98.9% 一苺
世
退居の支援 97.911

！＝
む
＝
入居者の決定のための検討 98,411

概
靴
外泊時の家族との情報交換 98.9% ■112

!Ⅲl

ホーム内の衛生管理 97991 ホーム内の衛生管理 98.491

戦
胤
“

食べる驚欲を引き出す働きか
け

97.9%
一畿
権利 ・義務の明示 95.396

r,|
６３
声
調査等の訪間に対する対応 984%

医療関係者への相談 97.996

瑠

翻
料金の内訳の明示と説明 97991

翻
岬
歎
退居の支援 97.991

撒
冊
爛
ホーム内の衛生管理 97.991

下位5項目
目 己評 価 項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

延キ卵ｈ
項目見出し 達成率配舶

札
項目見出し 達成率郷聴

胤
項目見出し 達成率

1社
127

輝

市町村との問わり 34.796
舶
‐２７
麟
市町村との関わり 34791

＝
■
輔
市町村との関わり 39.191

船
櫨 第三者

への相談機会の確保 36.8%
鼈
キ
運営理念の啓発 48.4%

＝
＝
掛
運営理念の啓発 453%

人材育成への貢献 47.491
ゐ

一

緊急時の手当 48.4% 緊急時の手当 45391

咋輯

十

運営理念の啓発 48496
翻
繍 ス トレスの解消策の実施 48。496

撒
躍
介設計画への入居者 ・家族の
意見の反映

547%

緊急時の手当 48496
翻

靭

介護計画への入居者 ・家族の
意見の反映

53.796
幡

勝
周辺施設等の理解 B協力への
働きかけ

60991

地域に出やすい周辺環境の整
備

484%

縫ス トレスの解消策の実施 48.4%

鐸
“
報
家族同士の交流促進 48.491

麟地域との連携 48.496
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鹿児島県】 (N=36GH)

ホーム別達成率分布(自己評価全数)
ホーム数

12

10

3

6

4

2

0
～5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

1 4

12

1 0

8

6

4

2

0

~ ~~5~~~~~― ――一 一ヽ――

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00

～45       ～55       ～65       ～75       ～85

,百百百蔀而更高
~~百
不部評価 |

最大値 最小値 平均値

自己評価 100.00% 5784% 86.02%

自己評価共通 100.00% 6197% 8490%

外部評価 9718% 6761% 86.54%

- 1 3 5 -



【鹿児島県】

上位5項目 (N=36GH=45ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目
Ｅ
ロロ
ｎ

日
項

Ｎ
項目見出し 達成率郎難

品
項目見出し 達成率

部
目

は

外
項
Ｎ

項目見出し 達成率

137 拘束のないケアの実践 100091 ３７
■
拘束のないケアの実践 1000, 一一

！ｉ
ｉ

拘束のないケアの実践 1000%

149
状態にあわせた下着等の使い
分け

100091
一
８

・

■
６

！
医療関係者への相談 1000' 一組

■

プライドを大切にした整容の
支援

1000%

！５２
■
十

入浴可否の見極め 1000%
■
■ トラブルヘの対応 100.0,

音の大きさや光の強さに対す
る配慮

97216

”樹
禍
ま類の調節の支援 100096 ，”一】”一

場所間違い等の防止策 978% 16‐介護計画の職員間での共有 972%

鞘 医療関係者への相談 100.091 換気 ・空調の配慮 97891 ！９
一
個別の記録 972%

待望する医療機関での受診 100.091一
榊

排泄パターンに応じた個別の

排泄支援
97891
持
排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
972%

iliⅢⅢ

ｎ
ｉ■■|
痴果に知見の深い医師の確保 100.096

竹 |
０

一

０

一
理美容院の利用支援 97.816 ！研

＝
理美容院の利用支援 97,291

挫

i7″
IA.

入院受入れ医療機関の確保 1000%
プライドを大切にした整容の
支援 '

978% ４

■
医療関係者への相談 97216

身体の清潔保持 100.091冊
誠
入居者の決定のための検討 97.391

■
４６
，
トラブルヘの対応 97216

一催
麟
身体状態の変化や異常の早期
発見 口対応

1000% ホーム内の衛生管理 97.891

111i

３

一
調査等の訪間に対する対応 97296

一欝

一

異変情報及び対応方法の家族
との共有

100091
朋
■
幣

注意の必要な物品の保管 ・管
理

978%

||||||

盤
ごみの処分 100096

下位5項目
目己評価項 目 自 己評 価 共 通 項 目 外 部 評 価 項 目

記
期
ｈ

項目見出し 達成率韓唖
ｈ

項目見出し 達成率卿射
陥

項目見出し 達成率

群
材
撤
市町村との関わり 24.491 市町村との関わり 24.491 市町村との関わり 41,791

“鞘

附

運営理念の啓発 44.4%
Ｗ
ｉ抗
＝
曝管理念の啓発 444%

＝
！４９
，糾
緊急時の手当 50016

師ｍ叫四̈
”“

地域との連携 46796 ！購
周辺施設等の理解 B協力への

働きかけ
57.891 経

1■■

醒営理念の啓発 639%

軽

珊
家族同士の交流促進 48.9% 轡

入居者一人ひとりにあわせた
居室の環境づくり

62291
ぉ
‐３６‐
品

入居者一人ひとりの希望にあ
わせた入浴支援

639%

鮒
研
球
！

職員の休憩場所の確保 556鴨
料
督
肘
緊急時の手当 62291 地域の人達との交流の促進 639%
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【沖縄県】 (N=14GH)

ホーム数

|

2 . 5

2

1 . 5

1

0 . 5

0

ホーム別達成率分布(自己評価全数)

-45  ～ 50  -55  -60  -65  -70  -75  -80 -90  -95  ～ 100

%

|

0 0 0 0 0 0

1  1  1  1

ホーム別達成率分布(自己評価共通、外部評価)
ホーム数

4 5

4

3 5

3

2 5

2

1.5

1

0 5

0
～25 ～ 85～35 ～ 55      ～ 65 -75 ～95

■自己評価共通

1  1  1     1     1  1

最大値 最小値 平均値

自己評価 97,01% 31.34% 66.18%

自己評価共通 94.37% 23.17% 64.41%

外部評価 87.32% 60,56% 74.8596
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【沖縄県】
上位5項目

下位5項 目

(N=14GH=14ユ ニット)

自己評価全数項目 自己評価共通項目 外部評価項目

己
目

α

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
０

目

伍

日
項
Ｎ

項目見出し 達成率
部

目

位

外

項

Ｎ
項 目見出し 達成率

49
状態にあわせた下着等の使い
分け

1000% 107 入居者の決定のための検討 10009 権利 ・義務の明示 1000%

入浴可否の見極め 1000% 調査等の訪間に対する対応 10009 時の見当識への配慮 1000%

８

■

異変情報及び対応方法の家族
との共有

1000% 権利 。義務の明示 929% ３４

一

排泄パターンに応 じた個別の

排泄支援
1000%

107 入居者の決定のための検討 1000% 17 時の見当識への配慮 92991
イラ
援
プ

支
ドを大切にした整容の

1000%

０

一

料金の内訳の明示と説明 1000%
！８ 医療関係者への相談 92916 46 トラブルヘの対応 1000%

８

一
調査等の訪間に対する対応 100016 ０

≡

入居者の状態に応じた職員の

確保
92991 52 家族の訪問支援 1000%

４

！

注意の必要な物品の保管 ・管
理

929% 船
■
ホーム内の衛生管理 1000%

６３
■
一

調査等の訪間に対する対応 1000%

自己評価項 目 自己評価共通項 目 外部評価項 目

記
囃
胤

項目見出し 達成率
己
目

は

自
項
Ｎ

項目見出し 達成率
卸

目

住

外
項

Ｎ

項目見出し 達成率

ｉ”
十
運営理念の啓発 21.4% 51 匡営理念の啓発 21491 市町村との関わり 71%

貫い物の支援 21491 ５

！！！！！一ｒ

８

！！！！！！！！“

緊急時の手当 21491
■

ｉ
４９
■
緊急時の手当 286%

！摘
一
緊急時の手当 21.416 105 ス トレスの解消策の実施 214% ０

■

周辺施設等の理解 口協力への

働きかけ
286%

105 ス トレスの解消策の実施 21491
十
２！７‐
一■

入居者一人ひとりの尊重 28611 171
介護計画への入居者 “家族の

意見の反映
35,7%

幕三者への相談機会の確保 214% 43 馴染みの食器の使用 286%
入居者一人ひとりの過去の経
験を活かしたケア

357%

127 市町村との関わり 286% ０

！！一

５

一
感染症対策 357%
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